
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
修
士
論
文

松

　

　

原

　

　

勉

　

　

先

　

　

生

志
　
賀
　
直
　
哉
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
研
　
究

1
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
変
　
貌

一
九
　
九
　
九
　
年
　
度

広
　
島
　
女
　
学
　
院
　
大
　
学
　
大
　
学
　
院
　
日
　
本
　
言
　
語
　
文
　
化
　
専
　
攻

山

脇

七

重



車
■
車

次

序

　

　

章

第
一
章
　
　
東
　
京
、
　
尾
　
道
　
の
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
像

第
一
節
　
　
東
　
京
　
へ
　
尾
　
道
　
に
　
お
　
け
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り

第
　
二
　
節
　
　
自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
す
　
る
　
登
　
場
　
人
　
物

第
　
三
　
節
　
　
東
　
京
、
尾
　
道
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然

一
二

一
四

三
　
〇

四
　
〇

第
　
二
　
章
　
　
京
　
都
　
の
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
像

第

一

節

第
　
二
　
節

第
　
三
　
節

京
　
都
　
に
　
お
　
け
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り

直
　
子
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り

京
　
都
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然

四
　
九

五
　
〇

六
　
三

七
　
三



第
　
三
　
章
　
　
大
　
山
　
の
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
像

第
　
1
　
節
　
　
大
　
山
　
に
　
お
　
け
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り

第
　
二
　
節
　
　
自
　
然
　
と
　
共
　
生
　
す
　
る
　
登
　
場
　
人
　
物

第
　
三
　
節
　
　
大
　
山
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然

八
　
九

八
　
九

一

〇

一

一

一

七

終
　
　
章
　
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
変
　
貌

一
二
　
九

注

一
三
　
二

参
　
考
　
文
　
献
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田
a
^
a
一

0

は

M

S

期
　
「
　
戦
　
う
　
人
　
」
　
の
　
期
　
間
　
に
、
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
前
　
篇
　
の
　
も
　
と
　
と
　
な

る
　
父
　
と
　
の
　
対
　
立
　
を
　
テ
　
ー
　
マ
　
と
　
し
　
た
　
私
　
小
　
説
　
「
　
時
　
任
　
謙
　
作
　
」
　
が
　
執
　
筆

さ
　
れ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
三
　
年
　
に
　
お
　
よ
　
ぶ
　
最
　
初
　
の
　
創
　
作
　
空
　
白
　
期
　
を
　
へ
　
て
、

大

　

正

　

六

　

年

　

の

　

『

　

城

　

の

　

崎

　

に

　

て

　

』

　

の

　

発

　

表

　

に

　

始

　

ま

　

り

　

へ

　

同

　

年

　

の

　

中

　

編

小
　
説
　
『
　
和
　
解
　
』
　
の
　
発
　
表
、
　
大
　
正
　
九
　
年
　
の
　
『
　
或
　
る
　
男
、
　
其
　
姉
　
の
　
死
　
』

や
　
『
　
焚
　
火
　
』
　
の
　
発
　
表
　
へ
　
そ
　
し
　
て
　
昭
　
和
　
三
　
年
　
に
　
『
　
豊
　
年
　
虫
　
』
　
が
　
書
　
か

れ
　
る
　
ま
　
で
　
の
　
第
　
二
　
期
　
「
　
和
　
解
　
す
　
る
　
人
　
」
　
の
　
期
　
間
　
中
　
の
'
　
大
　
正
　
十
　
年

に
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
前
　
篇
　
が
　
発
　
表
　
さ
　
れ
　
る
。
翌
　
十
　
l
　
年
　
淋
　
ら
　
幾
　
度

も
　
の
　
休
　
止
　
を
　
繰
　
り
　
返
　
し
　
発
　
表
　
さ
　
れ
　
た
　
後
　
篇
　
が
　
よ
　
う
　
や
　
く
　
完
　
成
　
す
　
る

の
　
が
、
　
第
　
三
　
期
　
「
　
眺
　
め
　
る
　
人
　
」
　
の
　
時
　
期
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
で
　
あ
　
る
。
　
以
　
上

の
　
よ
　
う
　
に
、
　
志
　
賀
　
文
　
学
　
の
　
数
　
々
　
の
　
作
　
品
　
が
　
成
　
立
　
し
　
た
　
過
　
程
　
と
、
　
『

暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
成
　
立
　
過
　
程
　
と
　
は
　
重
　
な
　
っ
　
て
　
お
　
り
　
へ
　
古
　
来
　
侃
　
が
　
「
　
他

作
　
品
　
も
、
　
お
　
の
　
ず
　
か
　
ら
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
と
　
の
　
関
　
連
　
の
　
上
　
で
　
眺
　
め
　
ら

れ
　
る
　
」
　
　
(
　
配
　
)
　
と
　
指
　
摘
　
し
'
　
町
　
田
　
栄
　
が
　
『
　
或
　
る
　
男
、
　
其
　
姉
　
の
　
死
　
』

や
　
『
　
廿
　
代
　
l
　
面
　
』
　
な
　
ど
　
を
　
「
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
を
　
中
　
心
　
点
　
に
　
す
　
る
、

衛
　
星
　
作
　
品
　
群
　
で
　
あ
　
る
　
」
　
　
(
　
田
　
)
　
と
　
指
　
摘
　
す
　
る
　
よ
　
う
　
に
、
　
志
　
賀
　
直
　
哉

2
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-　　　　"　"　　　-

′

ー

し

の
　
批
　
判
　
は
、
　
い
　
さ
　
さ
　
か
　
過
　
剰
　
反
　
応
　
気
　
味
　
な
　
意
　
見
　
と
　
さ
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

最
　
初
　
の
　
冷
　
静
　
な
　
批
　
判
　
と
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
が
'
中
　
野
重
　
治
　
の
　
「
　
『
　
暗
　
夜
　
行

路
　
』
　
雑
　
談
　
」
　
　
(
　
注
　
1
 
0
　
)
　
で
'
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
が
　
長
　
い
　
期
　
間
　
を
　
経
　
て

完
　
成
　
し
　
た
　
こ
　
と
　
か
　
ら
　
起
　
き
　
た
　
不
　
備
　
や
　
欠
　
点
　
を
　
洗
　
い
　
ざ
　
ら
　
い
　
挙
　
げ
　
て

い
　
る
　
D
　
戦
　
後
　
へ
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
批
　
判
　
の
　
風
　
潮
　
が
　
高
　
ま
　
る
　
中
　
で
、
　
否
　
定
　
論

の
　
極
　
点
　
に
　
立
　
つ
　
も
　
の
　
と
　
し
　
て
'
　
中
　
村
　
光
　
夫
　
が
　
『
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
論
　
』
　
　
(

注
　
1
 
1
　
)
　
で
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
無
　
思
　
想
　
性
　
へ
　
非
　
社
　
会
　
性
　
を
　
挙
　
げ
　
r
 
t
　
　
「

ほ
　
と
　
ん
　
ど
　
非
　
文
　
学
　
と
　
形
　
容
　
し
　
た
　
い
　
長
　
編
　
」
　
と
　
批
　
判
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
本

多
　
秋
　
五
　
も
　
ま
　
た
　
「
　
『
　
白
　
樺
　
』
　
派
　
の
　
文
　
学
　
」
　
　
(
　
注
　
1
2
　
)
　
で
'
　
志
　
賀
　
の

社
　
会
　
性
・
思
　
想
　
性
　
の
　
希
　
薄
　
を
　
挙
　
げ
　
へ
　
　
「
　
旦
　
那
　
衆
　
の
　
リ
　
ア
　
リ
　
ズ
　
ム
　
」

と
　
批
　
判
　
し
　
て
　
い
　
た
　
が
'
　
「
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
に
　
お
　
け
　
る
　
自
　
覚
　
の
　
問
　
題
　
」
　
　
(

注
　
1
 
3
　
)
　
以
　
降
　
か
　
ら
　
評
　
価
　
の
　
方
　
向
　
に
　
転
　
換
　
し
、
　
『
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
　
　
上
・

下
　
』
　
　
(
　
注
　
l
　
)
　
で
　
は
'
　
下
　
巻
一
冊
　
を
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
再
　
評
　
価
　
に
　
費

や
　
し
　
て
　
い
　
る
。

本
　
多
　
秋
　
五
　
の
　
転
　
換
　
と
　
同
　
時
　
代
、
　
昭
　
和
　
四
　
十
　
年
　
前
　
後
　
に
　
は
、
　
須
　
藤

松
　
雄
　
へ
　
平
　
野
　
謙
　
ら
　
に
　
よ
　
る
'
　
志
　
賀
　
文
　
学
　
再
　
評
　
価
　
の
　
流
　
れ
　
が
　
あ
　
る
。

4
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特
　
に
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
の
　
「
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
の
　
文
　
学
　
」
　
　
(
　
注
　
1
 
5
　
)
　
は
　
再
　
評
　
価
　
の

契
　
機
　
と
　
な
　
っ
　
た
　
論
　
で
、
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
を
　
「
　
自
　
然
　
小
　
説
　
」
　
と
　
し
、

こ
　
の
　
観
　
点
　
か
　
ら
　
主
　
人
　
公
　
の
　
「
　
対
　
立
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
か
　
ら
　
「
　
調
　
和
　
的

自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
へ
　
の
　
精
　
神
　
史
　
を
　
辿
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
再
　
評
　
価

の
　
流
　
れ
　
の
　
中
　
で
'
　
成
　
立
　
過
　
程
　
に
　
注
　
目
　
し
　
た
　
遠
　
藤
　
祐
　
や
　
関
　
良
一
、
　
竹

盛
　
天
　
雄
　
ら
　
の
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
論
、
　
三
　
好
　
行
　
雄
　
の
　
「
　
仮
　
構
　
の
　
<
　
私
　
>

-
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
」
　
　
(
　
注
　
1
 
6
　
)
　
な
　
ど
、
　
新
　
し
　
い
　
問
　
題
　
点

を
　
提
　
起
　
す
　
る
　
論
　
が
　
現
　
わ
　
れ
　
た
。

そ
　
し
　
て
、
　
そ
　
れ
　
ま
　
で
　
の
　
研
　
究
　
者
　
達
　
が
　
行
　
な
　
っ
　
て
　
き
　
た
、
　
作
　
者
　
志

賀
　
直
　
哉
　
=
　
主
　
人
　
公
　
時
　
任
　
謙
　
作
　
と
　
み
　
な
　
し
'
　
作
　
者
　
の
　
伝
　
記
　
に
　
よ
　
っ
　
て

作
　
品
　
を
　
理
　
解
　
す
　
る
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
研
　
究
　
方
　
法
　
に
　
対
　
す
　
る
　
批
　
判
　
と
　
新
　
し
　
い

研
　
究
　
方
　
法
　
が
　
あ
　
ら
　
わ
　
れ
　
た
。
　
蓮
　
賓
　
重
　
彦
　
は
　
「
　
廃
　
棄
　
さ
　
れ
　
る
　
偶
　
数
　
-

志
　
賀
　
直
　
哉
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
を
　
読
　
む
　
」
　
　
(
　
注
　
1
 
7
　
)
　
で
、
　
作
　
者
　
の
　
資
　
料

に
　
よ
　
ら
　
ず
'
　
作
　
品
　
内
　
の
　
言
　
葉
　
の
　
み
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
そ
　
の
　
構
　
造
　
を
　
明
　
ら
　
か

に
　
し
　
よ
　
う
　
と
　
し
、
　
高
　
橋
　
英
　
夫
　
は
　
『
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
-
　
近
　
代
　
と
　
神
　
話
　
』
　
　
(

注
　
1
8
　
)
　
で
'
　
「
　
ど
　
こ
　
ま
　
で
　
も
　
作
　
品
　
の
　
中
　
に
　
入
　
っ
　
て
　
ゆ
　
き
、
　
文
　
章
　
と

5
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言
　
葉
　
を
　
読
　
む
　
と
　
い
　
う
　
方
　
法
　
」
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
記
　
号
　
論
　
や
　
身
　
体
　
論
　
を
　
用

い
　
へ
　
さ
　
ら
　
に
　
謙
　
作
　
を
　
神
　
話
　
的
　
世
　
界
　
に
　
つ
　
な
　
が
　
る
　
人
　
間
　
の
　
<
　
原
　
型
　
>

的
　
存
　
在
　
と
　
し
　
て
　
捉
　
え
　
る
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
斬
　
新
　
な
　
説
　
を
　
展
　
開
　
し
　
て
　
い
　
る
。

近
　
年
　
で
　
は
、
　
江
　
種
　
満
　
子
　
「
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
深
　
層
　
」
　
　
(
　
注
　
1
9
　
)

な
　
ど
　
の
、
　
女
　
性
　
の
　
眼
　
か
　
ら
　
み
　
た
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
批
　
判
　
や
、
　
十
　
四

の
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
論
　
が
　
収
　
め
　
ら
　
れ
　
た
　
『
　
「
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
」
　
を
　
読
　
む
　
/

世
　
界
　
文
　
学
　
と
　
し
　
て
　
の
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
』
　
　
(
　
注
　
2
 
0
　
)
　
で
　
は
、
　
海
　
外
　
の
　
研
　
究

者
　
に
　
よ
　
る
　
肯
　
定
　
否
　
定
　
論
　
が
　
み
　
ら
　
れ
　
る
。

以
　
上
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
は
'
　
戦
　
前
　
か
　
ら
　
近
　
年
　
に
　
至
　
る

ま
　
で
、
　
賛
　
美
　
と
　
批
　
判
、
　
肯
　
定
　
と
　
否
　
定
　
と
　
に
　
評
　
価
　
の
　
分
　
か
　
れ
　
る
　
作
　
品

で
　
あ
　
る
。
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
の
　
門
　
弟
　
で
、
　
評
　
伝
　
『
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
　
　
上
　
・
下
　
』

(
　
注
　
2
1
　
)
　
の
　
著
　
者
　
で
　
あ
　
る
　
阿
　
川
　
弘
　
之
　
は
'
　
岩
　
波
　
文
　
庫
　
版
　
『
　
暗
　
夜
　
行

路
　
』
　
の
　
解
　
説
　
で
'
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
述
　
べ
　
て
　
い
　
る
。

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
中
　
に
　
は
、
　
性
　
の
　
問
　
題
、
　
夫
　
婦
　
の
　
問
　
題
　
へ
　
友

情
　
の
　
問
　
題
　
へ
　
作
　
者
　
の
　
自
　
然
　
観
　
へ
　
芸
　
術
　
観
　
な
　
ど
'
　
志
　
賀
　
氏
　
が
　
人

生
　
と
　
仕
　
事
　
と
　
の
　
上
　
で
　
求
　
め
　
て
　
き
　
た
　
も
　
の
　
の
　
す
　
べ
　
て
　
が
　
投
　
入
　
さ

6



7



1

1

~

′
.
㌔

し
　
た
　
と
　
こ
　
ろ
　
に
　
あ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
そ
　
れ
　
が
、
　
自
　
然
　
と
　
人
　
間
　
と
　
が

共
　
生
　
し
　
て
　
い
　
か
　
ね
　
ば
　
な
　
ら
　
ぬ
　
と
　
い
　
う
、
　
現
　
代
　
の
、
　
世
　
界
　
規
　
模

の
　
人
　
類
　
の
　
課
　
題
　
と
　
結
　
び
　
つ
　
い
　
て
　
い
　
る
　
の
　
だ
。
　
　
　
　
　
(
　
注
　
2
3
　
)

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
に
　
お
　
け
　
る
　
自
　
然
　
の
　
研
　
究
　
に
　
お
　
い
　
て
　
は
、
　
須
　
藤
　
松
　
雄

の
　
研
　
究
　
が
　
代
　
表
　
的
　
で
　
あ
　
る
。
　
先
　
述
　
の
　
『
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
の
　
文
　
学
　
』
　
で
、

須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
'
一
般
　
的
　
に
　
自
　
然
　
と
　
呼
　
ば
　
れ
　
る
、
　
山
、
　
川
　
へ
　
海
、
　
草

木
　
へ
　
動
　
物
、
　
雨
、
　
風
　
な
　
ど
　
の
　
風
　
景
・
情
　
景
　
と
　
し
　
て
　
の
　
自
　
然
　
に
　
対
　
す

る
　
主
　
人
　
公
　
時
　
任
　
謙
　
作
　
の
　
態
　
度
　
を
　
問
　
題
　
と
　
し
　
て
　
取
　
り
　
扱
　
っ
　
て
　
い
　
る
。

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
特
　
に
　
前
　
篇
　
に
　
お
　
け
　
る
　
へ
　
絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
人
　
間
　
に

与
　
え
　
る
　
も
　
の
　
と
　
し
　
て
　
の
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
、
　
謙
　
作
　
が
　
抵
　
抗
・
対
　
立
　
し
　
よ

う
　
と
　
す
　
る
　
態
　
度
　
を
　
「
　
対
　
立
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
と
　
し
、
　
後
　
篇
　
あ
　
た
　
り
　
か

ら
　
現
　
れ
　
て
　
く
　
る
　
へ
　
自
　
然
　
と
　
調
　
和
　
し
、
　
自
　
然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
運
　
命
　
に
　
従
　
っ

て
　
生
　
き
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
態
　
度
　
を
　
「
　
調
　
和
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
と
　
し
　
へ
　
対
　
立

か
　
ら
　
調
　
和
　
へ
　
と
　
転
　
向
　
し
　
て
　
い
　
く
　
謙
　
作
　
像
　
を
　
捉
　
え
　
て
　
い
　
る
　
論
　
で
　
あ
　
る
o

L

　

か

　

し

　

こ

　

の

　

論

　

に

　

は

　

い

　

く

　

つ

　

か

　

の

　

問

　

題

　

点

　

が

　

残

　

さ

　

れ

　

て

　

い

　

る

　

と

　

考

え
　
ら
　
れ
　
る
。

8



ー

　

t

′

′
t

ま
　
ず
、
　
「
　
自
　
然
　
」
　
と
　
い
　
う
　
言
　
葉
　
に
　
関
　
し
　
て
、
　
さ
　
ら
　
に
　
整
　
理
　
し
　
て

考
　
え
　
な
　
け
　
れ
　
ば
　
な
　
ら
　
な
　
い
。
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
の
　
扱
　
う
　
自
　
然
　
と
　
は
、
　
い
　
わ

ゆ
　
る
　
風
　
景
　
や
　
情
　
景
　
へ
　
人
　
間
　
を
　
と
　
り
　
ま
　
く
　
環
　
境
　
と
　
し
　
て
　
の
　
自
　
然
　
や
、

人
　
間
　
に
　
絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
超
　
越
　
的
　
な
　
存
　
在
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
で

あ
　
っ
　
て
、
　
人
　
間
　
に
　
と
　
っ
　
て
　
外
　
界
　
の
　
も
　
の
　
へ
　
外
　
部
　
の
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

し
　
か
　
し
、
　
人
　
間
　
の
　
生
　
れ
　
つ
　
き
　
持
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
本
　
能
　
や
、
　
人
　
間
　
の
　
内
　
部

に
　
生
　
じ
　
る
　
欲
　
望
　
や
　
思
　
考
　
な
　
ど
、
　
誹
　
作
　
の
　
場
　
合
　
で
　
考
　
え
　
て
　
み
　
る
　
と
'

自
　
然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
絶
　
滅
.
の
　
避
　
車
　
に
　
抵
　
抗
　
し
、
　
生
　
き
　
延
　
び
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る

生
　
の
　
欲
　
求
　
や
、
　
放
　
蕩
　
を
　
繰
　
り
　
返
　
す
　
彼
　
の
　
性
　
の
　
欲
　
求
、
　
ま
　
た
、
　
i
i
u
　
我

を

　

貰

　

徹

　

し

　

よ

　

う

　

と

　

す

　

る

　

彼

　

の

　

自

　

我

　

も

　

ま

　

た

　

　

　

自

　

然

　

の

　

も

　

の

　

で

　

あ

　

る

と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
こ
　
で
　
本
　
論
　
で
　
は
、
　
環
　
境
　
と
　
し
　
て
　
の

自
　
然
、
　
謙
　
作
　
の
　
日
　
記
　
に
　
み
　
ら
　
れ
　
る
'
　
人
　
間
　
に
　
絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え

る
　
も
　
の
　
と
　
し
　
て
　
の
　
自
　
然
　
を
　
「
　
外
　
的
　
自
　
然
　
」
　
と
　
し
　
て
　
扱
　
い
、
　
こ
　
れ
　
と

区
　
別
　
し
　
て
、
　
人
　
間
　
の
　
内
　
部
　
に
　
生
　
じ
　
る
、
　
ま
　
た
　
人
　
間
　
が
　
生
　
ま
　
れ
　
な
　
が

ら

　

に

　

し

　

て

　

持

　

っ

　

て

　

い

　

る

　

入

　

間

　

的

　

自

　

然

　

と

　

さ

　

れ

　

る

　

も

　

の

　

を

　

「

　

内

　

な

　

る

自
　
然
　
」
　
と
　
し
　
て
　
扱
　
う
　
こ
　
と
　
に
　
す
　
る
。
　
こ
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
考
　
え
　
て
　
い
　
く
　
と

9
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引
二



で
　
は
、
　
第
　
二
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
訪
　
れ
　
た
　
京
　
都
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
謙

作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
、
　
妻
　
と
　
な
　
る
　
直
　
子
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関

わ
　
り
　
を
　
考
　
察
　
し
　
た
　
上
　
で
'
　
京
　
都
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
を

明
　
ら
　
か
　
に
　
し
　
た
　
い
。
　
第
　
三
　
章
　
で
　
は
、
　
最
　
後
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
訪

れ
　
た
　
大
　
山
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
'
　
ま
　
た
　
大
　
山
　
に
　
お
　
い

て
　
自
　
然
　
と
　
共
　
生
　
し
　
て
　
い
　
る
　
登
　
場
　
人
　
物
　
が
　
謙
　
作
　
に
　
及
　
ぼ
　
す
　
影
　
響
　
を
　
考

察
　
し
　
た
　
上
　
で
、
　
大
　
山
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
を
　
明
　
ら
　
か
　
に

し
　
た
　
い
。

1



東
　
京
、
　
尾
　
道
　
の
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
像

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路

東
　
京
　
に
　
生
　
ま
　
れ

行
　
く
。
　
ま
　
た
、

た

　

び

　

東

　

京

　

へ

　

戻

大

　

山

　

へ

　

と

　

赴

　

い

次

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

述

ど

　

う

　

し

そ
　
ら
　
く
　
旅

活
　
が
　
行
　
き

っ
　
た
　
と
　
き

う
　
転
　
身
　
の

い
　
か
。
　
(

旅
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、

身
　
」
　
さ
　
せ
　
る
　
要

』
　
に
　
お

育
　
っ
　
た

尾
　
道
　
滞

っ
　
た
　
後

て
　
い
　
る

べ
　
て
　
い

て
　
謙
　
作

間　gnr̂

B̂inl

づ
　
ま
　
り

、
　
不
　
意

願
　
い
　
が

注

　

2

4

　

)

謙
　
作
　
が

因
　
と
　
し

い
　
て
'
　
謙
　
作
　
は
　
旅
　
を
　
く
　
り
　
返
　
し
　
て
　
い
　
る
。

謙
　
作
　
は
'
　
ま
　
ず
　
最
　
初
　
の
　
旅
　
と
　
し
　
て
　
尾
　
道
　
へ

在
　
中
　
に
　
も
　
四
　
国
　
へ
　
旅
　
行
　
し
　
て
　
お
　
り
、
　
ふ
　
た

、
　
京
　
都
　
へ
、
　
そ
　
し
　
て
　
最
　
後
　
の
　
旅
　
と
　
し
　
て
、

。
　
こ
　
の
　
謙
　
作
　
の
　
旅
　
に
　
つ
　
い
　
て
、
　
遠
　
藤
　
祐
　
は

る
　
。

は
　
だ
　
し
　
ぬ
　
け
　
に
　
旅
　
を
　
思
　
い
　
つ
　
く
　
の
　
か
。
　
お

に
　
と
　
っ
　
て
、
　
転
　
身
　
を
　
意
　
味
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
生

、
　
そ
　
の
　
な
　
か
　
で
　
は
　
身
　
動
　
き
　
が
　
で
　
き
　
な
　
く
　
な

に
　
そ
　
こ
　
か
　
ら
　
身
　
を
　
ひ
　
る
　
が
　
え
　
す
。
　
そ
　
う
　
い

旅
　
へ
　
の
　
決
　
意
　
と
　
な
　
っ
　
て
　
現
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
は
　
な

21

「
　
転
　
身
　
」
　
す
　
る
　
の
　
な
　
ら
　
ば
、
　
謙
　
作
　
を
　
「
　
転

て
、
　
そ
　
れ
　
ぞ
　
れ
　
の
　
土
　
地
　
で
　
謙
　
作
　
を
　
と
　
り
　
ま



い
　
て
　
い
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
や
'
　
そ
　
れ
　
ぞ
　
れ
　
の
　
土
　
地
　
で
　
謙
　
作
　
が
　
出
　
会
　
う
　
人

々
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
が
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
そ
　
れ
　
ら
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
よ
　
っ

て
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
面
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
が
　
変
　
化
　
し
、
　
彼
　
は
　
「
　
転

身
　
」
　
す
　
る
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
0

そ
　
こ
　
で
　
ま
　
ず
、
　
謙
　
作
　
を
　
と
　
り
　
ま
　
く
　
自
　
然
　
の
　
変
　
化
'
　
自
　
然
　
の
　
様
　
相

の
　
違
　
い
　
を
　
見
　
る
　
た
　
め
　
に
、
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
の
　
舞
　
台
　
と
　
な
　
る
　
土
　
地
　
を

大
　
別
　
す
　
る
　
と
　
へ
　
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
謙
　
作
　
が
　
訪
　
れ
　
た
　
尾
　
道
　
へ
　
四
　
国
、

京
　
都
、
　
大
　
山
　
と
'
　
彼
　
が
　
生
　
ま
　
れ
　
育
　
っ
　
た
　
東
　
京
　
の
、
　
五
　
つ
　
の
　
地
　
に
　
分

け
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
~
る
。
　
こ
　
の
　
う
　
ち
　
四
　
国
　
旅
　
行
　
は
　
尾
　
道
　
の
　
旅
　
に
　
含
　
ま

れ

　

る

　

も

　

の

　

と

　

し

　

へ

　

東

　

京

　

と

　

尾

　

道

　

へ

　

京

　

都

　

へ

　

大

　

山

　

の

　

四

　

つ

　

土

　

地

　

に

　

分

け
　
る
。
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
に
　
お
　
け
　
る
　
こ
　
の
　
四
　
つ
　
の
　
土
　
地
　
の
　
も
　
つ
　
意
　
味

を
'
　
テ
　
ッ
　
ド
・
グ
　
ー
　
セ
　
ン
　
は
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
。

東
　
京
　
は
　
近
　
代
　
の
　
都
　
市
、
　
次
　
の
　
尾
　
道
　
は
　
中
　
世
　
文
　
化
　
に
　
ゆ
　
か
　
り
　
の

深
　
い
　
町
　
で
　
あ
　
る
。
　
さ
　
ら
　
に
　
京
　
都
　
は
　
平
　
安
　
貴
　
族
　
文
　
化
　
の
　
舞
　
台
　
で

あ
　
る
　
し
、
　
大
　
山
　
は
　
そ
　
れ
　
よ
　
り
　
も
　
さ
　
ら
　
に
　
時
　
代
　
を
　
さ
　
か
　
の
　
ぼ
　
っ

て
　
苦
　
行
　
的
　
な
　
山
　
岳
　
信
　
仰
　
の
　
栄
　
え
　
た
　
土
　
地
　
で
　
あ
　
る
。
　
(
　
注
　
2
5
　
)

1



こ
　
の
　
章
　
で
　
は
、
　
第
一
節
　
で
'
　
謙
　
作
　
の
　
生
　
ま
　
れ
　
育
　
っ
　
た
　
「
　
近
　
代
　
の
　
都

市
　
」
　
東
　
京
　
に
　
描
　
か
　
れ
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
、
　
最
　
初
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で

訪
　
れ
　
た
　
「
　
中
　
世
　
文
　
化
　
に
　
ゆ
　
か
　
り
　
の
　
深
　
い
　
町
　
」
　
尾
　
道
　
に
　
描
　
か
　
れ
　
る
　
外

的
　
自
　
然
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
を
　
考
　
察
　
し
'
　
第
　
二
　
節
　
で
　
こ
　
れ
　
ら
　
二
　
つ

の
　
土
　
地
　
に
　
登
　
場
　
す
　
る
　
人
　
々
　
が
、
　
体
　
現
　
し
　
て
　
い
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
　
自

然
　
と
'
　
そ
　
れ
　
ら
　
の
　
人
　
々
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
を
　
考
　
察
　
す
　
る
。
　
以
　
上

を
　
考
　
察
　
し
　
た
　
う
　
え
　
で
'
　
こ
　
れ
　
ら
　
の
　
土
　
地
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る

自
　
然
　
が
　
ヘ
　
ビ
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
も
　
の
　
か
　
を
　
明
　
ら
　
か
　
に
　
し
　
た
　
い
。

第

　

一

　

節

東

京

尾

道

外

的

自

然

謙

作

と

の

引
ニ

関

ま
　
ず
　
は
　
じ
　
め
　
に
、
　
謙
　
作
　
が
　
生
　
ま
　
れ
　
育
　
っ
　
た
　
東
　
京
　
に
　
お
　
け
　
る
　
へ
　
外

的
　
自
　
然
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
考
　
察
　
し
　
て
　
い
　
き
　
た
　
い
。
　
「
　
近
　
代
　
の
　
都
　
市
　
」
　
東
　
京

に
　
お
　
い
　
て
　
描
　
か
　
れ
　
る
　
自
　
然
　
の
　
情
　
景
　
は
'
　
他
　
の
　
土
　
地
　
に
　
比
　
べ
　
て
　
わ
　
ず
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蝣
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べ
　
き
　
点
　
と
　
し
　
て
'
　
「
　
屋
　
根
　
の
　
影
　
が
　
山
　
形
　
に
　
」
　
と
　
い
　
う
　
表
　
現
　
が
　
あ
　
る
。

萩
　
原
　
孝
　
雄
　
は
、
　
「
　
屋
　
根
　
の
　
上
　
で
　
跳
　
る
　
子
　
供
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
淫
　
蕩
　
の
　
霊
　
」

は
　
「
　
序
　
詞
　
で
　
の
　
屋
　
根
　
の
　
上
　
の
　
謙
　
作
　
の
　
継
　
承
　
で
　
あ
　
り
'
　
終
　
末
　
の
　
大
　
山

の

　

上

　

の

　

謙

　

作

　

の

　

予

　

兆

　

か

　

」

　

と

　

指

　

摘

　

し

　

て

　

い

　

る

　

が

　

(

　

注

　

2

6

　

)

　

、

　

確

　

か

に
　
山
　
の
　
形
　
を
　
し
　
た
　
屋
　
根
　
の
　
上
　
に
　
い
　
る
　
魔
　
物
　
の
　
姿
　
は
、
　
大
　
山
　
の
　
山
　
の

上
　
の
　
謙
　
作
　
を
　
思
　
わ
　
せ
　
る
。
　
ま
　
た
　
へ
　
山
　
に
　
関
　
し
　
て
　
い
　
え
　
ば
、
　
第
　
二
　
の

三
　
で
、
　
放
　
蕩
　
を
　
く
　
り
　
返
　
す
　
謙
　
作
　
が
'
　
「
　
全
　
く
　
別
　
の
　
人
　
間
　
」
　
に
　
な
　
り

た
　
い
　
と
　
願
　
い
　
へ
　
　
「
　
何
　
処
　
か
　
大
　
き
　
な
　
山
　
の
　
麓
　
」
　
で
　
暮
　
ら
　
す
　
自
　
身
　
の
　
姿

を
　
思
　
い
　
浮
　
べ
　
る
　
場
　
面
　
も
　
挙
　
げ
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
、
　
「
　
転
　
身
　
の
　
旅
　
」

で
　
訪
　
れ
　
た
　
尾
　
道
　
で
　
山
　
の
　
中
　
腹
　
に
　
暮
　
ら
　
し
　
へ
　
次
　
に
　
訪
　
れ
　
た
　
京
　
都
　
の
　
町

も
　
ま
　
た
　
へ
　
山
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
　
た
　
土
　
地
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅

に
　
出
　
る
　
以
　
前
　
へ
　
早
　
く
　
も
　
東
　
京
　
に
　
暮
　
ら
　
す
　
頃
　
か
　
ら
、
　
い
　
ず
　
れ
　
は
　
辿
　
り

着
　
か
　
ね
　
は
　
ば
　
な
　
ら
　
な
　
い
　
大
　
山
　
の
　
山
　
の
　
姿
　
を
、
　
夢
　
の
　
中
　
で
　
ま
　
で
　
意
　
識

し
　
て
　
い
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

序
　
詞
　
に
　
描
　
か
　
れ
　
た
　
先
　
の
　
情
　
景
　
は
'
　
淫
　
蕩
　
の
　
霊
　
の
　
夢
　
の
　
他
　
に
　
へ
　
尾

道
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
姿
　
と
　
も
　
関
　
わ
　
り
　
を
　
も
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
幼
　
い
　
謙
　
作

8

日
コ
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)(

海
　
の
　
上
　
を
'
　
千
　
切
　
れ
　
く
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
飛
　
ん
　
で
　
行
　
く
。
　
彼
　
は
　
我

な
　
が
　
ら
　
腹
　
立
　
た
　
し
　
い
　
程
　
意
　
気
　
地
　
な
　
い
　
気
　
持
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
帰
　
っ
　
て

来
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
三
　
)

こ
　
の
　
場
　
面
　
に
　
お
　
い
　
て
　
も
　
謙
　
作
　
は
、
　
夕
　
方
'
　
人
　
の
　
い
　
な
　
い
　
所
　
で
、
　
海

に
　
向
　
っ
　
て
、
　
つ
　
ま
　
り
　
自
　
然
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
て
、
　
大
　
き
　
な
　
声
　
を
　
出
　
す
。
　
し

か
　
し
、
　
幼
　
い
　
謙
　
作
　
が
　
唱
　
歌
　
を
　
歌
　
っ
　
た
　
の
　
に
　
対
　
し
、
　
尾
　
道
　
で
　
の
　
謙
　
作

に
　
は
　
歌
　
う
　
べ
　
き
　
唄
　
は
　
な
　
く
、
　
前
　
者
　
が
　
快
　
活
　
な
　
気
　
分
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
の
　
に

対
　
し
　
て
、
　
後
　
者
　
は
　
腹
　
立
　
た
　
し
　
い
　
程
　
意
　
気
　
地
　
の
　
な
　
い
　
気
　
拝
　
に
　
な
　
る
。

さ
　
ら
　
に
'
　
自
　
然
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
て
　
声
　
を
　
出
　
す
　
と
　
い
　
う
　
情
　
景
　
と
　
い
　
っ
　
た

も
　
の
　
に
、
　
次
　
に
　
挙
　
げ
　
た
'
　
謙
　
作
　
が
　
尾
　
道
　
か
　
ら
　
帰
　
京
　
す
　
る
　
汽
　
車
　
の
　
中

で
　
目
　
に
　
し
　
た
、
　
軍
　
人
　
の
　
男
　
の
　
児
　
の
　
姿
　
が
　
あ
　
る
。

二
　
人
　
は
　
そ
　
れ
　
か
　
ら
　
二
　
つ
　
の
　
窓
　
を
　
開
　
け
　
へ
　
其
一
　
つ
　
づ
　
つ
　
を
　
占

債
　
し
　
て
　
外
　
を
　
眺
　
め
　
始
　
め
　
た
。
　
外
　
に
　
は
　
烈
　
し
　
い
　
風
　
が
　
吹
　
い
　
て
　
居
・

た
。
　
男
　
の
　
児
　
は
　
殊
　
更
　
窓
　
の
　
外
　
に
　
首
　
を
　
突
　
き
　
出
　
し
、
　
大
　
声
　
で
　
唱

歌
　
を
　
唄
　
っ
　
た
　
o
　
女
　
の
　
児
　
は
　
首
　
を
　
出
　
さ
　
ず
　
に
　
そ
　
れ
　
に
　
和
　
し
　
た
。

風
　
が
　
強
　
く
、
　
声
　
は
　
さ
　
ら
　
わ
　
れ
　
た
。
　
男
　
の
　
児
　
は
　
風
　
に
　
逆
　
ら
　
っ
　
て

02
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尚
一
生
　
懸
　
命
　
に
　
唄
　
っ
　
た
。
　
そ
　
れ
　
で
　
も
　
よ
　
く
　
聴
　
え
　
な
　
い
　
と
、
　
わ

ざ
　
く
　
野
　
蛮
　
な
　
銅
　
鏡
　
声
　
を
　
張
　
上
　
げ
　
た
　
り
　
し
　
た
。
　
風
　
に
　
打
　
克
　
た

う
　
く
　
と
　
段
　
々
　
熱
　
中
　
し
　
て
　
行
　
く
、
　
其
　
処
　
に
　
子
　
供
　
な
　
が
　
ら
　
に
　
男

性
　
を
　
見
　
る
　
気
　
が
　
謙
　
作
　
に
　
は
　
し
　
た
。
彼
　
は
　
そ
　
れ
　
が
　
何
　
と
　
な
　
く
　
愉

快
　
だ
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
九
　
)

こ
　
の
　
軍
　
人
　
の
　
児
　
は
、
　
烈
　
し
　
い
　
風
　
に
　
逆
　
ら
　
っ
　
て
、
　
大
　
声
　
で
　
唱
　
歌
　
を
　
唄

い
、
　
銅
　
鏡
　
声
　
を
　
張
　
上
　
げ
　
て
　
い
　
る
。
烈
　
し
　
い
　
北
　
風
　
に
　
背
　
中
　
を
　
吹
　
き
　
つ

け
　
ら
　
れ
、
　
歌
　
う
　
べ
　
き
.
唄
　
は
　
な
　
く
　
へ
　
力
　
な
　
い
　
悲
　
し
　
気
　
な
　
声
　
し
　
か
　
出
　
せ

な
　
い
　
謙
　
作
　
と
　
は
　
対
　
照
　
的
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
情
　
景
　
に
　
つ
　
い
　
て
、
遠
　
藤
　
祐

は
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
。

「
　
男
　
性
　
」
は
　
日
　
記
　
の
　
「
　
男
　
は
　
仕
　
事
。
　
そ
　
れ
　
が
　
人
　
間
　
の
　
生
　
活
　
だ
　
」

と
　
い
　
う
　
謙
　
作
　
の
　
感
　
想
　
に
　
つ
　
な
　
が
　
る
。
　
仕
　
事
　
を
　
通
　
し
　
て
　
自
　
己
　
を

生
　
か
　
す
　
男
　
の
　
本
　
性
　
を
、
　
風
　
に
　
逆
　
ら
　
っ
　
て
　
「
銅
　
鏡
　
声
　
を
　
張
　
上
　
げ
　
」

る
　
子
　
供
　
に
　
見
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
注
　
2
7
　
)

こ
　
の
　
男
　
の
　
児
　
の
　
姿
　
と
　
対
　
照
　
的
　
な
、
　
尾
　
道
　
で
　
の
　
謙
　
作
　
の
　
姿
　
は
、
旅
　
の

目
　
的
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
仕
　
事
　
が
　
う
　
ま
　
く
　
行
　
か
　
ず
、
　
そ
　
こ
　
で
　
の
　
生
　
活
　
の
　
単
　
調

12
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さ
　
に
　
苦
　
し
　
ん
　
で
　
い
　
た
　
時
　
期
　
の
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
遠
　
藤
　
祐
　
の
　
指
　
摘
　
に
　
あ

る
　
よ
　
う
　
に
、
　
自
　
然
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
て
　
声
　
を
　
挙
　
げ
　
る
　
姿
　
に
、
　
「
　
仕
　
事
　
を
　
通

し
　
て
　
自
　
己
　
を
　
生
　
か
　
す
　
男
　
の
　
本
　
性
　
」
　
を
　
見
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
こ
　
の

「
　
本
　
性
　
」
　
と
　
は
'
　
も
　
の
　
の
　
本
　
来
　
の
　
性
　
へ
　
う
　
ま
　
れ
　
つ
　
き
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
も

の
　
で
、
　
つ
　
ま
　
り
　
は
　
「
　
自
　
然
　
」
　
と
　
言
　
い
　
か
　
え
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
よ
　
う
。

序
　
詞
　
の
　
屋
　
根
　
の
　
上
　
に
　
登
　
る
　
幼
　
い
　
謙
　
作
　
の
　
姿
　
は
'
　
自
　
身
　
の
　
内
　
に
　
あ
　
る

自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
し
　
た
、
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
の
　
姿
　
と
　
い
　
え
　
る
。
　
淫
　
蕩
　
の
　
霊

の
　
姿
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
あ
　
ら
　
わ
　
さ
　
れ
　
る
　
性
　
欲
、
　
性
　
も
　
ま
　
た
　
へ
　
自
　
然
　
の
　
そ
　
も

の
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
彼
　
ら
　
の
　
体
　
現
　
す
　
る
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
、
　
外
　
的
　
自

然
　
と
　
が
　
調
　
和
　
す
　
る
　
場
　
と
　
な
　
る
　
の
　
が
、
　
山
　
の
　
上
　
を
　
思
　
わ
　
せ
　
る
　
屋
　
根
　
の

上
　
で
　
あ
　
り
、
　
後
　
に
　
謙
　
作
　
が
　
大
　
山
　
の
　
山
　
の
　
上
　
に
　
登
　
り
、
　
自
　
然
　
と
　
1
　
体

と
　
な
　
る
　
場
　
面
　
の
　
予
　
兆
　
と
　
な
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

序
　
詞
　
以
　
後
、
　
東
　
京
　
に
　
お
　
い
　
て
　
描
　
か
　
れ
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
は
、
　
わ
　
ず
　
か

で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
の
一
　
つ
　
に
、
　
遊
　
興
　
前
　
後
　
に
　
く
　
り
　
か
　
え
　
さ
　
れ
　
る
　
雨
　
の
　
描

写
　
が
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
こ
　
れ
　
に
　
関
　
連
　
し
　
て
、
　
「
　
雨
　
後
　
の
　
曙
　
光
　
」
　
、
　
日
　
記

の
　
「
　
頭
　
の
　
上
　
に
　
は
　
直
　
ぐ
　
蒼
　
琴
　
は
　
な
　
い
　
」
　
と
　
い
　
う
　
表
　
現
、
　
放
　
蕩
　
の
　
始

22
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あ
　
る
。
　
そ
　
の
　
道
　
興
　
の
　
際
　
に
　
描
　
か
　
れ
　
る
、
　
雨
　
の
　
描
　
写
　
を
　
み
　
て
　
い
　
く
　
と
、

ま
　
ず
　
第
一
の
　
二
　
で
'
　
雨
　
が
　
降
　
り
　
始
　
め
　
た
　
た
　
め
'
　
吉
　
原
　
の
　
西
　
緑
　
へ
　
立

ち
　
寄
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
達
　
は
'
　
「
　
ひ
　
っ
　
き
　
り
　
な
　
し
　
の
　
本
　
降
　
り
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
了

っ

　

た

　

」

　

雨

　

に

　

足

　

止

　

め

　

さ

　

れ

　

へ

　

よ

　

う

　

や

　

く

　

翌

　

朝

　

に

　

な

　

っ

　

て

　

か

　

ら

　

へ

　

　

「

し
　
と
　
く
　
と
　
降
　
る
　
秋
　
雨
　
の
　
中
　
」
　
西
　
緑
　
を
　
出
　
る
。
　
第
一
の
　
四
　
で
、
　
再
　
び

西
　
緑
　
を
　
訪
　
れ
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
謙
　
作
　
は
'
　
「
　
烈
　
し
　
い
　
雨
　
」
　
に
、
　
「
　
此
　
降

り
　
の
　
中
　
を
　
も
　
行
　
く
　
と
　
云
　
ふ
　
事
　
が
、
　
相
　
手
　
に
　
は
　
ど
　
う
　
し
　
て
　
も
　
気
　
軽
　
な

事
　
と
　
は
　
解
　
れ
　
な
　
い
　
だ
　
ら
　
う
　
」
　
と
　
思
　
い
　
へ
　
　
「
　
重
　
苦
　
し
　
い
　
気
　
持
　
に
　
な
　
」

る
。
　
雨
　
が
　
上
　
が
　
れ
　
ば
'
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
晴
　
々
　
と
　
し
　
た
　
い
　
い
　
気
　
持
　
に
　
な
　
」

り
'
　
ま
　
た
　
雨
　
が
　
降
　
れ
　
ば
、
　
「
　
息
　
苦
　
し
　
い
　
気
　
持
　
」
　
に
　
な
　
る
。
　
遊
　
興
　
を

く
　
り
　
か
　
え
　
す
　
東
　
京
　
で
　
の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
雨
　
の
　
止
　
み
　
降
　
り
　
に
　
も
　
謙

作
　
の
　
快
・
不
　
快
　
の
　
気
　
持
　
が
　
呼
　
応
　
し
　
て
　
い
　
る
　
か
　
の
　
ご
　
と
　
く
　
で
　
あ
　
る
。

そ
　
う
　
い
　
っ
　
た
　
生
　
活
　
の
　
中
　
で
'
　
謙
　
作
　
は
　
か
　
つ
　
て
　
見
　
た
'
　
美
　
し
　
い
　
雨
　
後

の
　
曙
　
光
　
の
　
記
　
憶
　
を
　
よ
　
み
　
が
　
え
　
ら
　
せ
　
る
。

途
　
中
　
で
　
夜
　
が
　
明
　
け
　
て
　
来
　
た
。
　
雨
　
後
　
の
　
美
　
し
　
い
　
曙
　
光
　
が
　
東
　
か

ら
　
段
　
々
　
に
　
湧
　
き
　
上
　
が
　
っ
　
て
　
来
　
る
　
の
　
を
　
見
　
る
　
と
'
　
十
　
年
　
程
　
前
　
の
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＼

1

.

′
も

へ
　
勝
　
手
　
な
　
速
　
さ
　
で
　
歩
　
い
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
犬
　
も
　
通
　
っ
　
た
。
　
彼
　
は
　
鼻
　
先

を
　
か
　
す
　
め
　
て
　
通
　
る
　
男
　
の
　
肩
　
の
　
風
　
を
　
顔
　
に
　
受
　
け
　
な
　
が
　
ら
、
　
も
　
う

直
　
き
　
自
　
分
　
は
　
前
　
に
　
海
　
を
　
見
　
晴
　
ら
　
す
　
遠
　
い
　
静
　
か
　
な
　
処
　
へ
　
行
　
く
　
の

だ
　
と
　
患
　
っ
　
た
。
　
楽
　
し
　
み
　
で
　
も
　
あ
　
り
一
寸
　
淋
　
し
　
い
　
気
　
拝
　
も
　
し
　
た
.

(
　
第
一
　
の
　
十
　
二
　
)

謙

　

作

　

は

　

へ

　

こ

　

の

　

電

　

車

　

や

　

樺

　

や

　

自

　

動

　

車

　

へ

　

そ

　

し

　

て

　

人

　

間

　

ま

　

で

　

が

　

慌

　

た

だ
　
し
　
く
　
動
　
き
　
回
　
る
　
「
　
近
　
代
　
の
　
都
　
市
　
」
　
東
　
京
　
か
　
ら
'
　
「
　
前
　
に
　
海
　
を
　
見

晴
　
ら
　
す
　
遠
　
い
　
静
　
か
　
な
　
」
　
尾
　
道
　
へ
　
と
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
に
　
出
　
る
。

尾
　
道
　
へ
　
向
　
か
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
東
　
京
　
で
　
は
　
目
　
に
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
な
　
い

自
　
然
　
を
　
物
　
珍
　
し
　
く
　
愉
　
快
　
に
　
感
　
じ
　
へ
　
疲
　
れ
　
た
　
心
　
と
　
体
　
を
　
癒
　
す
。
　
し
　
か

し
　
そ
　
の
　
一
方
　
で
　
彼
　
は
'
　
「
　
か
　
う
　
云
　
ふ
　
見
　
馴
　
な
　
い
　
景
　
色
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
居

る
　
と
'
　
や
　
が
　
て
　
こ
　
れ
　
に
　
も
　
見
　
厭
　
き
、
　
そ
　
れ
　
が
　
い
　
い
　
景
　
色
　
だ
　
け
　
に
　
却

っ
　
て
　
苦
　
に
　
な
　
り
　
さ
　
う
　
だ
　
と
　
云
　
ふ
　
や
　
う
　
な
　
気
　
」
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
二
　
)
　
が
　
す

る
。
　
こ
　
の
　
予
　
感
　
ど
　
お
　
り
、
　
謙
　
作
　
は
　
日
　
が
　
経
　
つ
　
に
　
つ
　
れ
、
　
尾
　
道
　
の
　
自

然
　
さ
　
え
　
も
　
楽
　
し
　
め
　
な
　
く
　
な
　
り
'
　
四
　
国
　
旅
　
行
　
を
　
思
　
い
　
立
　
つ
　
が
、
　
四
　
国

の
　
自
　
然
　
も
　
彼
　
を
　
癒
　
す
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
ふ
　
た
　
た
　
び
　
東
　
京
　
へ
　
戻
　
る
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こ
　
と
　
を
　
決
　
意
　
し
、
　
尾
　
道
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
は
　
失
　
敗
　
に
　
終
　
わ
　
る
。
　
謙

作
　
は
　
尾
　
道
　
を
　
去
　
る
　
際
　
に
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
述
　
べ
　
て
　
い
　
る
。

此
　
尾
　
の
　
道
　
を
　
見
　
捨
　
て
　
て
　
行
　
く
　
事
　
は
　
何
　
と
　
な
　
く
　
嬉
　
し
　
か
　
っ
　
た
。

そ
　
れ
　
は
　
い
　
い
　
土
　
地
　
だ
　
っ
　
た
。
　
が
'
　
来
　
て
　
か
　
ら
　
の
　
総
　
て
　
が
　
苦
　
み

だ
　
っ
　
た
　
彼
　
に
　
は
　
其
　
苦
　
し
　
い
　
恩
　
ひ
　
出
　
は
'
　
ど
　
う
　
し
　
て
　
も
　
此
　
土
　
地

と
　
1
　
緒
　
に
　
な
　
ら
　
ず
　
に
　
は
　
居
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
彼
　
は
　
l
　
刻
　
も
　
早
　
く
　
此

土
　
地
　
を
　
去
　
り
　
た
　
か
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
九
　
)

謙
　
作
　
自
　
身
、
　
こ
　
の
　
地
　
を
　
「
　
い
　
い
　
土
　
地
　
だ
　
っ
　
た
　
」
　
と
　
言
　
い
、
　
ま
　
た
、

尾
　
道
　
の
　
美
　
し
　
い
　
自
　
然
　
描
　
写
　
は
　
数
　
多
　
く
　
な
　
さ
　
れ
　
て
　
い
　
る
。
　
し
　
か
　
し
　
へ

こ
　
の
　
自
　
然
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
苦
　
し
　
み
　
を
　
癒
　
す
　
こ
　
と
　
は
　
で
　
き
　
な
　
か
　
っ
　
た
。

こ
　
の
　
旅
　
が
　
失
　
敗
　
に
　
終
　
っ
　
た
　
原
　
因
　
に
、
　
謙
　
作
　
が
　
移
　
転
　
先
　
に
　
選
　
ん
　
だ
、

尾
　
道
　
と
　
い
　
う
　
土
　
地
　
の
　
問
　
題
　
が
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
、
　
自
　
ら
　
選
　
ん

だ
　
わ
　
け
　
で
　
は
　
な
　
い
　
が
、
　
兄
　
信
　
行
　
の
　
す
　
す
　
め
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、
　
移
　
転
　
先
　
を

尾
　
道
　
に
　
決
　
め
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
へ
　
尾
　
道
　
と
　
い
　
う
　
土
　
地
　
に
、
　
「
　
前
　
に
　
海
　
を

見
　
晴
　
ら
　
す
　
遠
　
い
　
静
　
か
　
な
　
処
　
」
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
自
　
然
　
を
　
期
　
待
　
し
　
て
　
い
　
た
。

し
　
か
　
し
'
　
謙
　
作
　
の
　
こ
　
の
　
期
　
待
　
に
、
　
尾
　
道
　
と
　
い
　
う
　
土
　
地
　
が
　
そ
　
わ
　
な
　
か
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(

っ
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
こ
　
の
　
間
　
題
　
に
　
関
　
し
　
て
、
　
テ

ッ
　
ド
・
グ
　
ー
　
セ
　
ン
　
は
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
述
　
べ
　
て
　
い
　
る
。

歴
　
史
　
あ
　
る
　
寺
　
院
　
が
　
た
　
ち
　
並
　
び
、
　
豊
　
か
　
な
　
文
　
化
　
遺
　
産
　
を
　
抱
　
え
　
た

尾
　
道
　
で
　
あ
　
る
　
が
、
　
こ
　
の
　
由
　
緒
　
あ
　
る
　
町
　
の
　
土
　
地
　
柄
　
は
　
神
　
聖
　
と
　
い

う
　
に
　
は
　
ほ
　
ど
　
遠
　
い
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
o
　
向
　
島
　
の
　
造
　
船
　
所
　
か
　
ら
　
は

「
　
カ
　
ー
　
ン
、
　
カ
　
ー
　
ン
　
」
　
と
　
い
　
う
　
鉄
　
槌
　
の
　
音
　
が
　
日
　
日
　
絶
　
え
　
間
　
な

く
　
響
　
い
　
て
　
く
　
る
。
　
ま
　
た
、
　
町
　
全
　
体
　
を
　
照
　
ら
　
す
　
千
　
光
　
寺
　
山
　
頂
　
の

光
　
る
　
珠
　
が
　
外
　
国
　
人
　
に
　
売
　
ら
　
れ
　
て
　
し
　
ま
　
っ
　
た
　
と
　
い
　
う
　
玉
　
の
　
岩
　
伝

説
　
は
　
こ
　
の
　
土
　
地
　
の
　
人
　
々
　
が
　
す
　
で
　
に
　
多
　
く
　
の
　
も
　
の
　
を
　
失
　
っ
　
て
　
し

ま
　
っ
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
美
　
し
　
く
　
物
　
帯
　
る
　
象
　
徴
　
的
　
な
　
逸
　
話
　
だ
　
っ
　
た
。

(

　

注

　

2

8

　

)

他
　
に
　
も
　
謙
　
作
　
の
　
期
　
待
　
を
　
裏
　
切
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
と
　
し
　
て
'
　
謙
　
作
　
が
　
尾
　
道
　
に

期
　
待
　
し
　
て
　
い
　
た
　
海
　
は
、
　
河
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
幅
　
の
　
狭
　
い
　
海
　
で
'
　
東
　
京
　
の
　
真

夜
　
中
　
の
　
町
　
を
　
想
　
像
　
さ
　
せ
　
る
　
よ
　
う
　
な
　
に
　
ぎ
　
や
　
か
　
な
　
景
　
色
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。

ま
　
た
　
鳥
　
の
　
暗
　
声
　
と
　
思
　
っ
　
て
　
聴
　
い
　
て
　
い
　
た
　
音
　
が
　
船
　
の
　
万
　
力
　
で
　
あ
　
っ
　
た

り
　
と
、
　
謙
　
作
　
の
　
期
　
待
　
は
　
こ
　
と
　
ご
　
と
　
く
　
裏
　
切
　
ら
　
れ
　
る
。
　
さ
　
ら
　
に
　
謙
　
作
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思
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
尾
　
道
　
も
　
急
　
行
　
の
　
列
　
車
　
に
　
乗
　
れ
　
ば
'
　
翌
　
朝
　
に
　
は
　
新
　
橋
　
へ

着
　
く
　
ほ
　
ど
　
の
　
距
　
離
　
で
　
あ
　
る
。
　
美
　
し
　
い
　
自
　
然
　
を
　
残
　
し
　
な
　
が
　
ら
　
も
　
へ
　
一

方
　
で
'
　
東
　
京
　
を
　
思
　
わ
　
せ
　
る
　
こ
　
の
　
地
　
で
　
は
'
　
謙
　
作
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
は
　
な

し
　
得
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。

次
　
節
　
で
　
は
'
　
東
　
京
、
　
尾
　
道
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
謙
　
作
　
を
　
取
　
り
　
囲
　
む
　
自
　
然

の
　
う
　
ち
、
　
こ
　
の
　
節
　
で
　
取
　
り
　
上
　
げ
　
な
　
か
　
っ
　
た
、
　
登
　
場
　
人
　
物
　
が
　
体
　
現
　
し

て
　
い
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
　
自
　
然
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
考
　
察
　
す
　
る
。
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第

　

二

　

節

qmi

然

を

体

覗

す

る

」
!

場

人

初

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
で
　
は
'
　
謙
　
作
　
を
　
取
　
り
　
囲
　
ん
　
で
　
い
　
る
　
風
　
景
　
や
　
情
　
景

と
　
し
　
て
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
が
'
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
展
　
開
　
に
'
　
大
　
い

に
　
関
　
係
　
し
　
て
　
い
　
る
　
が
、
　
そ
　
れ
　
ら
　
の
　
山
　
川
　
草
　
木
　
な
　
ど
　
の
、
一
般
　
的
　
な

意
　
味
　
で
　
の
　
自
　
然
　
以
　
外
　
に
　
も
'
　
動
　
物
　
や
　
人
　
間
　
の
　
姿
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
体
　
現
　
さ

れ
　
る
　
自
　
然
　
が
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
的
　
自
　
然
　
に
　
影
　
響
　
を
　
与
　
え
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
れ

は
'
　
前
　
篇
　
に
　
限
　
っ
　
て
　
言
　
う
　
と
、
　
仔
　
山
　
羊
　
や
、
　
若
　
い
　
母
　
親
　
へ
　
娼
　
婦
　
の

乳
　
房
　
な
　
ど
　
で
　
あ
　
る
。

ま
　
ず
　
始
　
め
　
に
'
　
「
　
近
　
代
　
の
　
都
　
市
　
」
　
東
　
京
　
で
'
　
身
　
近
　
に
　
自
　
然
　
を
　
感

じ
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
な
　
い
　
謙
　
作
　
に
'
　
自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
し
　
て
　
み
　
せ
　
る
　
も
　
の
　
は
'

次
　
に
　
挙
　
げ
　
た
、
　
彼
　
の
　
飼
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
仔
　
山
　
羊
　
の
　
姿
　
で
　
あ
　
る
。

仔
　
山
　
羊
　
は
　
美
　
味
　
さ
　
う
　
に
　
其
　
葉
　
を
　
食
　
っ
　
た
。
　
挟
　
む
　
や
　
う
　
に
　
下

顎
　
だ
　
け
　
を
　
横
　
に
　
動
　
か
　
し
　
て
　
居
　
る
　
と
'
　
葉
　
は
　
段
　
々
　
と
　
吸
　
ひ
　
込
　
ま

れ
　
る
　
や
　
う
　
に
　
ロ
　
へ
　
入
　
っ
　
て
　
行
　
っ
　
た
。
一
　
つ
　
の
　
薬
　
が
　
唇
　
か
　
ら
　
隠

れ
　
る
　
と
　
謙
　
作
　
は
　
又
　
次
　
の
　
葉
　
を
　
や
　
っ
　
た
。
　
仔
　
山
　
羊
　
は
　
立
　
っ
　
た
　
億

3



E
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d

の
　
姿
　
勢
　
で
　
口
　
だ
　
け
　
を
　
動
　
か
　
し
、
　
さ
　
も
　
満
　
足
　
ら
　
し
　
く
　
食
　
っ
　
て
　
ゐ

る
。
　
謙
　
作
　
は
　
そ
　
れ
　
を
　
見
　
て
　
居
　
る
　
内
　
に
　
昨
　
夜
　
来
　
自
　
分
　
か
　
ら
　
擦
　
抜

け
　
て
　
行
　
っ
　
た
　
気
　
分
　
を
　
完
　
全
　
に
　
取
　
り
　
も
　
ど
　
し
　
た
　
や
　
う
　
な
　
気
　
が
　
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
一
　
の
　
三
　
)

謙
　
作
　
は
　
遊
　
興
　
の
　
後
　
の
　
疲
　
労
　
や
　
不
　
快
　
な
　
気
　
分
　
を
、
　
こ
　
の
　
仔
　
山
　
羊
　
の
　
草

を
　
食
　
む
　
姿
　
を
　
目
　
に
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、
　
回
　
復
　
さ
　
せ
　
て
　
い
　
る
。
　
こ

の
　
よ
　
う
　
に
　
へ
　
自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
す
　
る
　
も
　
の
　
に
　
ふ
　
れ
、
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自

然
　
を
　
取
　
り
　
戻
　
す
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
行
　
為
　
は
、
　
こ
　
れ
　
以
　
後
　
の
　
謙
　
作
　
に
　
も
　
度
　
々

く
　
り
　
か
　
え
　
さ
　
れ
　
る
。
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
　
こ
　
の
　
自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
し
　
て
　
い
　
る
　
と

考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
　
こ
　
の
　
仔
　
山
　
羊
　
を
　
「
　
自
　
然
　
の
　
基
　
本
　
的
　
な
　
姿
　
」
　
で
　
あ
　
り
、

「
　
調
　
和
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
に
　
基
　
づ
　
く
　
」
　
　
「
　
動
　
的
　
な
　
生
　
の
　
姿
　
」
　
で
　
あ
　
る
　
と

し
　
て
　
い
　
る
　
(
　
注
　
2
 
9
　
)
　
。
　
こ
　
の
　
「
　
動
　
的
　
な
　
生
　
の
　
姿
　
」
　
で
　
あ
　
る
　
も
　
の
　
に

須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
　
謙
　
作
　
が
　
電
　
車
　
の
　
中
　
で
　
見
　
か
　
け
　
る
　
若
　
い
　
母
　
親
　
も
　
含
　
め
　
て

い
　
る
。
　
佐
　
伯
　
彰
一
も
　
ま
　
た
、
　
仔
　
山
　
羊
　
と
　
若
　
い
　
母
　
親
　
へ
　
そ
　
し
　
て
　
曙
　
光

や
　
娼
　
婦
　
の
　
乳
　
房
　
を
、
　
「
　
新
　
た
　
に
　
始
　
ま
　
り
、
　
生
　
み
、
　
育
　
っ
　
て
　
ゆ
　
く
　
自

然
　
の
　
有
　
機
　
的
　
な
　
け
　
ズ
　
ム
　
に
　
つ
　
な
　
が
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
点
　
」
　
で
　
あ
　
り
、
　
と
　
も

13

′
し



-
　
　
-
　
　
-
　
-
　
　
-

′
し

に

　

「

　

自

　

然

　

に

　

属

　

す

　

る

　

」

　

と

　

し

　

て

　

い

　

る

　

(

　

注

　

3

0

　

)

　

。

　

確

　

か

　

に

　

へ

　

仔

　

山

羊
　
も
　
若
　
い
　
母
　
親
　
も
　
自
　
然
　
を
　
体
　
現
　
し
、
　
こ
　
れ
　
ら
　
の
　
自
　
然
　
に
　
触
　
れ
　
る
　
こ

と
　
で
、
　
謙
　
作
　
は
　
遊
　
興
　
に
　
よ
　
る
　
疲
　
れ
　
や
　
不
　
快
　
か
　
ら
、
　
回
　
復
　
す
　
る
　
こ
　
と

が
　
で
　
き
　
る
。
　
し
　
か
　
し
、
　
仔
　
山
　
羊
　
と
　
若
　
い
　
母
　
親
　
と
　
が
、
　
体
　
現
　
す
　
る
　
自

然
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
に
　
違
　
い
　
が
　
あ
　
る
　
こ
　
と
　
に
　
注
　
意
　
し
　
た
　
い
。
　
「
　
子
　
供
　
が

長

　

ズ

　

ボ

　

ン

　

を

　

穿

　

い

　

た

　

や

　

う

　

な

　

足

　

」

　

　

(

　

第

　

1

　

の

　

三

　

)

　

を

　

し

　

て

　

い

　

る

　

仔

山
　
羊
　
は
、
　
謙
　
作
　
を
　
親
　
と
　
思
　
っ
　
て
　
慕
　
う
　
様
　
な
、
　
子
　
供
　
ら
　
し
　
い
　
仕
　
草
　
を

見
　
せ
　
る
一
方
　
で
、
　
ま
　
だ
　
生
　
え
　
て
　
い
　
な
　
い
　
角
　
で
　
子
　
犬
　
に
　
ぶ
　
つ
　
か
　
る
　
と

い
　
っ
　
た
、
　
気
　
性
　
の
　
荒
　
さ
　
を
　
み
　
せ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
仔
　
山
　
羊
　
は
　
わ
　
ず
　
か
　
二

三
　
ケ
　
月
　
の
　
間
　
に
'
　
三
　
寸
　
程
　
の
　
角
　
や
　
「
　
仔
　
細
　
ら
　
し
　
い
　
貿
　
」
　
　
(
　
第
一
の

十
　
二
　
)
　
を
　
生
　
や
　
し
'
　
体
　
臭
　
を
　
放
　
つ
　
程
　
に
　
成
　
長
　
す
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
益
　
々

気
　
性
　
が
　
荒
　
く
　
な
　
り
、
　
「
　
突
　
っ
　
か
　
か
　
る
　
も
　
の
　
が
　
な
　
い
　
と
、
　
餌
　
さ
　
画
　
を

ひ
　
つ
　
く
　
り
　
か
　
へ
　
し
　
た
　
り
、
　
棒
　
杭
　
と
　
押
　
し
　
っ
　
こ
　
し
　
た
　
り
、
一
人
　
で
　
怒
」

(
　
同
　
)
　
っ
　
た
　
り
　
す
　
る
。
　
こ
　
の
　
仔
　
山
　
羊
　
は
　
お
　
栄
　
が
　
「
　
お
　
か
　
み
　
さ
　
ん
　
を

持
　
た
　
し
　
て
　
や
　
れ
　
ば
　
い
　
い
　
の
　
か
　
し
　
ら
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
と
　
考
　
え
　
る
　
ほ
　
ど
　
に
　
成

長
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
仔
　
山
　
羊
　
が
　
二
　
三
　
ケ
　
月
　
の
　
間
　
に
　
み
　
る
　
み
　
る
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蝣
　
"
　
　
蝣
　
"
　
　
"

′
一
.
㌔

成
　
長
　
し
　
た
　
の
　
と
　
時
　
を
　
同
　
じ
　
く
　
し
　
て
、
　
謙
　
作
　
も
　
放
　
蕩
　
を
　
始
　
め
　
「
　
淫
　
蕩

な
　
悪
　
い
　
精
　
神
　
」
　
　
(
　
第
一
の
　
十
一
)
　
に
　
苦
　
し
　
む
　
よ
　
う
　
に
　
な
　
る
。
　
仔
　
山

羊
　
が
　
体
　
現
　
す
　
る
　
自
　
然
　
に
'
　
性
　
欲
　
と
　
い
　
う
　
も
　
の
　
を
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き

る
　
と
　
思
　
う
。
　
前
　
節
　
の
　
淫
　
蕩
　
の
　
霊
　
の
　
夢
　
の
　
箇
　
所
　
で
　
述
　
べ
　
た
　
が
'
　
性
　
欲

も
　
ま
　
た
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
仔
　
山
　
羊
　
が
　
成
　
長
　
し
'
　
性
　
欲
　
に
　
苦

し
　
む
　
姿
　
は
、
　
そ
　
の
　
ま
　
ま
、
　
謙
　
作
　
の
　
成
　
長
　
と
、
　
彼
　
の
　
内
　
に
　
あ
　
る
　
性
　
欲

が
、
　
彼
　
の
　
自
　
由
　
に
　
な
　
ら
　
ず
　
苦
　
し
　
む
　
姿
　
を
　
表
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
お
　
栄
　
の
、

仔
　
山
　
羊
　
に
　
お
　
か
　
み
　
さ
.
ん
　
を
　
持
　
た
　
し
　
て
　
や
　
れ
　
ば
　
と
　
い
　
う
　
言
　
葉
　
は
、
　
謙

作
　
の
　
性
　
欲
　
と
　
の
　
戦
　
い
　
の
、
　
解
　
決
　
の
　
術
　
を
　
も
　
暗
　
示
　
し
　
て
　
い
　
る
　
よ
　
う
　
に

思
　
わ
　
れ
　
る
。

そ
　
れ
　
で
　
は
、
　
仔
　
山
　
羊
　
と
　
同
　
じ
　
く
'
　
「
　
調
　
和
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
に
　
基
　
づ

く
　
」
　
　
「
　
動
　
的
　
な
　
生
　
の
　
姿
　
」
　
で
　
あ
　
る
'
　
若
　
い
　
母
　
親
　
が
　
体
　
現
　
し
　
て
　
い
　
る

自
　
然
　
と
　
は
　
ど
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
も
　
の
　
か
。
　
謙
　
作
　
は
　
電
　
車
　
の
　
中
　
で
、
　
若
　
い
　
母

親
　
の
、
　
次
　
に
　
挙
　
げ
　
た
　
行
　
為
　
を
　
目
　
に
　
す
　
る
。

女
　
の
　
人
　
は
　
連
　
れ
　
の
　
女
　
中
　
と
　
の
　
話
　
を
　
其
　
億
　
へ
　
打
　
切
　
っ
　
て
、
　
今

＼

度
　
は
　
急
　
に
　
　
-
　
　
寧
　
ろ
　
発
　
作
　
的
　
に
　
赤
　
児
　
の
　
頬
　
だ
　
の
、
　
首
　
筋
　
だ
　
の
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Q
i
O

′
t

へ
、
　
ぶ
　
ぶ
　
ぶ
　
と
　
口
　
で
　
お
　
灸
　
(
　
と
　
も
　
少
　
し
　
達
　
ふ
　
が
　
)
　
日
　
本
　
流
　
の

接
　
吻
　
を
　
無
　
闇
　
に
　
し
　
た
。
　
赤
　
児
　
は
　
く
　
す
　
ぐ
　
っ
　
た
　
さ
　
う
　
に
　
身
　
も
　
だ

え
　
を
　
し
　
て
　
笑
　
っ
　
た
。
　
女
　
の
　
人
　
は
　
美
　
し
　
い
　
襟
　
足
　
を
　
見
　
せ
、
　
丸
　
留

を
　
傾
　
け
　
て
、
　
猶
　
し
　
っ
　
つ
　
こ
　
く
　
咽
　
の
　
辺
　
り
　
に
　
も
　
そ
　
れ
　
を
　
し
　
た
。

(
　
第
一
　
の
　
六
　
)

遠
　
藤
　
祐
　
は
　
こ
　
の
　
女
　
性
　
の
　
も
　
つ
　
「
　
生
　
命
　
力
　
」
　
が
、
　
遊
　
興
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
疲

弊
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
を
　
回
　
復
　
さ
　
せ
　
た
　
と
　
同
　
時
　
に
、
　
こ
　
の
　
女
　
性
　
が
　
母
　
親
　
で
　
あ

る
　
こ
　
と
　
に
　
目
　
を
　
と
　
め
、
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
母
　
親
　
と
　
し
　
て
　
の
　
安
　
定
　
性
　
を
　
兄
　
い

だ
　
し
　
」
　
、
　
彼
　
女
　
を
　
美
　
し
　
く
　
感
　
じ
　
た
　
と
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
　
(
　
注
　
3
1
　
)
　
。

こ
　
の
　
若
　
い
　
母
　
親
　
の
　
体
　
現
　
す
　
る
　
生
　
命
　
力
　
や
、
　
母
　
親
　
と
　
し
　
て
　
の
　
安
　
定
　
性

と
　
い
　
っ
　
た
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
が
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
を
　
回
　
復
　
さ
　
せ
　
た
　
こ

と
　
は
　
確
　
か
　
だ
　
が
'
　
そ
　
れ
　
ら
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
に
　
加
　
え
　
へ
　
彼
　
女
　
が
　
妻
　
で
　
あ

る
　
と
　
い
　
う
　
こ
　
と
　
も
'
　
謙
　
作
　
を
　
惹
　
き
　
つ
　
け
　
た
　
理
　
由
　
の
一
つ
　
と
　
し
　
て
　
考

え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
若
　
い
　
母
　
親
　
の
　
行
　
為
　
を
　
目
　
に
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
「
　
若
　
い
　
父

と
、
　
母
　
と
　
の
　
甘
　
っ
　
た
　
る
　
い
　
関
　
係
　
が
'
　
無
　
意
　
識
　
に
　
赤
　
児
　
相
　
手
　
に
　
再
　
現

さ
　
れ
　
て
　
居
　
る
　
の
　
だ
　
」
　
　
(
　
第
一
の
　
六
　
)
　
と
　
思
　
い
、
　
「
　
余
　
り
　
い
　
い
　
気
-
も
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)

し

　

な

　

か

　

っ

　

た

　

」

　

　

(

　

同

　

)

　

と

　

言

　

い

　

な

　

が

　

ら

　

も

　

へ

　

彼

　

女

　

と

　

結

　

婚

　

し

　

た

　

場

合
　
を
　
想
　
像
　
し
　
幸
　
福
　
を
　
感
　
じ
　
て
　
い
　
る
。
　
遊
　
興
　
を
　
く
　
り
　
か
　
え
　
す
　
生
　
活
　
の

中
　
で
'
　
謙
　
作
　
が
　
求
　
め
　
続
　
け
　
た
　
も
　
の
　
へ
　
自
　
身
　
の
　
妻
　
と
　
な
　
り
、
　
母
　
と
　
な

っ
　
て
　
安
　
定
　
性
　
を
　
与
　
え
　
て
　
く
　
れ
　
る
　
も
　
の
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
を
、
　
こ
　
の
　
若
　
い

母
　
親
　
に
　
兄
　
い
　
だ
　
し
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
t
と
　
思
　
う
。

仔
　
山
　
羊
　
と
　
若
　
い
　
母
　
親
　
は
　
と
　
も
　
に
、
　
「
　
調
　
和
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
に
　
基
　
づ

く
　
」
　
　
「
　
動
　
的
　
な
　
生
　
の
　
姿
　
」
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
謙
　
作
　
は
'
　
そ
　
れ
　
ら
　
の
　
体
　
現

す
　
る
　
自
　
然
　
に
、
　
調
　
和
　
す
　
る
　
形
　
で
　
接
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
し
　
か
　
し
'
　
謙
　
作
　
は

自

　

然

　

に

　

対

　

し

　

常

　

に

　

調

　

和

　

的

　

に

　

接

　

し

　

て

　

い

　

る

　

わ

　

け

　

で

　

は

　

な

　

く

　

へ

　

例

　

え

ば
　
前
　
節
　
で
　
取
　
り
　
上
　
げ
　
た
'
　
尾
　
道
　
で
'
　
海
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
て
　
大
　
き
　
な
　
声
　
を

出
　
そ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
姿
　
は
'
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
'
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な

る
　
自
　
然
　
で
　
抵
　
抗
　
し
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
態
　
度
　
を
　
と
　
っ
　
て
　
い
　
た
。
　
須
　
藤
　
松
　
雄

は
　
こ
　
の
　
態
　
度
　
を
　
「
　
対
　
立
　
的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
と
　
し
、
　
『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
前

篇

　

の

　

人

　

間

　

像

　

と

　

関

　

係

　

す

　

る

　

と

　

し

　

て

　

い

　

る

　

(

　

注

　

3

2

　

)

　

。

　

こ

　

の

　

「

　

対

　

立

的
　
自
　
然
　
関
　
連
　
」
　
の
　
姿
　
勢
　
は
、
　
前
　
節
　
で
　
と
　
り
　
あ
　
げ
　
た
　
軍
　
人
　
の
　
男
　
の
　
児

や
'
　
謙
　
作
　
の
　
友
　
人
　
で
　
あ
　
る
　
龍
　
岡
　
の
　
姿
　
に
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
こ
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田
i
t
s
l

′
も

の
　
龍
　
岡
　
は
、
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
発
　
動
　
機
　
の
　
研
　
究
　
の
　
為
　
め
'
　
仏
　
蘭
　
西
　
へ
　
行
　
く

の
　
だ
　
が
、
　
彼
　
と
　
別
　
れ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
言
　
っ
　
て
　
い
　
る
。

龍
　
岡
　
と
　
別
　
れ
　
た
　
事
　
は
　
何
　
と
　
い
　
っ
　
て
　
も
　
彼
　
に
　
は
　
淋
　
し
　
い
　
事
　
だ

っ
　
た
。
　
詫
　
間
　
は
　
芸
　
術
　
に
　
は
　
門
　
外
　
漢
　
ら
　
し
　
い
　
顔
　
を
　
何
　
時
　
も
　
し
　
て

ゐ
　
た
　
が
、
　
自
　
身
　
の
　
仕
　
事
　
へ
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
製
　
作
、
　
殊
　
に
　
其
　
発
　
動
　
機

の
　
研
　
究
　
に
　
就
　
い
　
て
　
は
、
　
そ
　
し
　
て
　
そ
　
れ
　
に
　
対
　
す
　
る
　
野
　
心
　
的
　
な
　
計

画
　
を
　
話
　
す
　
時
　
な
　
ど
　
に
　
は
　
彼
　
は
　
腹
　
か
　
ら
　
の
　
熱
　
意
　
を
　
示
　
し
、
　
よ
　
く

元
　
奮
　
し
　
た
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
1
　
)

龍
　
岡
　
が
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
発
　
動
　
機
　
の
　
研
　
究
　
を
　
し
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と
　
は
、
　
謙
　
作
　
が

日
　
記
　
に
　
記
　
し
　
た
'
　
マ
　
ー
　
ス
　
と
　
い
　
う
　
飛
　
行
　
機
　
乗
　
り
　
が
　
初
　
め
　
て
　
日
　
本
　
で

飛
　
行
　
機
　
を
　
飛
　
ば
　
し
　
た
　
時
　
の
　
彼
　
の
　
感
　
動
　
と
　
無
　
関
　
係
　
で
　
は
　
あ
　
る
　
ま
　
い
。

謙
　
作
　
は
'
　
日
　
記
　
に
　
思
　
想
　
的
　
な
　
言
　
葉
　
で
　
記
　
し
　
た
、
　
人
　
間
　
に
　
絶
　
滅
　
の
　
運

命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
、
　
科
　
学
　
の
　
進
　
歩
　
と
　
い
　
っ
　
た
'
　
人
　
間
　
の
　
力

で
　
対
　
抗
　
し
　
た
　
い
　
と
　
い
　
う
　
思
　
い
　
が
　
あ
　
る
。
　
尾
　
道
　
に
　
向
　
か
　
う
　
船
　
上
　
で
'

確
　
固
　
を
　
思
　
い
　
出
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
は
　
船
　
の
　
甲
　
板
　
に
　
出
　
て
'
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
、

自
　
然
　
に
　
対
　
立
　
を
　
試
　
み
　
る
。
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E
i
i
i
a

I
p
/

か
　
う
　
前
　
に
　
目
　
に
　
し
　
た
　
へ
　
氷
　
川
　
神
　
社
　
の
　
若
　
者
　
が
　
い
　
る
。

神
　
楽
　
堂
　
の
　
裏
　
に
　
二
　
十
　
二
　
三
　
の
　
顔
　
色
　
の
　
よ
　
く
　
な
　
い
　
痩
　
せ
　
た
　
若
　
者

が
　
石
　
に
　
腰
　
か
　
け
、
　
此
　
寒
　
空
　
に
　
薄
　
よ
　
ご
　
れ
　
た
　
白
　
が
　
す
　
り
一
枚
　
で

身
　
を
　
縮
　
め
　
へ
　
物
　
怯
　
し
　
た
　
や
　
う
　
な
　
眼
　
で
　
謙
　
作
　
の
　
方
　
を
　
見
　
て
　
ゐ
　
た
。

(
　
第
一
　
の
　
十
)

こ
　
の
　
若
　
者
　
の
　
姿
　
は
'
　
謙
　
作
　
が
　
後
　
に
　
屋
　
島
　
で
　
目
　
に
　
す
　
る
、
　
新
　
太
　
と
　
い

う
　
人
　
物
　
と
　
似
　
通
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
若
　
者
　
を
　
目
　
に
　
L
　
へ
　
　
「
　
さ

う
　
い
　
ふ
　
人
　
の
　
生
　
活
　
が
　
彼
　
に
　
は
一
寸
　
見
　
当
　
が
　
つ
　
か
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
」
　
　
(
　
第

二
　
の
　
五
　
)
　
と
　
思
　
う
一
方
　
で
'
　
彼
　
に
　
「
　
何
　
と
　
か
　
云
　
つ
　
て
　
慰
　
め
　
て
　
や
　
り

た
　
い
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
と
　
思
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
れ
　
は
　
へ
　
謙
　
作
　
が
　
新
　
太
　
と
　
い
　
う

人
　
物
　
を
　
目
　
に
　
し
　
た
　
時
、
　
「
　
何
　
と
　
な
　
く
　
気
　
に
　
な
　
っ
　
た
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
の
　
と

同
　
じ
　
く
、
　
若
　
者
　
が
　
自
　
分
　
と
　
は
　
無
　
関
　
係
　
で
　
は
　
な
　
い
　
と
　
感
　
じ
　
た
　
か
　
ら
　
で

は
　
な
　
い
　
だ
　
ろ
　
う
　
か
。
　
屋
　
島
　
で
　
も
　
自
　
分
　
自
　
身
　
と
　
新
　
太
　
と
　
が
　
無
　
関
　
係
　
で

は
　
な
　
い
　
と
　
感
　
じ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
彼
　
の
　
身
　
の
　
上
　
に
　
自
　
分
　
の
　
身
　
の
　
上
　
を
　
重

ね
　
て
、
　
深
　
い
　
孤
　
独
　
を
　
味
　
わ
　
う
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
は
'
　
自
　
分
　
の
　
孤
　
独
　
を

癒
　
し
　
て
　
く
　
れ
　
る
　
唯
一
の
　
人
　
物
　
と
　
し
　
て
、
　
お
　
栄
　
を
　
思
　
い
　
へ
　
彼
　
女
　
と
　
の
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結
　
婚
　
を
　
考
　
え
　
る
。
　
し
　
か
　
し
　
そ
　
れ
　
が
　
不
　
可
　
能
　
と
　
な
　
る
　
と
'
　
謙
　
作
　
は
　
次

の
　
よ
　
う
　
な
　
女
　
性
　
を
　
求
　
め
　
る
。

今

　

ま

　

で

　

呼

　

吸

　

し

　

て

　

ゐ

　

た

　

と

　

は

　

全

　

く

　

別

　

の

　

世

　

界

　

へ

　

何

　

処

　

か

　

大

　

き

な

　

山

　

の

　

麓

　

の

　

百

　

姓

　

の

　

仲

　

間

　

へ

　

何

　

も

　

知

　

ら

　

な

　

い

　

百

　

姓

　

へ

　

し

　

か

　

も

自
　
分
　
が
　
そ
　
の
　
仲
　
間
　
は
　
づ
　
れ
　
な
　
ら
一
層
　
い
　
い
。
　
其
　
処
　
で
　
或
　
る
　
平

凡
　
な
　
醜
　
い
、
　
そ
　
し
　
て
　
忠
　
実
　
な
　
あ
　
ば
　
た
　
の
　
あ
　
る
　
女
　
を
　
妻
　
と
　
し
　
て

暮
　
ら
　
す
'
　
如
　
何
　
に
　
安
　
気
　
な
　
事
　
か
'
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
十
　
四
　
)

し
　
か
　
し
'
　
こ
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
女
　
性
　
を
　
放
　
蕩
　
の
　
生
　
活
　
の
　
中
　
で
　
見
　
つ
　
け
　
る
　
こ

と
　
は
　
で
　
き
　
ず
'
　
彼
　
は
　
自
　
分
一
人
　
き
　
り
　
の
'
　
理
　
想
　
的
　
な
　
境
　
地
　
と
　
い
　
っ

た
　
も
　
の
　
を
'
　
寒
　
山
　
詩
　
か
　
何
　
か
　
に
　
あ
　
る
　
と
　
信
　
行
　
か
　
ら
　
聞
　
い
　
た
'
　
「
　
松

が
　
叫
　
び
　
へ
　
草
　
が
　
暗
　
い
　
て
　
ゐ
　
る
　
高
　
原
　
の
　
薄
　
暮
　
を
一
人
　
へ
　
す
　
う
　
っ
　
と
　
進

ん
　
で
　
行
　
く
、
　
さ
　
う
　
あ
　
り
　
た
　
か
　
っ
　
た
　
」
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
十
　
四
　
)
　
と
　
い
　
っ
　
た

人

　

物

　

に

　

見

　

る

　

よ

　

う

　

に

　

な

　

る

　

の

　

で

　

あ

　

る

　

o



第
　
三
　
節

東

京

尾

道

v-h

作

内

自

然

『
　
暗
　
夜
　
行
　
路
　
』
　
終
　
末
　
の
　
大
　
山
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
て
'
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自

然
　
が
'
　
ど
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
変
　
化
　
し
　
て
　
い
　
く
　
の
　
か
　
知
　
る
　
た
　
め
　
に
　
は
、
　
「
　
転

身
　
」
　
の
　
旅
　
へ
　
と
　
旅
　
立
　
つ
　
以
　
前
　
の
、
　
東
　
京
　
に
　
お
　
け
　
る
、
　
彼
　
の
　
内
　
な
　
る

自
　
然
　
を
　
捉
　
え
　
て
　
お
　
か
　
な
　
け
　
れ
　
ば
　
な
　
ら
　
な
　
い
。
　
東
　
京
　
に
　
お
　
け
　
る
　
謙
　
作

の
　
自
　
然
　
観
　
を
　
知
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
　
も
　
の
　
に
'
　
彼
　
が
　
記
　
し
　
た
　
日
　
記
　
の

言
　
葉
　
が
　
あ
　
る
。
　
ま
　
ず
　
謙
　
作
　
は
、
　
日
　
記
　
の
　
冒
　
頭
　
近
　
く
　
で
'
　
現
　
在
　
の
　
心

境
　
を
　
「
　
軒
　
燈
　
の
　
灯
　
」
　
と
　
い
　
う
　
喰
　
え
　
で
　
表
　
現
　
し
　
て
　
い
　
る
。

自
　
分
　
に
　
は
　
何
　
物
　
を
　
も
　
焼
　
き
　
つ
　
く
　
さ
　
う
　
と
　
云
　
ふ
　
欲
　
望
　
が
　
あ
　
る
。

こ
　
れ
　
は
　
ど
　
う
　
す
　
れ
　
ば
　
よ
　
い
　
か
。
　
(
　
中
　
略
　
)
　
嵐
　
来
　
い
。
　
そ
　
し
　
て

擦
　
硝
　
子
　
を
　
打
　
破
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
。
　
そ
　
し
　
て
　
油
　
壷
　
を
　
乾
　
い
　
た
　
板
　
庇
　
に

吹
　
き
　
上
　
げ
　
て
　
呉
　
れ
。
　
自
　
分
　
は
　
初
　
め
　
て
、
　
火
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
燃
　
え
　
立

つ
。
　
そ
　
ん
　
な
　
事
　
で
　
も
　
な
　
け
　
れ
　
ば
'
　
自
　
分
　
は
　
生
　
涯
　
へ
　
擦
　
硝
　
子
　
の

中
　
の
　
灯
　
り
　
で
　
ゐ
　
る
　
よ
　
り
　
仕
　
方
　
な
　
い
.
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
1
　
の
　
九
　
)

謙
　
作
　
は
'
　
内
　
に
　
「
　
何
　
物
　
を
　
も
　
焼
　
き
　
つ
　
く
　
さ
　
う
　
」
　
と
　
す
　
る
　
欲
　
望
　
を
　
抱



/
.
I

き
　
苦
　
し
　
ん
　
で
　
い
　
る
。
　
そ
　
の
　
欲
　
望
　
を
　
閉
　
じ
　
こ
　
め
　
て
　
い
　
る
　
擦
　
硝
　
子
　
を
、

「
　
嵐
　
」
　
が
　
訪
　
れ
　
へ
　
打
　
ち
　
破
　
っ
　
て
　
く
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
を
　
期
　
待
　
し
　
て
　
い
　
る
。

謙

　

作

　

の

　

こ

　

の

　

欲

　

望

　

と

　

は

　

何

　

か

　

へ

　

そ

　

れ

　

を

　

閉

　

じ

　

こ

　

め

　

て

　

い

　

る

　

擦

　

硝

　

子

と
　
は
　
何
　
か
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
は
、
　
後
　
に
　
続
　
く
　
言
　
葉
　
が
　
語
　
っ
　
て
　
い
　
る
。

-
　
　
人
　
類
　
の
　
運
　
命
　
が
　
地
　
球
　
の
　
運
　
命
　
に
　
吃
　
度
　
殉
　
死
　
す
　
る
　
も
　
の

と
　
は
　
か
　
ぎ
　
ら
　
な
　
い
。
他
　
の
　
動
　
物
　
は
　
知
　
ら
　
な
　
い
。
然
　
し
　
人
　
類
　
だ
　
け

は
　
其
　
輿
　
へ
　
ら
　
れ
　
た
　
運
　
命
　
に
　
反
　
抗
　
し
　
や
　
う
　
と
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
。
　
男
　
の

仕
　
事
　
に
　
対
　
す
　
る
'
　
あ
　
く
　
事
　
な
　
き
　
本
　
能
　
的
　
な
　
欲
　
望
　
の
　
奥
　
に
　
は
　
必

ず
　
此
　
盲
　
目
　
的
　
な
　
意
　
志
　
が
　
あ
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
一
の
　
九
　
)

謙
　
作
　
の
　
欲
　
望
　
と
　
は
、
　
「
　
女
　
は
　
生
　
む
　
事
　
へ
　
男
　
は
　
仕
　
事
。
　
そ
　
れ
　
が
　
人
　
間

の
　
生
　
活
　
だ
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
と
　
後
　
に
　
も
　
記
　
さ
　
れ
　
る
　
「
　
仕
　
事
　
に
　
対
　
す
　
る
　
あ
　
く

事
　
な
　
き
　
本
　
能
　
的
　
な
　
欲
　
望
　
」
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
欲
　
望
　
を
　
閉

じ
　
こ
　
め
　
て
　
い
　
る
　
擦
　
硝
　
子
　
と
　
は
'
　
人
　
類
　
に
　
絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
地

球
　
の
　
運
　
命
　
へ
　
い
　
い
　
か
　
え
　
れ
　
ば
'
　
人
　
間
　
に
　
生
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
一
方
　
で
、

死
　
を
　
も
　
与
　
え
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
が
　
自
　
身
　
の
　
仕
　
事
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、

人

　

類

　

の

　

絶

　

滅

　

の

　

運

　

命

　

へ

　

そ

　

れ

　

を

　

与

　

え

　

る

　

自

　

然

　

に

　

対

　

立

　

し

　

よ

　

う

　

と

　

す
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・

.
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謙
　
作
　
は
　
尾
　
道
　
に
　
滞
　
在
　
し
　
て
　
い
　
る
　
間
　
に
'
　
四
　
国
　
旅
　
行
　
を
　
行
　
な
　
っ
　
て

い
　
る
　
が
　
へ
　
そ
　
の
　
四
　
国
　
へ
　
向
　
か
　
う
　
途
　
中
　
の
　
船
　
上
　
へ
　
第
　
二
　
の
　
四
　
で
、
　
象

頭
　
山
　
を
　
眺
　
め
　
な
　
が
　
ら
　
へ
　
　
「
　
大
　
地
　
へ
　
埋
　
ま
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
大
　
き
　
な
　
象
　
が
'

全
　
身
　
で
　
立
　
ち
　
上
　
っ
　
た
　
場
　
合
　
を
　
空
　
想
　
」
　
す
　
る
。
　
東
　
京
　
で
　
記
　
さ
　
れ
　
た
　
日

記
　
で
　
は
'
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
'
　
科
　
学
　
の
　
発
　
達
　
と
　
い
　
う
　
人
　
間
　
の
　
意
　
志
　
で
　
抵

抗
　
す
　
る
　
姿
　
勢
　
を
　
謙
　
作
　
は
　
支
　
持
　
し
　
て
　
い
　
た
　
o
 
L
　
か
　
し
　
こ
　
こ
　
で
　
は
、
　
大

砲
　
や
　
地
　
雷
、
　
毒
　
瓦
　
斯
　
や
　
飛
　
行
　
機
　
へ
　
飛
　
行
　
船
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
「
　
あ
　
ら
　
ゆ
　
る

大
　
智
　
を
　
つ
　
く
　
し
　
た
　
武
.
器
　
」
　
を
　
用
　
い
、
一
　
つ
　
の
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
　
巨
　
象
　
を

倒
　
そ
　
う
　
と
　
「
　
世
　
界
　
中
　
の
　
軍
　
人
、
　
政
　
治
　
家
、
　
学
　
者
　
が
　
知
　
恵
　
を
　
し
　
ぼ
　
る
」

姿
　
を
'
　
「
　
魂
　
計
　
を
　
弄
　
」
　
し
　
て
　
い
　
る
　
と
　
い
　
う
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
は
、
　
「

自
　
分
　
が
　
其
　
象
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
」
　
へ
　
　
「
　
人
　
間
　
と
　
の
　
戦
　
争
　
」
　
す
　
る
　
姿
　
を
　
空
　
想

し
　
て
　
興
　
奮
　
す
　
る
。
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
尾
　
道
　
を
　
訪
　
れ
　
る
　
前
　
と
　
も
　
そ
　
の

後
　
と
　
で
　
は
'
　
謙
　
作
　
の
　
自
　
然
　
に
　
対
　
す
　
る
　
関
　
わ
　
り
　
方
　
が
、
　
こ
　
れ
　
ほ
　
ど
　
ま

で
　
に
　
も
　
変
　
化
　
し
　
て
　
い
　
る
　
点
　
に
　
注
　
目
　
し
　
た
　
い
。
　
尾
　
道
　
へ
　
の
　
「
転
　
身
　
」
　
の

旅
　
は
、
一
人
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
仕
　
事
　
を
　
成
　
し
　
遂
　
げ
　
る
　
と
　
い
　
う
　
目
　
的
　
は
　
果
　
た

さ
　
れ
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
が
'
　
謙
　
作
　
の
　
対
　
自
　
然
　
観
　
を
　
お
　
お
　
い
　
に
　
変
　
化
　
さ
　
せ
　
て

3

4



＼
-
I

′
も

い
　
る
。
　
そ
　
れ
　
は
　
謙
　
作
　
の
、
　
尾
　
道
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
　
た
　
孤
　
独
　
な

生
　
活
　
が
　
彼
　
を
　
変
　
化
　
さ
　
せ
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
四
　
国

旅
　
行
　
か
　
ら
　
帰
　
っ
　
た
　
後
　
へ
　
自
　
身
　
の
　
出
　
生
　
の
　
秘
　
密
　
を
　
知
　
り
　
へ
　
孤
　
独
　
の
　
極

限
　
ま
　
で
　
陥
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
自
　
然
　
に
　
対
　
す
　
る
　
態
　
度
　
を
、
　
さ
　
ら
　
に
　
変
　
移

さ
　
せ
　
て
　
い
　
る
。

謙
　
作
　
は
、
　
自
　
身
　
が
　
生
　
れ
　
な
　
が
　
ら
　
に
　
し
　
て
　
「
　
罪
　
の
　
子
　
」
　
　
(
　
第
　
二
　
の

七

　

)

　

で

　

あ

　

る

　

と

　

考

　

え

　

へ

　

そ

　

う

　

い

　

う

　

気

　

分

　

に

　

ひ

　

き

　

こ

　

ま

　

れ

　

そ

　

う

　

に

　

な

っ
　
た
　
時
　
へ
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
手
　
段
　
で
　
気
　
分
　
を
　
引
　
き
　
戻
　
そ
　
う
　
と
　
す
　
る
。

彼
　
は
　
広
　
い
　
　
-
　
　
世
　
界
　
を
　
想
　
ひ
　
浮
　
べ
　
た
.
　
地
　
球
　
へ
　
そ
　
れ
　
か
　
ら
、

星
、
　
(
　
生
　
憎
　
曇
　
っ
　
て
　
ゐ
　
て
'
　
星
　
は
　
見
　
え
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
が
　
)
　
宇
　
宙
へ

さ
　
う
　
想
　
ひ
　
広
　
め
　
て
　
行
　
っ
　
て
'
　
更
　
に
　
そ
　
の
　
一
　
元
　
子
　
程
　
も
　
な
　
い
　
自

身
　
へ
　
想
　
ひ
　
返
　
す
。
　
す
　
る
　
と
　
今
　
ま
　
で
　
頭
一
杯
　
に
　
広
　
が
　
っ
　
て
　
ゐ
　
た

暗
　
い
　
惨
　
め
　
な
　
彼
　
だ
　
け
　
の
　
世
　
界
　
が
　
急
　
に
　
芥
　
子
　
粒
　
程
　
の
　
も
　
の
　
に
　
な

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
七
　
)

こ
　
こ
　
で
　
謙
　
作
　
は
'
　
広
　
大
　
な
　
自
　
然
　
に
　
身
　
を
　
委
　
ね
　
て
　
い
　
る
。
　
自
　
身
　
の
　
内

な
　
る
　
自
　
然
　
を
'
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
委
　
ね
　
て
　
い
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
こ
　
の
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広
　
大
　
な
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
　
て
'
　
自
　
身
　
の
　
存
　
在
　
を
　
「
　
そ
　
の
一
元
　
子
　
程
　
も
　
な

い
　
」
　
　
「
　
芥
　
子
　
粒
　
程
　
の
　
も
　
の
　
」
　
と
　
考
　
え
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
れ
　
は
　
へ
　
先
　
の
　
巨

象
　
の
　
空
　
想
　
で
'
　
自
　
身
　
を
　
拡
　
大
　
し
　
て
'
　
広
　
大
　
な
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
に
　
考

え
　
て
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
の
　
態
　
度
　
と
　
対
　
照
　
的
　
で
　
あ
　
る
。
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然

を
'
　
広
　
大
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
　
て
　
「
　
芥
　
子
　
粒
　
程
　
」
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
い
　
う

こ
　
と
　
を
　
発
　
見
　
す
　
る
　
に
　
至
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
の
　
こ
　
の
　
変
　
化
　
は
、
　
深
　
い
　
孤
　
独
　
の

な
　
か
　
に
　
あ
　
る
　
彼
　
に
　
幸
　
運
　
を
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
。
　
そ
　
れ
　
は
、
　
こ
　
の
　
後
　
に
　
続

く
　
第
　
二
　
の
　
七
　
で
'
　
謙
.
作
　
が
　
牡
　
蝿
　
の
　
中
　
に
　
真
　
珠
　
を
　
発
　
見
　
す
　
る
　
場
　
面
　
に

見
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
出
　
生
　
の
　
秘
　
密
　
を
　
知
　
り
、
　
尾
　
道
　
生
　
活
　
で
　
の
　
孤

独
　
が
　
よ
　
り
一
層
　
深
　
ま
　
っ
　
た
　
頃
、
　
謙
　
作
　
は
　
口
　
に
　
し
　
た
　
牡
　
蛸
　
の
　
中
　
に
　
「

目
　
高
　
の
　
眼
　
程
　
の
　
小
　
さ
　
い
　
真
　
珠
　
」
　
を
　
発
　
見
　
す
　
る
。
　
こ
　
の
　
発
　
見
　
に
　
謙
　
作

は
'
　
「
　
何
　
か
　
し
　
ら
　
幸
　
運
　
ら
　
し
　
い
　
気
　
持
　
」
　
を
　
感
　
じ
　
る
。
　
テ
　
ッ
　
ド
・
グ

ー
　
セ
　
ン
　
は
　
こ
　
の
　
真
　
珠
　
の
　
目
　
高
　
の
　
眼
　
ほ
　
ど
　
の
　
大
　
き
　
さ
　
と
　
へ
　
　
「
　
芥
　
子
　
粒

程
　
」
　
と
　
考
　
え
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
存
　
在
　
意
　
識
　
の
　
大
　
き
　
さ
　
と
　
が
、
　
同
　
じ
　
く
　
ら
　
い

の
　
大
　
き
　
さ
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
指
　
摘
　
し
、
　
さ
　
ら
　
に
　
こ
　
の
　
真
　
珠
　
は
'
　
「
　
異
　
物
　
の

侵

　

入

　

に

　

よ

　

る

　

創

　

傷

　

と

　

い

　

う

　

苦

　

痛

　

に

　

満

　

ち

　

た

　

起

　

源

　

を

　

も

　

つ

　

に

　

も

　

か

　

か
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n
U
n
n
u

′
t

わ
　
ら
　
ず
'
　
完
　
壁
　
な
　
美
　
を
　
体
　
現
　
す
　
る
　
可
　
能
　
性
　
を
　
秘
　
め
　
た
　
も
　
の
　
」
　
で
　
あ

る

　

と

　

指

　

摘

　

し

　

て

　

い

　

る

　

(

　

注

　

3

3

　

)

　

。

　

真

　

珠

　

が

　

外

　

か

　

ら

　

の

　

異

　

物

　

を

　

取

　

り

入
　
れ
、
　
完
　
壁
　
な
　
美
　
を
　
体
　
現
　
す
　
る
　
よ
　
う
　
に
'
　
謙
　
作
　
も
　
ま
　
た
、
　
外
　
か
　
ら

の
　
自
　
然
　
を
　
内
　
に
　
取
　
り
　
入
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
で
'
　
幸
　
運
　
を
　
感
　
じ
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で

き

　

る

　

の

　

で

　

あ

　

る

　

O

尾
　
道
　
へ
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
へ
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
身
　
を
　
委
　
ね
へ

自
　
身
　
の
　
「
　
芥
　
子
　
粒
　
程
　
」
　
の
　
内
　
的
　
自
　
然
　
を
　
発
　
見
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
で
　
あ
　
っ
　
た

が
、
　
尾
　
道
　
を
　
去
　
り
、
　
「
　
近
　
代
　
の
　
都
　
市
　
」
　
東
　
京
　
へ
　
戻
　
っ
　
た
　
彼
　
は
、
　
再

び
　
外
　
的
　
自
　
然
　
か
　
ら
　
遠
　
ざ
　
か
　
っ
　
て
　
し
　
ま
　
う
。
　
以
　
前
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
生
　
活
　
に

行
　
き
　
詰
　
ま
　
り
　
を
　
感
　
じ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
新
　
し
　
い
　
家
　
を
　
探
　
し
　
て
　
「
　
移
　
転
　
」

(
　
第
　
二
　
の
　
十
一
)
　
を
　
試
　
み
　
へ
　
仕
　
事
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
自
　
ら
　
を
　
立
　
て
　
直
　
そ
　
う

と
　
す
　
る
　
の
　
だ
　
が
'
　
彼
　
の
　
行
　
き
　
詰
　
ま
　
り
　
は
　
打
　
開
　
さ
　
れ
　
な
　
い
。
　
結
　
局
　
謙

作
　
は
　
娼
　
婦
　
の
　
も
　
と
　
へ
　
と
　
舞
　
い
　
戻
　
っ
　
て
　
し
　
ま
　
う
。
　
外
　
的
　
自
　
然
　
か
　
ら
　
遠

ざ
　
か
　
り
'
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
も
　
失
　
わ
　
れ
　
つ
　
つ
　
あ
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
目
　
に

は
'
　
生
　
命
　
を
　
も
　
つ
　
人
　
間
　
の
　
顔
　
が
、
　
写
　
楽
　
の
　
絵
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
グ
　
ロ
　
テ
　
ス

ク

　

に

　

見

　

え

　

へ

　

自

　

分

　

自

　

身

　

の

　

生

　

命

　

に

　

さ

　

え

　

も

　

不

　

信

　

を

　

感

　

じ

　

る

　

よ

　

う

　

に
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l
ノ

n

は

蝣

蝣

Q

な
　
っ
　
て
　
し
　
ま
　
う
。
　
そ
　
れ
　
程
　
ま
　
で
　
に
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
が
　
失
　
わ
　
れ
　
つ
　
つ
　
あ

っ
　
た
　
と
　
き
　
に
、
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
空
　
虚
　
を
　
満
　
た
　
し
　
て
　
呉
　
れ
　
る
'
　
何
　
か
　
し
　
ら

唯
一
の
　
貴
　
重
　
な
　
物
、
　
そ
　
の
　
象
　
徴
　
」
　
と
　
し
　
て
'
　
次
　
の
　
娼
　
婦
　
の
　
乳
　
房
　
を

発
　
見
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

彼
　
は
　
然
　
し
、
　
女
　
の
　
ふ
　
っ
　
く
　
ら
　
と
　
し
　
た
　
重
　
味
　
の
　
あ
　
る
　
乳
　
房
　
を

柔
　
か
　
く
　
握
　
っ
　
て
　
見
　
て
、
　
云
　
ひ
　
や
　
う
　
の
　
な
　
い
　
快
　
感
　
を
　
感
　
じ
　
た
。

そ

　

れ

　

は

　

何

　

か

　

値

　

う

　

ち

　

の

　

あ

　

る

　

も

　

の

　

に

　

触

　

れ

　

て

　

ゐ

　

る

　

感

　

じ

　

だ

　

っ

た
。
　
軽
　
く
　
揺
　
す
_
る
　
と
'
　
気
　
拝
　
の
　
い
　
い
　
重
　
さ
　
が
　
掌
　
に
　
感
　
じ
　
ら
　
れ

る
。
そ
　
れ
　
を
　
何
　
と
　
云
　
ひ
　
現
　
は
　
し
　
て
　
い
　
い
　
か
　
分
　
か
　
ら
　
な
　
か
　
っ
　
た
。

「
　
豊
　
年
　
だ
　
!
　
豊
　
年
　
だ
　
-
　
」
　
と
　
云
　
つ
　
た
。
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
十
　
四
　
)

遠
　
藤
　
祐
　
は
　
こ
　
の
　
乳
　
房
　
を
　
謙
　
作
　
が
　
求
　
め
　
続
　
け
　
た
　
「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の

に
　
し
　
て
、
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
　
(
　
注
　
　
　
　
　
　
こ

の
　
乳
　
房
　
の
　
発
　
見
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
　
性
　
欲
　
が

求
　
め
　
続
　
け
　
た
　
「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
が
'
　
同
　
じ
　
く
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で

あ

　

る

　

生

　

命

　

の

　

根

　

拠

　

と

　

も

　

い

　

え

　

る

　

「

　

母

　

性

　

的

　

な

　

る

　

も

　

の

　

」

　

と

　

結

　

び

　

つ

き
　
へ
　
失
　
わ
　
れ
　
つ
　
つ
　
あ
　
っ
　
た
　
彼
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
が
、
　
再
　
び
　
彼
　
の
　
な
　
か
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に
　
よ
　
み
　
が
　
え
　
っ
　
て
　
き
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

東
　
京
　
に
　
お
　
い
　
て
、
　
仔
　
山
　
羊
　
や
　
若
　
い
　
母
　
親
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
体
　
現
　
さ
　
れ
　
て

い
.
た
、
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
は
、
尾
　
道
　
へ
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
の

外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
の
　
調
　
和
　
的
　
な
　
接
　
触
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
発
　
見
　
さ
　
れ
　
た
。
謙
　
作
　
の

内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
、
　
性
　
と
　
生
　
の
　
欲
　
求
　
を
　
満
　
た
　
す
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
、

「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
の
　
結
　
び
　
つ
　
き

を
、
　
謙
　
作
　
は
　
乳
　
房
　
に
　
み
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。
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第
　
二
　
章

慕

都

自

然

の

関

作

像
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第

　

1

　

節

京

都

外

的

自

然

i
i
i
i
'
-
1

作

関

05

第
　
二
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
'
　
謙
　
作
　
が
　
訪
　
れ
　
た
　
京
　
都
　
と
　
い
　
う
　
土
　
地

は
'
　
彼
　
が
　
生
　
ま
　
れ
　
育
　
っ
　
た
　
東
　
京
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
西
　
洋
　
化
、
　
近
　
代
　
化
　
に

向
　
け
　
へ
　
め
　
ま
　
ぐ
　
る
　
し
　
く
　
発
　
展
　
す
　
る
　
都
　
市
　
と
　
は
'
　
趣
　
を
　
異
　
に
　
し
　
た
、

東
　
洋
　
的
　
な
　
伝
　
統
　
を
　
伝
　
え
、
　
山
　
々
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
　
た
　
自
　
然
　
と
　
密
　
着
　
し
　
た
　
生

活
　
の
　
あ
　
る
　
都
　
市
　
で
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
、
　
謙
　
作
　
が
　
最
　
初
　
の
　
「
転
　
身
　
」
の
　
旅
　
で



ー

　

ノ

訪
　
れ
　
た
　
尾
　
道
　
の
　
様
　
な
、
　
美
　
し
　
い
　
自
　
然
　
を
　
残
　
し
　
な
　
が
　
ら
　
も
　
へ
　
そ
　
の
　
反

面
　
で
、
　
汽
　
車
　
や
　
船
　
が
　
行
　
き
　
交
　
い
、
　
様
　
々
　
な
　
人
　
間
　
が
　
訪
　
れ
　
る
　
賑
　
や
　
か

な
　
衝
　
で
　
も
　
な
　
い
。
　
尾
　
道
　
の
　
風
　
景
　
は
、
　
時
　
と
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
に
　
東
　
京
　
を
　
妨

沸
　
さ
　
せ
'
　
彼
　
の
　
孤
　
独
　
を
　
よ
　
り
　
深
　
め
　
て
　
し
　
ま
　
っ
　
た
　
が
、
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い

て
　
謙
　
作
　
は
　
東
　
京
　
の
　
幻
　
影
　
を
　
見
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
く
、
　
京
　
都
　
の
　
土
　
地
、
　
京

都
　
の
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
を
　
楽
　
し
　
む
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
京
　
都
　
に
　
訪
　
れ
　
て
　
す
　
ぐ
　
に
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
括
　
っ
　
て
　
い
　
る
.

古
　
い
　
土
　
地
、
　
古
　
い
　
寺
、
　
古
　
い
　
美
　
術
、
　
そ
　
れ
　
ら
　
に
　
接
　
す
　
る
　
事

が
、
　
知
　
ら
　
ず
　
彼
　
を
　
其
　
時
　
代
　
ま
　
で
　
連
　
れ
　
て
　
行
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
　
た
。
　
し

か
　
も
　
そ
　
れ
　
ら
　
の
　
刺
　
激
　
が
　
今
　
ま
　
で
　
の
　
そ
　
れ
　
と
　
全
　
く
　
異
　
な
　
っ
　
て
　
ゐ

た
。
　
そ
　
れ
　
が
　
現
　
在
　
の
　
彼
　
に
　
は
　
如
　
何
　
に
　
よ
　
か
　
っ
　
た
　
か
。
　
そ
　
し
　
て

如
　
何
　
に
　
よ
　
き
　
逃
　
場
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
か
。
　
然
　
し
　
彼
　
は
　
単
　
に
　
逃
　
場
　
と
　
し

て

　

で

　

な

　

く

　

へ

　

こ

　

れ

　

ま

　

で

　

さ

　

う

　

い

　

ふ

　

物

　

に

　

触

　

れ

　

る

　

機

　

会

　

の

　

比

　

較

的
　
少
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
自
　
分
　
と
　
し
　
て
、
　
積
　
極
　
的
　
な
　
意
　
味
　
か
　
ら
　
も
　
此
　
土

地
　
に
　
兎
　
も
　
角
　
も
　
暫
　
く
　
落
　
ち
　
つ
　
く
　
事
　
は
　
悪
　
く
　
な
　
い
　
事
　
だ
　
と
　
考
　
へ

た
　
の
　
で
　
あ
　
る
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
第
　
三
　
の
　
l
　
)

15

′
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l
ノ

′

も

、

こ
　
の
　
「
　
古
　
い
　
土
　
地
、
　
古
　
い
　
寺
　
へ
　
古
　
い
　
美
　
術
　
」
　
が
、
　
謙
　
作
　
の
　
京
　
都
　
で

の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
　
重
　
要
　
な
　
役
　
割
　
を
　
も
　
つ
　
こ
　
と
　
は
　
明
　
ら
　
か
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
京
　
都
　
に
　
着
　
い
　
た
　
当
　
初
　
へ
　
宿
　
か
　
ら
　
出
　
掛
　
け
　
て
　
も
　
寺
　
廻
　
り
　
ば
　
か

り
　
を
　
し
、
　
貸
　
家
　
は
一
軒
　
も
　
見
　
ず
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
日
　
々
　
を
　
送
　
っ
　
て
　
い
　
る
。

そ
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
生
　
活
　
の
　
中
　
で
、
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
鳥
　
毛
　
立
　
居
　
風
　
の
　
美
　
人
　
」
　
　
(

第
　
三
　
の
　
四
　
)
　
の
　
直
　
子
　
を
　
発
　
見
　
す
　
る
。
　
直
　
子
　
を
　
発
　
見
　
し
　
た
　
後
、
　
落
　
ち

着
　
か
　
な
　
い
　
気
　
持
　
ち
　
で
　
博
　
物
　
館
　
に
　
入
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
日
　
頃
　
か
　
ら
　
親
　
し

み
　
の
　
あ
　
る
　
「
　
如
　
拙
　
の
　
瓢
　
箪
　
鮎
　
魚
　
図
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
二
　
)
　
を
　
目
　
に
　
し
　
て

落
　
ち
　
着
　
き
　
を
　
取
　
り
　
戻
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
へ
　
古
　
美
　
術
　
に
　
ふ
　
れ

る
　
こ
　
と
　
で
、
　
謙
　
作
　
が
　
気
　
持
　
ち
　
を
　
取
　
り
　
戻
　
す
　
と
　
い
　
う
　
場
　
面
　
は
、
　
第
　
三

に
　
お
　
い
　
て
　
度
　
々
　
描
　
か
　
れ
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
の
　
例
　
を
　
挙
　
げ
　
れ
　
ば
、
　
お
　
栄
　
の

従
　
妹
　
の
　
お
　
才
　
に
　
不
　
快
　
な
　
印
　
象
　
を
　
抱
　
き
、
　
彼
　
女
　
と
　
の
　
談
　
帯
　
に
　
疲
　
れ
　
た

謙
　
作
　
は
　
「
　
東
　
洋
　
美
　
術
　
史
　
稿
　
の
　
挿
　
絵
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
六
　
)
　
を
　
眺
　
め
　
る
　
こ

と
　
で
　
普
　
段
　
の
　
気
　
持
　
ち
　
を
　
取
　
り
　
戻
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
ま
　
た
、
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失

を
　
知
　
り
　
動
　
揺
　
す
　
る
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
久
　
し
　
く
　
遠
　
退
　
い
　
て
　
ゐ
　
た
、
　
古
　
社
　
寺
、

古
　
美
　
術
　
行
　
脚
　
を
　
息
　
ひ
　
立
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
八
　
)
　
ち
、
　
「
　
少
　
し
　
づ
　
つ
　
日
　
頃

25
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田
i
S
I

′
し

ま
　
た
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
古
　
美
　
術
　
の
　
鑑
　
賞
　
に
　
は
'
　
彼
　
の
　
東
　
洋
　
的
　
な
　
も
　
の
　
へ

の
　
回
　
帰
　
を
　
見
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
前
　
篇
　
の
'
　
特
　
に
　
東
　
京
　
で
　
の
　
生
　
活

に
　
お
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
は
'
　
西
　
洋
　
化
　
近
　
代
　
化
　
を
　
目
　
指
　
す
　
人
　
間
　
の
　
発
　
達
　
を
　
支

持
　
し
　
て
　
い
　
た
。
　
し
　
か
　
し
'
　
尾
　
道
　
で
　
の
　
自
　
然
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
　
た
　
生
　
活
　
を
　
経

て
、
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
は
　
東
　
洋
　
的
　
な
　
も
　
の
　
に
　
強
　
く
　
惹
　
か
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

こ
　
れ
　
は
、
　
古
　
美
　
術
　
に
　
限
　
ら
　
れ
　
た
　
こ
　
と
　
で
　
は
　
な
　
く
　
へ
　
先
　
に
　
挙
　
げ
　
た
'

直
　
子
　
に
　
惹
　
か
　
れ
　
る
　
謙
　
作
　
は
'
　
彼
　
女
　
に
　
対
　
す
　
る
　
友
　
人
　
の
　
「
　
鳥
　
毛
　
立
　
虜

風
　
の
　
美
　
人
　
」
　
と
　
い
　
う
　
評
　
を
'
　
「
　
こ
　
の
　
評
　
は
　
割
　
り
　
に
　
適
　
評
　
で
　
あ
　
り
'

謙
　
作
　
に
　
は
　
大
　
変
　
感
　
じ
　
の
　
い
　
い
　
評
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
二
　
)
　
と

述
　
べ
　
て
　
お
　
り
、
直
　
子
　
の
　
容
　
姿
　
を
.
、
　
「
　
鳥
　
毛
　
立
　
居
　
風
　
の
　
美
　
人
　
の
　
や
　
う

に
　
古
　
雅
　
な
　
」
　
も
　
の
　
と
　
頭
　
で
　
作
　
り
　
上
　
げ
　
て
　
い
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
自
　
身
　
の
　
妻

と
　
な
　
る
　
女
　
性
　
に
　
も
'
　
東
　
洋
　
的
　
な
　
も
　
の
　
を
　
求
　
め
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
の
　
他
　
に

も
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
情
　
景
　
に
'
　
謙
　
作
　
が
　
心
　
惹
　
か
　
れ
　
る
　
場
　
面
　
が
　
あ
　
る
。

山
　
の
　
清
　
水
　
の
　
湧
　
い
　
て
　
ゐ
　
る
　
所
　
で
　
朝
　
鮮
　
人
　
の
　
家
　
族
　
が
　
ピ
　
ク
　
ニ
　
ッ

ク
　
を
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
　
の
　
を
　
見
　
か
　
け
　
た
。
　
自
　
賛
　
の
　
老
　
人
　
が
　
何
　
か
　
話
　
し

て
　
ゐ
　
る
、
回
　
り
　
の
　
人
　
々
　
が
　
静
　
か
　
に
　
そ
　
れ
　
に
　
聴
　
き
　
入
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
.

45
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長
　
い
　
物
　
語
　
で
　
も
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
　
ら
　
し
　
か
　
っ
　
た
。
　
昔
　
な
　
が
　
ら
　
の
　
風
　
俗

ら
　
し
　
く
'
　
見
　
る
　
者
　
に
　
何
　
か
　
親
　
し
　
い
　
感
　
じ
　
を
　
与
　
へ
　
た
。

(
　
第
　
四
　
の
　
二
　
)

こ

　

れ

　

は

　

へ

　

お

　

栄

　

を

　

迎

　

え

　

に

　

朝

　

鮮

　

に

　

赴

　

い

　

た

　

謙

　

作

　

が

　

目

　

に

　

す

　

る

　

も

　

の

で
　
あ
　
る
　
が
、
　
こ
　
こ
　
に
　
も
　
ま
　
た
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
東
　
洋
　
的
　
な
　
も
　
の
　
に
　
惹
　
か
　
れ

る
　
姿
　
を
　
見
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。

そ
　
れ
　
で
　
は
　
へ
　
前
　
篇
　
に
　
見
　
ら
　
れ
'
た
'
　
西
　
洋
　
化
　
近
　
代
　
化
　
を
　
目
　
指
　
す
、

人
　
間
　
の
　
文
　
明
　
へ
　
科
　
学
　
の
　
進
　
歩
　
を
　
支
　
持
　
し
　
て
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
の
　
態
　
度
　
は
'

ど
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
変
　
化
　
し
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
　
か
。
　
謙
　
作
　
は
'
　
西
　
洋
　
文
　
明
　
を

象
　
徴
　
す
　
る
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
飛
　
び
　
立
　
つ
　
姿
　
に
　
感
　
勤
　
し
　
へ
　
ま
　
た
　
へ
　
飛
　
行
　
機
　
の

発
　
動
　
機
　
の
　
研
　
究
　
の
　
た
　
め
　
へ
　
西
　
洋
　
に
　
留
　
学
　
し
　
た
　
龍
　
岡
　
か
　
ら
　
よ
　
い
　
刺
　
激

を
　
受
　
け
　
て
　
い
　
た
。
　
し
　
か
　
し
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
は
　
こ
　
の
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
墜
　
落

す
　
る
　
姿
　
ば
　
か
　
り
　
目
　
に
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
さ
　
ら
　
に
　
大
　
山
　
に
　
到
　
っ
　
て
　
は

飛
　
行
　
機
　
の
　
姿
　
に
　
「
　
醜
　
さ
　
」
　
を
　
感
　
じ
　
る
　
よ
　
う
　
に
'
　
謙
　
作
　
の
　
西
　
洋
　
に
　
対

す
　
る
　
憧
　
れ
　
の
　
念
　
は
、
　
次
　
第
　
に
　
薄
　
れ
　
て
　
い
　
き
、
　
ま
　
す
　
ま
　
す
　
彼
　
の
　
東
　
洋

的
　
な
　
も
　
の
　
へ
　
の
　
回
　
帰
　
が
　
深
　
ま
　
っ
　
て
　
い
　
く
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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G
i
i
d

′

t

、

謙
　
作
　
が
　
眺
　
め
　
る
　
古
　
美
　
術
、
　
例
　
え
　
ば
　
先
　
に
　
挙
　
げ
　
た
　
「
瓢
　
箪
　
鮎
　
魚
　
図
　
」

な
　
ど
　
は
'
　
山
　
水
　
と
　
い
　
う
　
自
　
然
　
と
、
　
そ
　
の
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
い
　
る
　
瓢
　
箪
　
を

手
　
に
　
し
　
た
　
人
　
間
　
と
　
鮎
　
(
　
な
　
ま
　
ず
　
)
　
と
　
が
　
描
　
か
　
れ
　
た
　
作
　
品
　
で
　
あ
　
る
。

「
　
南
　
画
　
風
　
の
　
松
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
二
　
)
　
の
　
絵
　
に
　
し
　
ろ
　
へ
　
　
「
　
鷹
　
と
　
金
　
鶏
　
の

大
　
き
　
い
　
隻
　
幅
　
の
　
花
　
鳥
　
図
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
に
　
し
　
ろ
、
　
謙
　
作
　
の
　
鑑
　
賞
　
す
　
る
　
古

美
　
術
　
に
、
　
自
　
然
　
の
　
描
　
か
　
れ
　
て
　
い
　
な
　
い
　
も
　
の
　
は
　
な
　
い
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
れ

ら
　
の
　
古
　
美
　
術
　
の
　
う
　
ち
　
に
　
自
　
然
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
う
　
い

っ
　
た
　
意
　
味
　
か
　
ら
　
も
　
ち
　
京
　
都
　
生
　
活
　
で
　
謙
　
作
　
が
　
接
　
す
　
る
　
「
　
古
　
い
　
土
　
地
　
へ

古
　
い
　
寺
　
へ
　
古
　
い
　
美
　
術
　
」
　
は
'
　
彼
　
に
　
と
　
っ
　
て
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
な
　
の
　
で
　
は

な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

そ
　
れ
　
で
　
は
　
へ
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
を
　
取
　
り
　
囲
　
む
'
一
般
　
的
　
な
　
意

味
　
で
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
は
、
　
い
　
か
　
な
　
る
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
の
　
だ
　
ろ
　
う
　
か
。

其
　
日
　
も
　
朝
　
涼
　
の
　
内
　
に
　
嵯
　
峨
　
方
　
面
　
を
　
探
　
す
　
つ
　
も
　
り
　
で
、
　
天
　
気

続

　

き

　

に

　

ボ

　

ク

　

リ

　

ノ

＼

　

ほ

　

こ

　

り

　

の

　

た

　

つ

　

白

　

い

　

道

　

を

　

釈

　

迦

　

堂

　

か

　

ら

二
　
尊
　
院
、
祇
　
王
　
寺
　
の
　
方
　
へ
　
廻
　
り
、
(
　
中
　
略
　
)
午
　
頃
、
川
　
に
　
望
　
ん
　
だ

東
　
三
　
本
　
木
　
の
　
宿
　
へ
　
引
　
き
　
上
　
げ
　
て
　
来
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
(
三
　
の
一
)
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こ
　
の
　
描
　
写
　
で
　
は
、
　
京
　
都
　
の
　
具
　
体
　
的
　
な
　
地
　
名
　
が
　
挙
　
げ
　
ら
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
は
、
　
じ
　
つ
　
に
　
多
　
く
　
の
　
風
　
景
　
描
　
写
　
が
　
さ
　
れ
　
て
　
お
　
り
、

そ
　
の
　
風
　
景
　
描
　
写
　
で
　
は
、
　
実
　
在
　
の
　
地
　
名
　
が
　
多
　
く
　
挙
　
げ
　
ら
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

そ
　
れ
　
ら
　
の
　
多
　
く
　
が
、
　
ス
　
ト
　
ー
　
リ
　
ー
　
の
　
展
　
開
　
へ
　
謙
　
作
　
の
　
心
　
情
　
と
、
　
直

接
　
に
　
関
　
わ
　
り
　
を
　
持
　
た
　
な
　
い
　
こ
　
と
　
か
　
ら
'
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
　
京
　
都
　
の
　
風
　
景

過
　
多
　
と
　
も
　
い
　
え
　
る
　
描
　
写
　
を
　
「
　
名
　
所
　
絵
　
は
　
が
　
き
　
的
　
」
　
　
(
　
注
　
3
5
　
)
　
と
　
批

判
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
し
　
か
　
し
、
　
数
　
多
　
く
　
の
　
風
　
景
　
描
　
写
　
や
、
　
数
　
多
　
く
　
の
　
土

地
　
の
　
名
　
は
、
謙
　
作
　
が
_
い
　
か
　
に
　
多
　
く
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
、
そ
　
の

中
　
を
一
時
　
の
　
休
　
み
　
も
　
な
　
く
　
移
　
動
　
し
　
た
　
か
　
を
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
　
効
　
果
　
が
　
あ

る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
、
　
生
　
活
　
が
　
充
　
実
　
す
　
れ
　
ば
　
す
　
る
　
ほ
　
ど
、

よ
　
り
　
多
　
く
　
の
　
自
　
然
　
と
　
接
　
し
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と
　
が
、
　
次
　
に
　
挙
　
げ
　
た
　
風
　
景
　
描

写
　
に
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。

彼
　
は
　
二
　
階
　
に
　
書
　
斎
　
を
　
き
　
め
　
た
。
　
机
　
を
　
据
　
ゑ
　
た
　
北
　
窓
　
か
　
ら
　
眺

め
　
ら
　
れ
　
る
　
景
　
色
　
が
　
彼
　
を
　
喜
　
ば
　
し
　
た
。
　
正
　
面
　
に
　
松
　
の
　
茂
　
っ
　
た
　
衣

笠
　
山
　
が
　
あ
　
る
。
　
そ
　
の
　
前
　
に
　
金
　
閣
　
寺
　
の
　
森
、
　
奥
　
に
　
は
　
鷹
　
ケ
　
峰
　
の

一
部
　
が
　
見
　
え
　
た
。
　
そ
　
れ
　
か
　
ら
　
左
　
に
　
高
　
い
　
愛
　
宕
　
山
、
　
そ
　
し
　
て
　
右
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こ
'
一
　
寸
　
首
　
を
　
出
　
せ
　
ば
　
薄
　
く
　
雪
　
を
　
頂
　
く
　
叡
　
山
　
が
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る

の
　
で
　
あ
　
る
。
　
彼
　
は
　
よ
　
く
　
机
　
に
　
向
　
か
　
っ
　
た
　
ま
　
ま
、
　
何
　
も
　
書
　
か
　
ず

に
　
さ
　
う
　
云
　
ふ
　
景
　
色
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
居
　
た
。
　
　
　
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
四
　
)

直
　
子
　
と
　
の
　
新
　
居
　
を
　
か
　
ま
　
え
'
　
幸
　
福
　
な
　
新
　
婚
　
生
　
活
　
を
　
送
　
る
　
謙
　
作
　
の
　
目

に
　
は
、
　
京
　
都
　
の
　
自
　
然
　
が
　
こ
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
好
　
意
　
的
　
に
　
映
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

ま
　
た
、
　
謙
　
作
　
と
　
直
　
子
　
の
　
新
　
婚
　
生
　
活
　
は
、
　
直
　
接
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
が
　
描
　
か
　
れ

る
　
の
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
京
　
都
　
の
　
四
　
季
　
折
　
々
　
の
　
風
　
物
　
を
　
描
　
く

こ
　
と
　
に
　
よ
　
っ
　
て
、
　
間
　
接
　
的
　
に
　
彼
　
ら
　
の
　
幸
　
福
　
で
　
美
　
し
　
い
　
新
　
婚
　
生
　
活
　
が

物
　
誇
　
ら
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

二
　
月
　
へ
　
三
　
月
、
　
四
　
月
、
　
　
-
　
　
四
　
月
　
に
　
入
　
る
　
と
　
花
　
が
　
咲
　
く
　
や

う
　
に
　
京
　
都
　
の
　
町
　
々
　
全
　
体
　
が
　
咲
　
き
　
賑
　
は
　
っ
　
た
。
　
祇
　
園
　
の
　
夜
　
桜
、

嵯
　
峨
　
の
　
桜
、
そ
　
の
　
次
　
に
　
御
　
室
　
の
　
八
　
重
　
桜
　
が
　
咲
　
い
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
、

や
　
が
　
て
　
都
　
踊
、
　
島
　
原
　
の
　
道
　
中
、
　
壬
　
生
　
狂
　
言
　
の
　
興
　
行
、
　
さ
　
う
　
云

ふ
　
年
　
中
　
行
　
事
　
も
　
l
　
ト
　
通
　
り
　
済
　
み
、
　
祇
　
園
　
に
　
繋
　
ぎ
　
団
　
子
　
の
　
赤
　
い

提
　
灯
　
が
　
見
　
ら
　
れ
　
な
　
く
　
な
　
る
　
と
、
京
　
都
　
も
、
も
　
う
　
五
　
月
　
で
　
あ
　
る
。

東
　
山
　
の
　
新
　
緑
　
が
　
花
　
よ
　
り
　
も
　
美
　
し
　
く
、
　
赤
　
味
　
の
　
差
　
し
　
た
　
楠
　
の
　
若

8
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葉

　

が

　

も

　

く

　

り

　

く

　

八

　

坂

　

の

　

塔

　

や

　

清

　

水

　

の

　

塔

　

の

　

後

　

ろ

　

に

　

浮

　

き

　

上

が
　
っ
　
て
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
頃
　
に
　
な
　
る
　
と
、
　
流
　
石
　
に
　
京
　
都
　
の
　
町
　
々
　
も

遊
　
び
　
疲
　
れ
　
た
　
後
　
の
　
落
　
ち
　
つ
　
き
　
を
　
見
　
せ
　
て
　
来
　
る
。
　
(
三
　
の
　
十
　
六
　
)

こ
　
れ
　
ら
　
の
　
京
　
都
　
に
　
お
　
け
　
る
　
風
　
景
　
描
　
写
　
の
　
中
　
で
'
　
本
　
多
　
秋
　
五
　
が
　
「
一

幅
　
の
　
名
　
画
　
」
　
　
(
　
注
　
3
6
　
)
　
と
　
評
　
価
　
し
　
て
　
い
　
る
　
も
　
の
　
に
、
　
鞍
　
馬
　
の
　
火
　
祭

の
　
情
　
景
　
が
　
あ
　
る
。

星
　
の
　
多
　
い
、
　
澄
　
み
　
渡
　
っ
　
た
　
秋
　
空
　
の
　
下
　
で
、
　
か
　
う
　
云
　
ふ
　
火
　
祭

を
　
見
　
る
　
心
　
持
　
は
　
特
　
別
　
だ
　
っ
　
た
。
一
ト
　
筋
　
の
　
低
　
い
　
軒
　
並
　
の
　
裏
　
は

直
　
ぐ
　
深
　
い
　
渓
　
流
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
居
　
て
、
　
そ
　
し
　
て
　
他
　
方
　
は
　
又
　
高
　
い
　
山

に
　
な
　
っ
　
て
　
居
　
る
　
と
　
云
　
ふ
　
や
　
う
　
な
　
所
　
で
　
は
　
幾
　
ら
　
賑
　
は
　
っ
　
て
　
居
　
る

と
　
云
　
っ
　
て
　
も
、
　
共
　
販
　
か
　
さ
　
の
　
中
　
に
　
は
　
山
　
の
　
夜
　
の
　
静
　
け
　
さ
　
が
　
浸

透
　
つ
　
て
　
居
　
た
。
　
こ
　
れ
　
が
　
都
　
会
　
の
　
あ
　
の
　
騒
　
が
　
し
　
い
　
祭
　
よ
　
り
　
知
　
ら

ぬ
　
者
　
に
　
は
　
大
　
変
　
よ
　
か
　
っ
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
　
人
　
々
　
も
一
体
　
に
　
真
　
面
　
目

だ
　
っ
　
た
。
　
「
　
ち
　
よ
　
う
　
さ
、
　
よ
　
う
　
さ
　
」
　
こ
　
の
　
掛
　
声
　
の
　
ほ
　
か
　
は
　
大

声
　
を
　
出
　
す
　
者
　
も
　
な
　
く
、
　
酒
　
に
　
酔
　
ひ
　
し
　
れ
　
た
　
者
　
も
　
見
　
か
　
け
　
ら
　
れ

な
　
か
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
七
　
)
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高
　
い
　
山
　
と
　
深
　
い
　
渓
　
流
、
　
そ
　
れ
　
を
　
包
　
み
　
込
　
む
　
よ
　
う
　
な
　
秋
　
の
　
夜
　
空
　
の
　
も

と
　
で
'
　
行
　
な
　
わ
　
れ
　
る
　
こ
　
の
　
火
　
祭
　
に
　
は
'
　
自
　
然
　
と
　
人
　
間
　
と
　
の
　
融
　
合
、

一
体
　
化
　
の
　
美
　
し
　
さ
　
が
　
感
　
じ
　
ら
　
れ
　
る
。
　
自
　
然
　
と
　
共
　
生
　
し
　
て
　
い
　
る
　
祭
　
の

人
　
々
　
の
　
真
　
面
　
目
　
で
　
謙
　
虚
　
な
　
姿
　
に
、
　
謙
　
作
　
は
　
共
　
感
　
を
　
感
　
じ
　
て
　
い
　
る
。

そ
　
れ
　
は
、
　
京
　
都
　
に
　
訪
　
れ
　
た
　
ば
　
か
　
り
　
の
　
頃
　
の
　
謙
　
作
　
が
、
　
寺
　
廻
　
り
　
の
　
際

に
　
味
　
わ
　
っ
　
た
　
「
　
謙
　
遜
　
な
　
心
　
持
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
一
)
　
に
　
通
　
じ
　
る
　
も
　
の
　
で

あ
　
る
。
　
前
　
篇
　
に
　
は
　
み
　
ら
　
れ
　
な
　
か
　
っ
　
た
、
　
謙
　
作
　
の
　
こ
　
の
　
謙
　
虚
　
な
　
姿
　
勢

は
、
　
京
　
都
　
に
　
訪
　
れ
　
た
　
後
　
の
　
謙
　
作
　
に
、
　
次
　
第
　
に
　
生
　
じ
　
て
　
き
　
た
　
も
　
の
　
で
、

大
　
山
　
に
　
至
　
っ
　
て
　
「
　
謙
　
遜
　
な
　
気
　
持
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
六
　
)
　
と
　
し
　
て
、
　
彼

の
　
う
　
ち
　
に
　
し
　
っ
　
か
　
り
　
と
　
根
　
を
　
お
　
ろ
　
す
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
こ
　
の
　
火
　
祭

の
'
　
山
　
と
　
夜
　
の
　
闇
　
に
　
包
　
ま
　
れ
　
た
　
人
　
間
　
と
　
い
　
う
　
構
　
図
　
は
、
　
終
　
末
　
の
　
大

山
　
の
　
場
　
面
　
の
　
原
　
型
　
と
　
な
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

以
　
上
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
京
　
都
　
の
　
自
　
然
　
の
　
風
　
物
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
生
　
活
　
が
　
充
　
実

し
　
て
　
い
　
た
　
か
　
ら
　
こ
　
そ
'
　
彼
　
の
　
目
　
に
　
美
　
し
　
く
　
映
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
て
、

謙
　
作
　
に
、
　
子
　
供
　
の
　
死
、
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
暗
　
い
　
運
　
命
　
が
　
ふ
　
り

か
　
か
　
る
　
と
、
　
そ
　
の
　
美
　
し
　
さ
　
は
　
失
　
わ
　
れ
　
て
　
し
　
ま
　
う
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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の
　
に
　
気
　
が
　
つ
　
い
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
　
彼
　
は
　
瞬
　
間
　
恐
　
怖
　
に
　
近
　
い
　
気
　
拝
　
に

揃
　
へ
　
ら
　
れ
　
た
。
　
風
　
で
　
爆
　
音
　
が
　
聴
　
こ
　
え
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
為
　
め
　
と
　
へ
　
こ

ん
　
な
　
日
　
に
　
如
　
何
　
に
　
も
　
想
　
ひ
　
が
　
け
　
な
　
か
　
つ
　
た
　
為
　
め
　
と
、
　
そ
　
の
　
姿

が
　
雲
　
で
　
影
　
の
　
や
　
う
　
に
　
見
　
え
　
て
　
ゐ
　
た
　
為
　
め
　
と
　
で
　
彼
　
の
　
頭
　
に
　
は
　
そ

れ
　
が
　
直
　
ぐ
　
飛
　
行
　
機
　
と
　
し
　
て
　
来
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
の
　
だ
　
D
　
(
第
　
四
　
の
　
六
　
)

謙
　
作
　
が
　
か
　
つ
　
て
　
へ
　
自
　
然
　
に
　
対
　
抗
　
す
　
る
　
た
　
め
　
の
'
　
人
　
間
　
の
　
発
　
達
、
　
科

学
　
の
　
進
　
歩
　
の
　
象
　
徴
　
と
　
し
　
て
　
支
　
持
　
し
　
て
　
い
　
た
　
飛
　
行
　
機
　
が
　
「
　
想
　
ひ
　
が
　
け

な
　
」
　
く
　
や
　
っ
　
て
　
き
　
て
　
墜
　
ち
　
て
　
い
　
く
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
飛
　
行
　
機
　
は
、

直
　
子
　
と
　
の
　
結
　
婚
　
と
　
子
　
供
　
の
　
誕
　
生
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
へ
　
　
「
　
新
　
し
　
い
　
も
　
つ
　
と
　
明

る
　
い
　
生
　
活
　
に
　
転
　
生
　
L
　
や
　
う
　
と
　
願
　
い
、
　
そ
　
の
　
曙
　
光
　
を
　
見
　
た
　
と
　
思
　
つ
　
」

(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
九
　
)
　
て
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
に
'
　
不
　
意
　
に
　
訪
　
れ
　
た
　
暗
　
い
　
運
　
命
　
の

悪
　
意
　
の
　
象
　
徴
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

次
　
節
　
で
　
は
、
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
に
　
発
　
見
　
さ
　
れ
'
　
彼
　
の
　
内
　
な
　
る

自

　

然

　

を

　

み

　

た

　

す

　

反

　

面

　

へ

　

過

　

失

　

を

　

犯

　

す

　

こ

　

と

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

へ

　

謙

　

作

　

に

　

内

な
　
る
　
自
　
然
　
と
　
の
　
戦
　
い
　
を
　
引
　
き
　
起
　
こ
　
さ
　
せ
　
る
'
　
直
　
子
　
と
　
い
　
う
　
人
　
物
　
に

つ
　
い
　
て
　
考
　
察
　
す
　
る
。
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1

1

A

i
D
P
m

な
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
直
　
子
　
は
'
　
東
　
洋
　
的
　
な
　
も
　
の
　
を
　
求
　
め
　
る
　
謙
　
作
　
の

目
　
に
　
「
　
鳥
　
毛
　
立
　
扉
　
風
　
の
　
美
　
人
　
」
　
と
　
し
　
て
　
映
　
る
'
　
理
　
想
　
的
　
な
　
女
　
性
　
で

も
　
あ
　
る
。

直
　
子
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
は
'
　
新
　
婚
　
生
　
活

の
　
中
　
で
、
　
謙
　
作
　
に
　
甘
　
え
　
る
　
細
　
君
　
と
　
し
　
て
　
体
　
現
　
さ
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
o
 
l
　
方

彼
　
女
　
の
　
「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
は
、
　
初
　
め
　
て
　
の
　
子
　
を
　
出
　
産
　
し
　
た
　
後

に
　
体
　
現
　
さ
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

直
　
子
　
は
　
首
　
だ
　
け
　
其
　
方
　
へ
　
向
　
け
　
へ
　
手
　
を
　
差
　
し
　
延
　
べ
　
て
'
　
産
　
着

の
　
ふ
　
く
　
れ
　
上
　
っ
　
た
　
肩
　
を
　
指
　
で
　
押
　
し
　
下
　
げ
　
る
　
や
　
う
　
に
　
し
　
て
　
見
　
て

居
　
た
。
　
其
　
眼
　
が
　
如
　
何
　
に
　
も
　
穏
　
や
　
か
　
で
'
　
そ
　
し
　
て
　
そ
　
れ
　
は
　
如
　
何

に
　
も
　
へ
　
も
　
う
　
母
　
親
　
だ
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
第
　
三
　
の
　
十
　
七
　
)

し
　
か
　
し
　
直
　
子
　
は
'
　
謙
　
作
　
の
　
子
　
の
　
母
　
親
　
で
　
あ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
で
　
き
　
て
　
も
、

謙
　
作
　
の
　
母
　
親
　
で
　
あ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
で
　
き
　
な
　
い
。
　
謙
　
作
　
の
　
直
　
子
　
に
　
対
　
す
　
る

「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
も
　
の
　
」
　
の
　
欲
　
求
　
は
'
　
二
　
人
　
が
　
夫
　
婦
　
と
　
い
　
う
　
関
　
係
　
で
　
あ

る
　
限
　
り
　
満
　
た
　
さ
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
い
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
の
　
直
　
子
　
へ
　
の

要
　
求
　
が
　
満
　
た
　
さ
　
れ
　
な
　
い
　
こ
　
と
　
の
　
予
　
兆
　
は
、
　
結
　
婚
　
前
　
か
　
ら
　
そ
　
の
　
兆
　
候
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彼
　
は
　
た
　
ま
　
ら
　
な
　
く
　
母
　
が
　
い
　
ぢ
　
ら
　
し
　
く
　
な
　
っ
　
た
。
　
彼
　
は
　
母
　
の

胸

　

へ

　

抱

　

き

　

つ

　

い

　

て

　

行

　

く

　

や

　

う

　

な

　

心

　

持

　

で

　

「

　

お

　

母

　

さ

　

ん

　

」

　

と

　

声

を
　
出
　
し
　
て
　
云
　
っ
　
た
　
り
　
し
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
六
　
)

亡
　
き
　
母
　
の
　
胸
　
に
　
充
　
分
　
に
　
抱
　
か
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
妻

と
　
な
　
っ
　
た
　
直
　
子
　
に
　
そ
　
れ
　
を
　
期
　
待
　
し
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
し
　
か
　
し
　
現

実
　
に
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
胸
　
に
　
直
　
子
　
が
　
抱
　
か
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
あ
　
っ
　
て
　
も
、
　
直

子
　
の
　
胸
　
に
　
謙
　
作
　
が
　
抱
　
か
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
い
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
次
　
に
　
挙
　
げ

た
　
場
　
面
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
直
　
子
　
が
　
謙
　
作
　
に
　
甘
　
え
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
、
　
そ
　
の

胸
　
に
　
抱
　
か
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
で
　
き
　
る
　
間
　
は
'
　
二
　
人
　
の
　
夫
　
婦
　
生
　
活
　
は
　
穏
　
や

か
　
に
　
過
　
ご
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

彼

　

は

　

黙

　

っ

　

て

　

直

　

子

　

の

　

手

　

を

　

握

　

り

　

へ

　

そ

　

れ

　

を

　

自

　

分

　

の

　

内

　

懐

　

に

　

入

れ
　
て
　
や
　
っ
　
た
。
　
直
　
子
　
は
　
裾
　
び
　
る
　
や
　
う
　
な
　
細
　
い
　
眼
　
つ
　
き
　
を
　
し
　
へ

そ
　
の
　
頬
　
を
　
彼
　
の
　
肩
　
へ
　
つ
　
け
　
へ
　
一
緒
　
に
　
歩
　
い
　
た
。
　
謙
　
作
　
は
　
何
　
か

し
　
ら
　
甚
　
く
　
感
　
傷
　
的
　
な
　
気
　
拝
　
に
　
な
　
っ
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
　
痛
　
切
　
に
　
今
　
は

直
　
子
　
が
　
完
　
全
　
に
　
自
　
分
　
の
一
部
　
で
　
あ
　
る
　
事
　
を
　
感
　
じ
　
た
。

(
第
　
三
　
の
　
十
　
四
　
)
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こ
　
こ
　
で
　
の
　
謙
　
作
　
は
'
　
直
　
子
　
を
　
胸
　
に
　
抱
　
く
　
存
　
在
　
で
　
あ
　
る
。
　
し
　
か
　
し
、

子
　
供
　
の
　
死
　
と
　
い
　
う
　
精
　
神
　
的
　
危
　
機
　
が
　
訪
　
れ
　
た
　
時
、
　
謙
　
作
　
は
　
直
　
子
　
を
　
胸

に

　

抱

　

く

　

こ

　

と

　

は

　

せ

　

ず

　

へ

　

自

　

ら

　

を

　

胸

　

に

　

抱

　

い

　

て

　

く

　

れ

　

る

　

「

　

母

　

性

　

的

　

な

る
　
も
　
の
　
」
　
を
　
求
　
め
　
て
　
い
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
子
　
供
　
の
　
死
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
表
　
面

化
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
と
　
直
　
子
　
の
　
不
　
調
　
和
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
朝
　
鮮
　
旅
　
行
　
の
　
間
　
に
　
起

き

　

た

　

直

　

子

　

の

　

過

　

失

　

と

　

い

　

う

　

事

　

件

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

さ

　

ら

　

に

　

深

　

ま

　

っ

　

て

　

い

　

く

の
　
で
　
あ
　
る
。

直
　
子
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
　
「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
が
'
　
謙
　
作

の
　
求
　
め
　
続
　
け
　
た
　
「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
食
　
い
　
違
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と

が
'
　
子
　
供
　
の
　
死
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
明
　
ら
　
か
　
に
　
な
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
　
が
、
　
彼
　
女

の
　
も
　
う
一
　
つ
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
　
「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
は

い
　
か
　
な
　
る
　
も
　
の
　
か
　
考
　
え
　
て
　
い
　
き
　
た
　
い
。

南
　
禅
　
寺
　
の
　
裏
　
か
　
ら
　
疏
　
水
　
を
　
導
　
き
、
　
又
　
そ
　
れ
　
を
　
黒
　
谷
　
に
　
近
　
く

田
　
圃
　
を
　
流
　
し
　
返
　
し
　
て
　
あ
　
る
　
人
　
工
　
の
　
流
　
れ
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
二
　
人
　
は
　
帰

っ
　
て
　
行
　
っ
　
た
。
　
並
　
べ
　
る
　
所
　
は
　
並
　
ん
　
で
　
歩
　
い
　
た
。
　
並
　
べ
　
な
　
い
　
所

は
　
謙
　
作
　
が
　
先
　
に
　
立
　
っ
　
て
　
行
　
っ
　
た
　
が
、
　
そ
　
の
　
先
　
に
　
立
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
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時
　
で
　
も
、
　
彼
　
は
　
後
　
か
　
ら
　
来
　
る
　
直
　
子
　
の
'
　
身
　
体
　
の
　
割
　
り
　
に
　
し
　
ま

っ
　
た
　
小
　
さ
　
い
　
足
　
が
'
　
き
　
ち
　
ん
　
と
　
し
　
た
　
裏
　
白
　
な
　
足
　
袋
　
で
、
　
榛
　
を

け
　
り
　
な
　
が
　
ら
、
　
す
　
っ
　
く
　
と
　
資
　
こ
　
気
　
に
　
踏
　
み
　
出
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
を

眼
　
に
　
見
　
る
　
や
　
う
　
に
　
感
　
じ
　
へ
　
そ
　
れ
　
が
　
如
　
何
　
に
　
も
　
美
　
し
　
く
　
恩
　
は
　
れ

た
。
　
さ
　
う
　
い
　
ふ
　
人
　
が
　
　
-
　
　
さ
　
う
　
い
　
ふ
　
足
　
が
、
　
す
　
ぐ
　
背
　
後
　
か
　
ら

つ
　
い
　
て
　
来
　
る
　
事
　
が
、
　
彼
　
に
　
は
　
何
　
か
　
不
　
思
　
議
　
な
　
幸
　
福
　
に
　
感
　
ぜ
　
ら

れ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
二
　
)

こ
　
の
　
場
　
面
　
に
　
つ
　
い
　
て
-
は
、
　
三
　
好
　
行
　
雄
　
の
　
「
　
後
　
篇
　
で
　
も
　
っ
　
と
　
も
　
印
　
負

的
　
な
　
場
　
面
　
の
一
つ
　
」
　
　
(
　
注
　
3
7
　
)
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
指
　
摘
　
が
　
あ
　
り
、
　
度
　
々
　
評

価
　
さ
　
れ
　
る
　
場
　
面
　
だ
　
が
、
　
こ
　
こ
　
で
　
注
　
目
　
す
　
べ
　
き
　
こ
　
と
　
は
'
　
謙
　
作
　
が
　
自

分

　

の

　

後

　

に

　

従

　

っ

　

て

　

歩

　

く

　

直

　

子

　

の

　

姿

　

を

　

実

　

際

　

に

　

目

　

に

　

し

　

て

　

い

　

る

　

の

　

で

は
　
な
　
く
、
　
「
　
眼
　
に
　
見
　
る
　
や
　
う
　
に
　
感
　
じ
　
」
　
た
'
　
つ
　
ま
　
り
　
こ
　
の
　
場
　
面
　
は
、

彼
　
が
　
直
　
子
　
に
　
期
　
待
　
し
　
掃
　
き
　
だ
　
し
　
た
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
な
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
お
　
見

合
　
い
　
の
　
際
　
に
'
　
謙
　
作
　
の
　
想
　
像
　
し
　
て
　
い
　
た
　
直
　
子
　
の
　
容
　
姿
　
と
、
　
実
　
際
　
に

目
　
の
　
前
　
に
　
い
　
る
　
直
　
子
　
の
　
容
　
姿
　
と
　
が
、
　
違
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
こ
　
と
　
は
　
先
　
に
　
述

べ
　
た
。
　
謙
　
作
　
の
　
作
　
り
　
上
　
げ
　
た
　
直
　
子
　
の
　
イ
　
メ
　
ー
　
ジ
　
と
、
　
実
　
際
　
の
　
直
　
子
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と
　
に
　
違
　
い
　
が
　
あ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
当
　
然
　
の
　
こ
　
と
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
直
　
子
　
と
　
い

う
　
人
　
物
　
に
　
つ
　
い
　
て
、
　
町
　
田
　
栄
　
は
、
　
「
　
自
　
身
　
の
　
生
　
活
　
史
・
成
　
長
　
史
　
を

持
　
っ
　
て
　
描
　
か
　
れ
　
る
　
」
　
独
　
立
　
性
　
の
　
あ
　
る
　
人
　
物
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
し
、
　
直
　
子
　
と

謙
　
作
　
は
　
「
　
異
　
な
　
る
　
性
　
の
　
現
　
体
　
験
　
を
　
保
　
持
　
し
、
　
そ
　
れ
　
ぞ
　
れ
　
の
　
性
　
を
　
い

き
　
て
　
い
　
る
　
O
　
両
　
者
　
は
　
相
　
対
　
的
　
で
、
　
対
　
等
　
で
　
あ
　
る
　
」
　
　
(
　
注
　
3
　
)
　
と
　
指

摘
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
結
　
婚
　
前
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
理
　
想
　
の
　
「
　
女
　
の
　
人
　
」
　
で
　
あ
　
っ

た
　
直
　
子
　
だ
　
が
、
　
結
　
婚
　
の
　
前
　
後
　
か
　
ら
　
次
　
第
　
に
、
　
彼
　
女
　
な
　
り
　
の
　
自
　
我
　
を

見
　
せ
　
始
　
め
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
「
　
私
　
へ
　
文
　
学
　
の
　
事
　
は
　
何
　
も
　
存
　
じ
　
ま
　
せ
　
ん

の
　
よ
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
二
　
)
　
と
、
.
謙
　
作
　
の
　
仕
　
事
　
に
　
関
　
心
　
を
　
寄
　
せ
　
る
　
直

子
　
に
、
　
そ
　
う
　
い
　
っ
　
た
　
関
　
心
　
は
　
な
　
い
　
方
　
が
　
い
　
い
　
と
　
返
　
す
　
謙
　
作
　
に
　
対
　
し
、

そ
　
れ
　
で
　
も
　
直
　
子
　
は
、
　
「
　
ど
　
う
　
い
　
ふ
　
御
　
本
　
を
　
読
　
ん
　
だ
　
ら
、
　
よ
　
ろ
　
し
　
い

の
　
?
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
と
　
せ
　
ま
　
る
。
　
こ
　
の
　
会
　
話
　
の
　
中
　
に
'
　
謙
　
作
　
に
　
対
　
し
　
て

相
　
対
　
的
　
に
　
対
　
等
　
に
　
接
　
し
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
直
　
子
　
の
　
姿
　
勢
　
を
　
見
　
る
　
こ
　
と
　
が

で
　
き
　
る
。
　
直
　
子
　
が
　
謙
　
作
　
に
　
対
　
し
　
て
、
　
最
　
も
　
相
　
対
　
的
　
に
、
　
対
　
等
　
に
　
接

し
　
よ
　
う
　
と
　
し
　
た
　
の
　
が
、
　
過
　
失
　
後
　
の
　
夫
　
婦
　
関
　
係
　
に
　
お
　
い
　
て
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
が
　
直
　
子
　
を
　
汽
　
車
　
か
　
ら
　
突
　
き
　
落
　
と
　
し
　
た
　
事
　
件
　
の
　
後
、
　
か
　
た
　
く
　
な

07



固
n
u

′

ー

＼

に
　
な
　
っ
　
た
　
直
　
子
　
に
　
対
　
し
、
　
謙
　
作
　
は
　
話
　
し
　
合
　
い
　
た
　
い
、
　
今
　
の
　
気
　
拝
　
を

「
　
正
　
直
　
に
　
云
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
)
　
と
　
せ
　
ま
　
る
。
　
直
　
子
　
も
　
ま

た
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
謙
　
作
　
に
　
せ
　
ま
　
っ
　
て
　
い
　
く
。

只
　
腺
　
に
　
落
　
ち
　
な
　
い
　
の
　
は
　
貴
　
方
　
が
　
私
　
の
　
悪
　
か
　
っ
　
た
　
事
　
を
　
赦
　
し
　
て

ゐ
　
る
　
と
　
仰
　
有
　
り
　
な
　
が
　
ら
　
実
　
は
　
少
　
し
　
も
　
赦
　
し
　
て
　
い
　
ら
　
っ
　
し
　
ゃ
　
ら

な
　
い
　
の
　
が
、
　
つ
　
ら
　
い
　
の
。
　
発
　
作
、
　
発
　
作
　
つ
　
て
、
　
私
　
が
　
気
　
が
　
利

か
　
な
　
い
　
だ
　
け
　
で
、
　
あ
　
あ
　
い
　
ふ
　
事
　
を
　
な
　
さ
　
る
　
と
　
は
　
ど
　
う
　
し
　
て
　
も

私
　
へ
　
信
　
じ
　
ら
　
れ
.
な
　
い
。
　
(
中
　
略
　
)
貴
　
方
　
は
　
私
　
を
　
赦
　
し
　
て
　
い
　
る
　
と

仰
　
有
　
っ
　
て
、
　
実
　
は
　
ど
　
う
　
し
　
て
　
も
　
赦
　
せ
　
ず
　
に
　
い
　
ら
　
っ
　
し
　
ゃ
　
る
　
ん

だ
　
ら
　
う
　
と
　
私
　
恩
　
ひ
　
ま
　
す
　
わ
。
　
貴
　
方
　
は
　
貴
　
方
　
が
　
御
　
自
　
分
　
で
　
よ
　
く

仰
　
有
　
る
　
や
　
う
　
に
　
私
　
を
　
憎
　
む
　
事
　
で
　
尚
　
不
　
幸
　
に
　
な
　
る
　
の
　
は
　
馬
　
鹿
　
々

々
　
し
　
い
　
と
　
考
　
へ
　
て
、
　
赦
　
し
　
て
　
い
　
ら
　
っ
　
し
　
ゃ
　
る
　
ん
　
だ
　
と
　
息
　
ふ
。

そ
　
の
　
方
　
が
　
得
　
だ
　
と
　
云
　
ふ
　
お
　
心
　
持
　
で
　
赦
　
さ
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
ら
　
っ
　
し

ゃ
　
る
　
ん
　
ぢ
　
や
　
な
　
い
　
か
　
と
　
思
　
わ
　
れ
　
る
　
の
。
　
そ
　
れ
　
ぢ
　
や
　
あ
、
私
、
ど

う
　
し
　
て
　
も
　
つ
　
ま
　
ら
　
な
　
い
。
　
本
　
銃
　
に
　
赦
　
し
　
て
　
頂
　
い
　
た
　
事
　
に
　
は
　
何

時
　
ま
　
で
　
経
　
つ
　
て
　
も
　
な
　
ら
　
な
　
い
　
ん
　
で
　
す
　
も
　
の
.
　
そ
　
の
　
位
　
な
　
ら
　
1

17
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-

′
し

度

　

へ

　

充

　

分

　

に

　

憎

　

ん

　

だ

　

上

　

で

　

赦

　

せ

　

な

　

い

　

も

　

の

　

な

　

ら

　

赦

　

し

　

て

　

頂

　

け

な
　
く
　
て
　
も
　
仕
　
方
　
が
　
な
　
い
　
が
、
　
そ
　
れ
　
で
　
若
　
し
　
本
　
銃
　
に
　
心
　
か
　
ら
　
赦

し
　
て
　
頂
　
け
　
た
　
ら
、
　
ど
　
ん
　
な
　
に
　
婿
　
し
　
い
　
か
　
分
　
ら
　
な
　
い
。

(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
)

こ
　
こ
　
で
　
直
　
子
　
は
　
直
　
子
　
な
　
り
　
に
　
謙
　
作
　
に
　
せ
　
ま
　
っ
　
て
、
　
謙
　
作
　
の
　
本
　
銃
　
の

赦
　
し
　
と
、
　
夫
　
婦
　
関
　
係
　
の
　
回
　
復
　
を
　
得
　
よ
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
れ
　
ま
　
で

謙
　
作
　
に
　
従
　
う
　
姿
　
勢
、
　
受
　
け
　
身
　
の
　
姿
　
勢
　
で
　
い
　
た
　
直
　
子
　
は
、
　
こ
　
こ
　
で
　
独

立
　
し
'
　
謙
　
作
　
と
　
相
　
対
　
的
　
に
、
　
対
　
等
　
に
　
向
　
き
　
合
　
お
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
る
。

直
　
子
　
は
、
　
自
　
身
　
の
　
自
　
我
　
と
、
　
謙
　
作
　
の
　
自
　
我
　
と
　
で
　
向
　
き
　
合
　
お
　
う
　
と
　
し

て
　
お
　
り
、
　
こ
　
れ
　
は
　
直
　
子
　
の
　
自
　
我
　
と
　
い
　
う
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
、
　
謙
　
作
　
の

内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
　
で
　
向
　
き
　
合
　
お
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と
　
な
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

し
　
か
　
し
、
一
　
つ
　
の
　
人
　
格
　
と
　
し
　
て
　
独
　
立
　
し
、
　
相
　
対
　
的
　
に
、
　
対
　
等
　
に
　
向

き
　
合
　
お
　
う
　
と
　
す
　
る
　
直
　
子
　
に
　
対
　
し
'
　
謙
　
作
　
は
'
　
「
　
総
　
て
　
は
　
純
　
粋
　
に
　
俺

一
人
　
の
　
問
　
題
　
な
　
ん
　
だ
　
」
　
と
'
　
彼
　
女
　
を
　
拒
　
む
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
直
　
子
　
の
　
内

な
　
る
　
自
　
然
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
と
　
向
　
き
　
合
　
い
、
一
体
　
と
　
な
　
る

こ
　
と
　
を
　
拒
　
ま
　
れ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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G
O

′
l

不
　
義
　
の
　
子
　
」
　
　
(
　
第
　
二
　
の
　
十
一
)
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
い
　
う
　
出
　
生
　
の
　
秘
　
密
　
を
　
知

り
、
　
苦
　
し
　
め
　
ら
　
れ
　
る
。
　
こ
　
の
　
「
　
不
　
義
　
の
　
子
　
」
　
、
　
「
　
罪
　
の
　
子
　
」
　
　
(
　
第

二
　
の
　
七
　
)
　
と
　
い
　
う
　
意
　
識
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
生
　
き
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
自
　
信
、
　
生
　
へ

の
　
欲
　
求
　
を
　
失
　
わ
　
せ
　
る
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
時
、
　
自
　
身
　
の

生
　
命
　
を
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
し
　
か
　
感
　
じ
　
ら
　
れ
　
な
　
い
　
状
　
態
　
に
　
ま
　
で
　
陥
　
る
　
0

日

　

分

　

の

　

血

　

は

　

今

　

は

　

は

　

っ

　

き

　

り

　

脈

　

を

　

打

　

っ

　

て

　

流

　

れ

　

て

　

ゐ

　

る

　

と

　

は

息
　
へ
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
生
　
温
　
く
、
　
只
　
だ
　
ら
　
く
　
と
　
流
　
れ
　
廻
　
る
。
　
そ

し
　
て
　
眼
　
が
　
死
　
ん
　
だ
　
魚
　
の
　
や
　
う
、
　
何
　
の
　
光
　
も
　
な
　
く
、
　
白
　
く
　
う
　
ぢ

や
　
ぢ
　
や
　
け
　
て
　
ゐ
　
る
、
　
そ
　
ん
　
な
　
感
　
じ
　
が
　
自
　
分
　
な
　
が
　
ら
　
し
　
た
。

(
　
第
　
二
　
の
　
十
　
三
　
)

し
　
か
　
し
'
　
第
　
二
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
京
　
都
　
を
　
訪
　
れ
　
た
　
謙
　
作
　
は
'

京
　
都
　
の
　
自
　
然
　
と
　
古
　
美
　
術
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
'
　
「
　
幾
　
ら
　
か
　
救
　
は
　
れ
　
た
　
気
　
持
　
」

(
　
第
　
三
　
の
一
)
　
に
　
な
　
り
、
　
直
　
子
　
を
　
発
　
見
　
し
、
　
彼
　
女
　
と
　
の
　
結
　
婚
　
に
　
至

る
　
ま
　
で
　
の
　
過
　
程
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
「
　
快
　
癒
　
期
　
の
　
病
　
人
　
の
　
や
　
う
　
」
　
　
(
　
岡
　
)

に
　
徐
　
々
　
に
　
生
　
の
　
欲
　
求
　
を
　
回
　
復
　
さ
　
せ
　
て
　
い
　
く
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
直
　
子
　
と
　
の

結
　
婚
　
に
　
こ
　
ぎ
　
つ
　
け
　
る
　
ま
　
で
　
の
、
　
周
　
囲
　
の
　
人
　
々
　
の
　
好
　
意
　
的
　
な
　
協
　
力
　
に

47
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f
l

′
し

郷
　
里
　
で
　
あ
　
る
　
亀
　
山
　
を
　
訪
　
ね
　
へ
　
そ
　
こ
　
で
　
の
　
次
　
の
　
様
　
な
　
体
　
験
　
を
　
機
　
に
'

自
　
身
　
の
　
暗
　
い
　
過
　
去
　
の
　
運
　
命
　
と
　
き
　
っ
　
ぱ
　
り
　
緑
　
を
　
切
　
り
　
へ
　
新
　
し
　
い
　
人
　
生

を
　
切
　
り
　
開
　
く
　
決
　
意
　
を
　
固
　
め
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
亡
　
き
　
母
　
の
　
郷
　
里
　
を
　
「
　
広

重
　
の
　
五
　
十
　
三
　
次
　
に
　
あ
　
る
　
大
　
き
　
い
　
斜
　
面
　
の
　
亀
　
山
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
八
　
)
　
と

想
　
像
　
し
　
て
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
実
　
際
　
に
　
亀
　
山
　
を
　
訪
　
れ
、
　
想
　
像
　
し
　
て
　
い
　
た

風
　
景
　
と
　
は
　
異
　
な
　
る
、
　
「
　
夕
　
陽
　
が
　
本
　
丸
　
の
　
森
　
を
　
照
　
ら
　
し
　
て
　
居
　
た
。
　
ぬ

る
　
で
　
だ
　
け
　
が
　
も
　
う
　
紅
　
葉
　
し
　
て
　
青
　
い
　
中
　
に
　
美
　
し
　
く
　
目
　
立
　
っ
　
て
　
居
　
た
　
」

(
　
同
　
)
　
と
　
い
　
う
'
　
美
　
し
　
い
　
自
　
然
　
の
　
風
　
景
　
を
　
自
　
分
　
自
　
身
　
の
　
目
　
で
　
発
　
見

す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
さ
　
ら
　
に
　
謙
　
作
　
は
'
　
亀
　
山
　
を
　
訪
　
れ
　
て
　
初
　
め
　
て
　
へ
　
自

分
　
が
　
亡
　
き
　
母
　
の
　
こ
　
と
、
　
ま
　
た
　
尊
　
敬
　
す
　
る
　
母
　
方
　
の
　
祖
　
父
　
の
　
こ
　
と
　
な
　
ど

を
　
全
　
く
　
知
　
ら
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
こ
　
と
　
に
　
気
　
付
　
き
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
考
　
え
　
る
。

「
　
然
　
し
　
そ
　
れ
　
で
　
い
　
い
　
の
　
だ
。
　
そ
　
の
　
方
　
が
　
い
　
い
　
の
　
だ
。
　
総
　
て
　
は

自
　
分
　
か
　
ら
　
始
　
ま
　
る
。
　
俺
　
が
　
先
　
祖
　
だ
　
」
　
こ
　
ん
　
な
　
事
　
を
　
思
　
ひ
　
な
　
が

ら
　
へ
　
彼
　
は
　
う
　
る
　
さ
　
く
　
折
　
れ
　
曲
　
が
　
る
　
急
　
な
　
山
　
道
　
を
'
　
既
　
に
　
秋
　
ら

し
　
く
　
澄
　
ん
　
だ
　
池
　
の
　
方
　
へ
、
　
ト
　
ン
　
く
　
と
　
小
　
刻
　
み
　
に
　
馳
　
せ
　
降
　
り

て
　
行
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
八
　
)
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一

L

I

謙
　
作
　
は
　
自
　
身
　
の
　
暗
　
い
　
過
　
去
　
の
　
運
　
命
　
か
　
ら
、
　
「
　
そ
　
れ
　
で
　
い
　
い
　
の
　
だ
　
」

と
　
解
　
き
　
放
　
た
　
れ
、
　
「
　
総
　
て
　
は
　
自
　
分
　
か
　
ら
　
始
　
ま
　
る
。
　
俺
　
が
　
先
　
祖
　
だ
　
」

と
　
い
　
う
　
決
　
意
　
の
　
言
　
葉
　
通
　
り
、
　
直
　
子
　
と
　
の
　
新
　
し
　
い
　
生
　
活
　
を
　
始
　
め
　
る
。

謙
　
作
　
の
　
新
　
し
　
い
　
生
　
活
　
へ
　
の
　
期
　
待
　
は
、
　
次
　
の
　
様
　
に
　
語
　
ら
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

本
　
統
　
の
　
新
　
し
　
い
　
生
　
活
　
が
　
自
　
分
　
に
　
始
　
ま
　
る
　
の
　
だ
　
と
　
思
　
っ
　
た
。
　
実

際
　
今
　
ま
　
で
　
は
　
総
　
て
　
が
　
暗
　
や
　
み
　
に
　
隠
　
さ
　
れ
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
そ
　
の
　
為
　
め

に
'
　
却
　
っ
　
て
　
恐
　
ろ
　
し
　
い
　
徽
'
菌
　
が
　
繁
　
殖
　
し
　
た
。
　
総
　
て
　
は
　
明
　
る
　
み

へ
　
持
　
ち
　
出
　
さ
　
れ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
日
　
光
　
に
　
さ
　
ら
　
さ
　
れ
　
る
。
　
徹
　
菌
　
は

絶
　
や
　
さ
　
れ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
、
　
初
　
め
　
て
　
へ
　
自
　
分
　
に
　
は
'
　
自
　
分
　
ら
　
し

い
　
本
　
統
　
の
　
新
　
し
　
い
　
生
　
活
　
が
　
始
　
ま
　
る
　
の
　
だ
。
　
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
二
　
)

暗
　
い
　
過
　
去
　
の
　
運
　
命
　
か
　
ら
　
解
　
放
　
さ
　
れ
、
　
直
　
子
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る

「

　

母

　

性

　

的

　

な

　

る

　

も

　

の

　

」

　

と

　

「

　

女

　

性

　

的

　

な

　

る

　

も

　

の

　

」

　

と

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

へ

自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
'
　
生
　
と
　
性
　
の
　
欲
　
求
　
を
　
充
　
た
　
さ
　
れ
　
た
　
謙

作
　
の
　
「
　
本
　
銃
　
の
　
新
　
し
　
い
　
生
　
活
　
」
　
は
'
　
「
　
至
　
極
　
な
　
だ
　
ら
　
か
　
に
'
　
そ
　
し

て
　
平
　
和
　
に
、
　
美
　
し
　
く
　
過
　
ぎ
　
」
　
　
(
　
第
　
三
　
の
　
十
　
六
　
)
　
て
　
い
　
く
。
　
そ
　
し
　
て

謙
　
作
　
の
　
目
　
に
　
映
　
る
　
京
　
都
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
も
　
ま
　
た
、
　
彼
　
の
　
幸
　
福
　
な
　
日
　
々
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}

ノ

′
し

を
　
象
　
徴
　
す
　
る
　
か
　
の
　
ご
　
と
　
く
　
に
　
美
　
し
　
く
　
展
　
開
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

し
　
か
　
し
、
　
初
　
め
　
て
　
の
　
子
　
の
　
死
、
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
事
　
件
　
に

よ

　

っ

　

て

　

へ

　

再

　

び

　

自

　

身

　

の

　

内

　

な

　

る

　

自

　

然

　

に

　

苦

　

し

　

む

　

こ

　

と

　

に

　

な

　

っ

　

た

　

謙

作
　
の
　
目
　
に
　
は
、
　
京
　
都
　
の
　
美
　
し
　
い
　
自
　
然
　
さ
　
え
　
も
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
映
　
る
　
の

で
　
あ
　
る
。
道
　
の
　
正
　
面
　
に
　
近
　
く
　
見
　
え
　
る
　
東
　
山
　
は
　
暗
　
く
　
霞
　
み
'
　
そ
　
の
　
上
　
を
　
薄

墨
　
色
　
の
　
雲
　
が
　
騒
　
が
　
し
　
く
　
飛
　
ん
　
で
　
ゐ
　
た
。
　
変
　
に
　
張
　
り
　
の
　
な
　
い
　
陰

気
　
臭
　
い
　
日
　
だ
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
六
　
)

こ
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
謙
　
作
　
が
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
に
　
苦
　
し
　
み
　
へ
　
内
　
な
　
る

自

　

然

　

と

　

不

　

調

　

和

　

で

　

あ

　

る

　

時

　

へ

　

彼

　

を

　

取

　

り

　

ま

　

く

　

外

　

的

　

自

　

然

　

も

　

ま

　

た

　

へ

不
　
調
　
和
　
な
　
印
　
象
　
で
　
彼
　
に
　
映
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
れ
　
は
　
謙
　
作
　
が
　
古
　
美
　
術

と
　
い
　
う
　
外
　
的
　
自
　
然
　
を
　
鑑
　
賞
　
す
　
る
　
際
　
に
'
　
鑑
　
賞
　
す
　
る
　
側
　
の
　
主
　
体
　
で
　
あ

る
　
謙
　
作
　
と
、
　
鑑
　
賞
　
さ
　
れ
　
る
　
側
　
の
　
客
　
体
　
で
　
あ
　
る
　
古
　
美
　
術
　
と
　
が
一
体
　
と

な
　
り
、
　
融
　
合
　
し
　
て
　
い
　
た
　
よ
　
う
　
に
、
　
外
　
的
　
自
　
然
　
を
　
眺
　
め
　
る
　
側
　
の
　
謙
　
作

と
　
も
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
側
　
の
　
自
　
然
　
と
　
が
一
体
　
と
　
な
　
り
　
へ
　
融
　
合
　
す
　
る
　
が
　
ゆ

え
　
に
　
へ
　
同
　
時
　
に
　
変
　
移
　
し
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
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そ
　
れ
　
で
　
は
　
へ
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
は
　
ど
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
変
　
貌
　
し
、
　
自

身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
を
　
ど
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
捉
　
え
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
　
か
。
　
前
　
篇

に
　
お
　
い
　
て
、
　
謙
　
作
　
が
　
不
　
安
　
や
　
焦
　
燥
　
を
　
ぶ
　
つ
　
け
　
る
　
も
　
の
　
は
、
　
人
　
間
　
に

絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
自
　
然
　
と
　
い
　
う
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
謙
　
作
　
は
　
自

身
　
を
　
取
　
り
　
ま
　
く
　
自
　
然
　
に
　
ぶ
　
つ
　
か
　
っ
　
て
　
い
　
き
、
　
自
　
然
　
と
　
対
　
噂
　
し
　
て
　
い

た
。
　
そ
　
れ
　
は
　
外
　
部
　
の
　
も
　
の
　
と
　
の
　
対
　
立
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
し
　
か
　
し
、
　
初
　
め

て
　
の
　
子
　
の
　
死
　
へ
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
「
　
暗
　
い
　
運
　
命
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の

一
)
　
の
　
「
　
悪
　
意
　
」
　
　
「
第
　
三
　
の
　
十
　
九
　
)
　
に
　
み
　
ま
　
わ
　
れ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
自

身
　
の
　
内
　
部
　
の
　
問
　
題
　
に
　
目
　
を
　
向
　
け
　
る
　
よ
　
う
　
に
　
な
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
を
　
知
　
っ
　
た
　
直
　
後
、
　
第
　
四
　
の
　
六
　
で
、
　
友
　
人
　
の

末
　
松
　
と
、
　
謙
　
作
　
の
　
善
　
悪
　
の
　
判
　
断
　
が
　
好
　
悪
　
の
　
感
　
情
　
か
　
ら
　
く
　
る
　
と
　
い
　
う

問
　
題
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
話
　
し
　
合
　
う
。
　
自
　
身
　
の
　
内
　
か
　
ら
　
生
　
じ
　
る
　
好
　
感
　
の
　
感
　
情

を
　
善
　
悪
　
の
　
判
　
断
　
の
　
基
　
準
　
と
　
し
　
て
　
信
　
じ
、
　
そ
　
れ
　
に
　
従
　
っ
　
て
　
行
　
動
　
す
　
る

謙
　
作
　
の
　
こ
　
と
　
を
　
未
　
松
　
は
'
　
「
　
イ
　
ゴ
　
イ
　
ス
　
テ
　
ィ
　
ッ
　
ク
　
」
　
で
、
　
「
　
君
　
の

内
　
に
　
さ
　
う
　
云
　
ふ
　
暴
　
君
　
が
　
同
　
居
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
　
感
　
じ
　
だ
　
な
、
　
だ
　
か
　
ら
、
一

番
　
の
　
被
　
害
　
者
　
は
　
き
　
み
　
自
　
身
　
と
　
云
　
へ
　
る
　
か
　
も
　
知
　
れ
　
な
　
い
　
」
　
と
　
言
　
う
。
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ノ

′

し

未
　
松
　
の
　
こ
　
の
　
青
　
葉
　
に
、
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
自
　
分
　
の
　
内
　
に
　
あ
　
る
　
暴
　
君

的
　
な
　
気
　
分
　
を
　
相
　
手
　
に
　
戦
　
っ
　
て
　
き
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
認
　
識
　
し
、
　
自
　
身
　
の
　
過
　
去

を
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
ふ
　
り
　
か
　
え
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
自
　
身
　
の
　
過
　
去
　
が
　
常
　
に
　
何
　
か
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
事
　
を

考
　
へ
、
　
そ
　
れ
　
が
　
結
　
局
　
外
　
界
　
の
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
自

身

　

の

　

内

　

に

　

あ

　

る

　

さ

　

う

　

い

　

ふ

　

も

　

の

　

と

　

の

　

争

　

陣

　

で

　

あ

　

っ

　

た

　

事

　

を

　

憩

は
　
な
　
い
　
で
　
は
　
い
　
ら
　
れ
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
六
　
)

こ
　
れ
　
ま
　
で
　
へ
　
人
　
間
　
に
　
絶
　
滅
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
自
　
然
　
と
　
い
　
う
、
　
外
　
部

の
　
も
　
の
　
を
　
敵
　
と
　
し
　
て
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
が
、
　
自
　
分
　
自
　
身
　
の
　
内
　
部
　
に
　
敵
　
を
　
発

見
　
す
　
る
　
こ
　
の
　
転
　
換
　
は
　
き
　
わ
　
め
　
て
　
重
　
要
　
な
　
転
　
換
　
で
　
あ
　
る
　
o
　
こ
　
こ
　
で
　
謙

作
　
は
、
　
外
　
部
　
の
　
も
　
の
　
と
　
の
　
対
　
立
　
の
　
時
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
逃
　
避
　
し
　
て
　
危
　
機

を
　
や
　
り
　
過
　
ご
　
す
　
よ
　
う
　
な
　
こ
　
と
　
は
　
で
　
き
　
な
　
い
。
　
謙
　
作
　
は
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失

に
　
よ
　
っ
　
て
　
生
　
じ
　
た
　
夫
　
婦
　
の
　
間
　
の
　
「
　
空
　
隙
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
八
　
)
　
と
　
い
　
う

危
　
機
　
の
　
解
　
決
　
も
'
　
自
　
分
　
の
　
内
　
だ
　
け
　
に
　
求
　
め
、
　
自
　
分
一
人
　
で
　
背
　
負
　
お

う
　
と
　
す
　
る
。
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
こ
　
の
　
態
　
度
　
を
　
「
　
自
　
己
　
中
　
心
　
的

な
　
態
　
度
　
」
　
　
(
　
注
　
3
9
　
)
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
し
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
述
　
べ
　
て
　
い
　
る
。
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謙
　
作
　
は
　
「
自
　
身
　
の
　
内
　
に
　
住
　
む
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
で
　
生
　
涯
　
を
　
終
　
る
。

そ
　
の
　
位
　
な
　
ら
　
生
　
ま
　
れ
　
て
　
来
　
な
　
い
　
方
　
が
　
き
　
し
　
だ
　
っ
　
た
　
」
　
と
　
い
　
う

よ
　
う
　
に
'
　
心
　
の
　
中
　
の
　
争
　
闘
　
と
　
い
　
う
　
形
　
の
　
自
　
己
　
中
　
心
　
主
　
義
　
に
、

暗
　
い
　
否
　
定
　
的
　
な
　
目
　
を
　
向
　
け
　
る
。
　
調
　
和
　
的
　
な
　
生
　
き
　
方
　
を
'
　
い
　
っ

た
　
ん
　
身
　
に
　
つ
　
け
　
た
　
謙
　
作
　
か
　
ら
　
は
、
　
争
　
闘
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
が
'
　
あ
　
さ

ま
　
し
　
く
　
思
　
え
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
　
し
、
　
そ
　
れ
　
と
　
重
　
な
　
っ
　
て
、
　
外
　
物

と
　
の
　
戦
　
い
　
と
　
い
　
う
　
素
　
朴
　
な
　
原
　
初
　
的
　
な
　
形
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
心
　
内
　
の

自
　
分
　
と
　
の
　
戦
　
い
.
と
　
い
　
う
、
　
内
　
向
　
的
　
な
　
陰
　
気
　
な
　
戦
　
い
　
だ
　
か
　
ら
　
で

あ
　
ろ
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
注
　
3
9
　
)

直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
生
　
じ
　
た
　
夫
　
婦
　
の
　
間
　
の
　
問
　
題
　
を
、
　
す
　
べ
　
て
　
は

自
　
分
　
1
　
人
　
の
　
問
　
題
　
だ
　
と
　
し
　
て
、
　
直
　
子
　
と
　
の
　
話
　
し
　
合
　
い
　
を
　
拒
　
む
　
謙
　
作

の
　
態
　
度
　
を
、
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
だ
　
け
　
で
　
な
　
く
、
　
多
　
く
　
の
　
研
　
究
　
者
　
が
　
自
　
己
　
中

心
　
的
、
　
利
　
己
　
主
　
義
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
指
　
摘
、
　
批
　
判
　
し
　
て
　
い
　
る
　
が
、
　
は
　
た
　
し

て
　
そ
　
う
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
　
か
。
　
謙
　
作
　
は
　
ま
　
ず
　
自
　
分
　
自
　
身
　
と
　
い
　
う
　
問
　
題
　
を
　
解

決
　
し
　
て
　
か
　
ら
　
で
　
な
　
け
　
れ
　
ば
、
　
他
　
者
　
と
　
自
　
分
　
と
　
の
　
相
　
対
　
的
　
な
　
関
　
係
　
に

お
　
け
　
る
　
問
　
題
　
を
　
解
　
決
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
で
　
き
　
な
　
い
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
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1

一

n
u
_
は
u
r

ま
　
た
　
須
　
藤
　
松
　
雄
　
は
　
外
　
部
　
の
　
も
　
の
　
と
　
の
　
対
　
立
　
が
　
「
　
素
　
朴
　
で
　
原
　
初
　
的
　
」

で
　
あ
　
る
　
の
　
に
　
対
　
し
、
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
戦
　
い
　
を
　
「
　
内
　
向
　
的
　
な
　
陰
　
気

な
　
戦
　
い
　
」
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
し
　
へ
　
謙
　
作
　
が
　
そ
　
れ
　
に
　
「
　
暗
　
い
　
否
　
定
　
的
　
な
　
目
　
を

向
　
け
　
る
　
」
　
と
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
　
が
'
　
は
　
た
　
し
　
て
　
そ
　
う
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
　
か
。

謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
時
　
「
　
自
　
身
　
の
　
内
　
に
　
住
　
む
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
園
　
で
　
生
　
涯
　
を
　
終

る
　
o
　
そ
　
れ
　
位
　
な
　
ら
　
生
　
ま
　
れ
　
て
　
来
　
な
　
い
　
方
　
が
　
吏
　
レ
　
だ
　
っ
　
た
　
」
　
と
　
い
　
う

否
　
定
　
的
　
な
　
青
　
葉
　
を
　
口
　
に
　
し
　
て
　
は
　
い
　
る
　
が
'
　
そ
　
れ
　
に
　
対
　
し
　
て
　
未
　
松
　
が

「
　
然
　
し
　
そ
　
れ
　
で
　
い
　
い
　
の
　
ぢ
　
や
　
な
　
い
　
か
　
な
。
　
そ
　
れ
　
を
　
続
　
け
　
て
、
　
結
　
局

憂
　
な
　
し
　
と
　
い
　
う
　
境
　
涯
　
ま
　
で
　
漕
　
ぎ
　
つ
　
け
　
さ
　
へ
　
す
　
れ
　
ば
　
」
　
と
　
い
　
う
　
青
　
葉

を
　
口
　
に
　
し
　
て
　
い
　
る
　
点
　
に
　
注
　
目
　
し
　
た
　
い
。
　
未
　
松
　
の
　
こ
　
の
　
言
　
葉
　
は
、
　
謙

作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
園
　
を
　
否
　
定
　
し
　
て
　
は
　
い
　
な
　
い
。
　
そ
　
し
　
て
　
こ

の
　
言
　
葉
　
の
　
内
　
に
　
は
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
を
　
解
　
決
　
さ
　
せ

る
　
方
　
法
　
を
　
意
　
味
　
す
　
る
　
も
　
の
　
が
　
含
　
ま
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考

え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
れ
　
か
　
ら
　
先
、
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
を
　
続

け
、
　
結
　
局
　
は
　
「
　
1
　
人
　
相
　
撲
　
」
　
で
　
生
　
涯
　
を
　
終
　
る
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
い

う
　
こ
　
と
　
を
　
苦
　
に
　
し
、
　
そ
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
生
　
き
　
方
　
に
　
否
　
定
　
的
　
な
　
目
　
を
　
向
　
け

28



・
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-
.

て
　
い
　
る
。
　
し
　
か
　
し
　
未
　
松
　
は
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
を
　
続
　
け
、
　
そ
　
の

行
　
き
　
着
　
く
　
と
　
こ
　
ろ
　
に
　
「
　
憂
　
な
　
し
　
と
　
い
　
ふ
　
境
　
涯
　
」
　
が
　
あ
　
る
　
と
　
言
　
う
。

未
　
松
　
は
　
謙
　
作
　
に
　
こ
　
の
　
ま
　
ま
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
園
　
を
　
続
　
け

る
　
よ
　
う
、
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
で
　
い
　
る
　
よ
　
う
　
す
　
す
　
め
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
の
　
話
　
し

合
　
い
　
の
　
後
、
　
謙
　
作
　
は
　
未
　
松
　
に
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
の
　
こ
　
と
　
を
　
告
　
白
　
す
　
る
　
の

だ
　
が
、
　
そ
　
こ
　
で
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
そ
　
れ
　
は
　
時
　
の
　
問
　
題
　
か
　
も
　
知
　
れ
　
な
　
い
。
　
時

が
　
自
　
然
　
に
　
僕
　
の
　
気
　
樽
　
を
　
其
　
所
　
告
　
で
　
持
　
っ
　
て
　
行
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
　
る
、
　
そ
　
れ

ま
　
で
　
は
　
駄
　
目
　
な
　
の
　
か
　
も
　
知
　
れ
　
な
　
い
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
七
　
)
　
と
、
　
未
　
松
　
の

言
　
葉
　
を
　
受
　
け
　
て
　
か
、
　
自
　
身
　
は
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
で
、
　
時
　
が
　
夫
　
婦
　
の
　
危
　
機

を
　
解
　
決
　
に
　
導
　
い
　
て
　
く
　
れ
　
る
　
と
　
考
　
え
　
て
　
い
　
る
。
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争

闘
　
に
　
苦
　
し
　
み
　
続
　
け
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
こ
　
こ
　
で
　
初
　
め
　
て
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
の
　
過
　
去

を

　

そ

　

れ

　

で

　

よ

　

し

　

と

　

し

　

へ

　

内

　

な

　

る

　

自

　

然

　

の

　

欲

　

求

　

を

　

受

　

け

　

入

　

れ

　

へ

　

時

　

に

身
　
を
　
任
　
せ
　
て
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
で
　
い
　
こ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
平
　
野
　
謙

が
　
指
　
摘
　
し
　
て
　
い
　
る
　
「
　
時
　
の
　
流
　
れ
　
に
　
謙
　
遜
　
で
　
あ
　
り
　
た
_
い
　
男
　
」
　
　
(
　
注
　
4
0
)

へ
　
の
　
第
　
1
　
歩
　
を
、
　
謙
　
作
　
は
　
麟
　
み
　
出
　
し
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら

れ
　
る
。

38

′
′
.
㌔



1　　　ー

′
し

謙
　
作
　
は
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
欲
　
求
　
に
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
従
　
い
、

そ
　
れ
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
生
　
じ
　
る
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
か
　
ら
'
　
時
　
に
　
身
　
を

任
　
せ
　
る
　
形
　
で
　
解
　
放
　
さ
　
れ
　
よ
　
う
　
と
　
考
　
え
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
れ
　
は
'
　
自

身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
に
　
調
　
和
　
す
　
る
　
と
　
い
　
う
　
こ
　
と
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
内

な
　
る
　
自
　
然
　
に
　
調
　
和
　
す
　
る
一
方
　
で
、
　
彼
　
を
　
取
　
り
　
ま
　
く
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
も

調
　
和
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
で
、
　
前
　
篇
　
に
　
み
　
ら
　
れ
　
た
　
よ
　
う
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
の
　
戦

い
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
生
　
じ
　
る
　
苦
　
し
　
み
　
か
　
ら
　
も
　
解
　
き
　
放
　
た
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

し
　
か
　
し
　
こ
　
の
　
時
　
点
　
で
　
謙
　
作
　
は
　
ま
　
だ
　
そ
　
の
　
こ
　
と
　
に
　
気
　
が
　
付
　
い
　
て
　
は
　
い

な
　
い
。
　
し
　
か
　
し
　
無
　
意
　
識
　
の
　
う
　
ち
　
に
　
で
　
は
　
あ
　
る
　
が
　
へ
　
そ
　
の
　
こ
　
と
　
を
　
知

り
　
つ
　
つ
　
あ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
次
　
に
　
挙
　
げ
　
た
　
の
　
は
、
　
謙
　
作
　
が
　
直
　
子
　
の
　
過

失
　
を
　
知
　
っ
　
た
　
直
　
後
、
　
未
　
松
　
に
　
そ
　
の
　
こ
　
と
　
を
　
打
　
ち
　
明
　
け
　
る
　
前
　
に
　
目
　
に

し
　
た
　
情
　
景
　
で
　
あ
　
る
。

公
　
園
　
の
　
運
　
動
　
場
　
で
　
自
　
転
　
車
　
競
　
争
　
の
　
練
　
習
　
を
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
　
若
　
者

が
　
あ
　
っ
　
た
。
　
赤
　
色
　
の
　
シ
　
ャ
　
ツ
、
　
猿
　
股
　
の
　
姿
　
で
、
　
自
　
転
　
車
　
の
　
上

に
　
四
　
ッ
　
逼
　
ひ
　
に
　
な
　
り
、
　
頭
　
を
　
米
　
鴇
　
機
　
械
　
の
　
や
　
う
　
に
　
動
　
か
　
し
　
な

が
　
ら
　
走
　
っ
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
向
　
ひ
　
風
　
で
　
は
'
　
上
　
体
　
を
　
全
　
体
　
右
　
に
　
左
　
に

4
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,
　
p

揺
　
り
　
動
　
か
　
し
、
　
如
　
何
　
に
　
も
　
苦
　
し
　
さ
　
う
　
だ
　
が
'
　
再
　
び
　
追
　
ひ
　
風
　
に

来
　
る
　
と
'
　
急
　
に
　
楽
　
に
　
な
　
り
'
　
早
　
く
　
な
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
往
　
来
　
端
　
に

立
　
ち
　
へ
　
少
　
時
　
そ
　
れ
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
六
　
)

こ
　
の
　
自
　
転
　
車
　
競
　
争
　
の
　
練
　
習
　
を
　
し
　
て
　
い
　
る
　
若
　
者
　
は
'
　
「
　
向
　
ひ
　
風
　
」
　
の

時
　
へ
　
言
　
い
　
換
　
え
　
れ
　
ば
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
抵
　
抗
　
す
　
る
　
時
　
は
　
「
　
如
　
何
　
に
　
も
　
苦

し
　
さ
　
う
　
」
　
な
　
の
　
だ
　
が
、
　
「
　
追
　
ひ
　
風
　
」
　
の
　
時
、
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
調
　
和
　
す

る
　
時
　
は
　
「
　
急
　
に
　
楽
　
に
　
な
　
り
'
　
早
　
く
　
な
　
る
　
」
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
直
　
子
　
の
　
過

失
　
の
　
こ
　
と
　
で
　
「
　
し
　
ん
　
で
　
元
　
奮
　
し
　
」
　
へ
　
　
「
　
落
　
ち
　
つ
　
い
　
て
　
物
　
が
　
考
　
へ
　
ら

れ

　

な

　

」

　

い

　

謙

　

作

　

に

　

は

　

へ

　

こ

　

の

　

情

　

景

　

の

　

暗

　

示

　

す

　

る

　

も

　

の

　

が

　

理

　

解

　

で

　

き

な
　
い
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
し
　
か
　
し
'
　
謙
　
作
　
は
　
大
　
山
　
に
　
い
　
た
　
っ
　
て
　
身
　
を
　
も
　
っ

て
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
調
　
和
　
す
　
る
　
以
　
前
　
に
'
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
の
　
調
　
和
　
を
　
無
　
意

識
　
に
　
知
　
り
　
つ
　
つ
　
あ
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。

そ
　
れ
　
で
　
は
　
へ
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
欲
　
求
　
に
　
従
　
い
'
　
時
　
に
　
身
　
を
　
任
　
せ
　
る

こ
　
と
　
を
　
決
　
意
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
つ
　
い
　
に
　
「
　
憂
　
な
　
し
　
と
　
い
　
ふ
　
境
　
涯
　
」
　
に

辿
　
り
　
着
　
け
　
た
　
の
　
か
　
と
　
い
　
う
　
と
、
　
そ
　
う
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
そ
　
こ
　
に
　
い
　
た
　
る

ま
　
で
　
の
　
道
　
程
　
は
　
予
　
想
　
以
　
上
　
に
　
長
　
い
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
謙
　
作
　
は
　
「
　
時
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"

蝣

"

I

′
し

が
　
自
　
然
　
に
　
僕
　
の
　
気
　
拝
　
を
　
其
　
所
　
ま
　
で
　
持
　
っ
　
て
　
行
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
　
る
　
」
　
と
　
信

じ
　
て
　
待
　
ち
　
続
　
け
　
る
　
の
　
だ
　
が
、
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
蘭
　
に
　
終
　
わ
　
り
　
は

訪
　
れ
　
な
　
い
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

夏
　
が
　
過
　
ぎ
、
　
漸
　
く
　
秋
　
に
　
入
　
っ
　
た
　
が
、
　
依
　
然
　
謙
　
作
　
の
　
心
　
の
　
状

態
　
は
　
よ
　
く
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
そ
　
れ
　
は
　
心
　
の
　
状
　
態
　
と
　
い
　
ふ
　
よ
　
り
　
寧
　
ろ

不
　
衛
　
生
　
か
　
ら
　
生
　
理
　
的
　
に
　
身
　
体
　
を
　
こ
　
は
　
し
　
て
　
了
　
つ
　
た
　
の
　
だ
。

(
　
第
　
四
　
の
　
八
　
)

謙
　
作
　
は
　
精
　
神
　
的
　
な
　
苦
　
痛
　
と
　
同
　
時
　
に
、
　
肉
　
体
　
的
　
な
　
苦
　
痛
　
に
　
も
　
苦
　
し
　
め

ら
　
れ
　
て
　
い
　
る
。
　
彼
　
の
　
精
　
神
　
と
　
肉
　
体
　
は
一
体
　
と
　
な
　
っ
　
て
'
　
時
　
が
　
癒
　
し

て
　
く
　
れ
　
る
　
の
　
を
　
待
　
つ
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
毎
　
年
　
春
　
の
　
終
　
わ
　
り
　
か
　
ら
　
夏
　
の
　
初
　
め
　
に
　
か
　
け
　
蛇
　
度
　
頭

を
　
悪
　
く
　
し
　
た
。
　
殊
　
に
　
梅
　
雨
　
期
　
の
　
じ
　
め
　
く
　
し
　
た
　
空
　
気
　
に
　
は
　
打

克
　
て
　
ず
'
　
肉
　
体
　
で
　
は
　
半
　
病
　
人
　
の
　
や
　
う
　
に
　
弱
　
る
一
方
、
　
気
　
持
　
だ

け
　
は
　
変
　
に
　
苛
　
々
　
し
　
て
'
　
自
　
分
　
で
　
自
　
分
　
を
　
ど
　
う
　
に
　
も
　
持
　
ち
　
あ
　
つ

か
　
ふ
　
事
　
が
　
多
　
か
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
九
　
)

こ
　
の
　
間
　
に
　
謙
　
作
　
は
'
　
直
　
子
　
に
　
対
　
し
　
て
　
異
　
常
　
と
　
も
　
い
　
え
　
る
　
行
　
動
　
を
　
と

6
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＼.E.
(

る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
第
　
四
　
の
　
八
　
で
、
　
「
　
ふ
　
と
　
へ
　
発
　
作
　
的
　
に
　
痛
　
癖
　
を
　
起
　
こ

し
　
」
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
「
　
食
　
卓
　
の
　
食
　
器
　
を
　
洗
　
ひ
　
ざ
　
ら
　
ひ
　
庭
　
の
　
踏
　
石
　
に
　
叩

き
　
つ
　
け
　
た
　
り
　
」
　
、
　
「
　
裁
　
縫
　
鉄
　
で
　
直
　
子
　
の
　
着
　
て
　
ゐ
　
る
　
着
　
物
　
を
　
襟
　
か
　
ら

背
　
中
　
ま
　
で
　
裁
　
ち
　
き
　
っ
　
た
　
り
　
」
　
す
　
る
　
o
　
さ
　
ら
　
に
　
第
　
四
　
の
　
九
　
で
　
は
、
　
走

り
　
だ
　
し
　
た
　
汽
　
車
　
に
　
乗
　
り
　
込
　
も
　
う
　
と
　
す
　
る
　
直
　
子
　
を
　
突
　
き
　
落
　
と
　
す
　
と
　
い

っ
　
た
　
事
　
件
　
を
　
起
　
こ
　
す
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
れ
　
ら
　
の
　
謙
　
作
　
の
　
行
　
動
　
は
　
す
　
べ

て
、
　
彼
　
が
　
意
　
識
　
し
　
て
　
行
　
な
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
「
　
ふ
　
と
　
へ
　
発
　
作

的
　
に
　
」
　
と
　
い
　
う
　
言
　
葉
・
通
　
り
　
へ
　
無
　
意
　
識
　
に
、
　
自
　
然
　
に
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
か
　
ら

生
　
じ
　
た
　
行
　
動
　
で
　
あ
　
る
　
点
　
に
　
注
　
意
　
し
　
た
　
い
。
　
謙
　
作
　
は
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
に

従
　
っ
　
て
　
行
　
動
　
し
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

し
　
か
　
し
'
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
に
　
従
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
の
　
「
　
暴
　
君
　
的
　
」
　
な
　
行
　
動

に
'
　
直
　
子
　
と
　
の
　
間
　
の
　
「
　
空
　
隙
　
」
　
は
　
ま
　
す
　
ま
　
す
　
広
　
が
　
っ
　
て
　
い
　
く
。
　
謙

作
　
自
　
身
　
へ
　
内
　
な
　
る
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
に
　
衰
　
弱
　
し
　
き
　
っ
　
た
　
精
　
神
　
と
　
肉
　
体

を
　
ど
　
う
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
も
　
で
　
き
　
な
　
く
　
な
　
り
　
へ
　
つ
　
い
　
に
　
第
　
三
　
の
'
　
そ
　
し
　
て

最
　
後
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
と
　
な
　
る
　
大
　
山
　
行
　
き
　
を
　
考
　
え
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

こ
　
の
　
大
　
山
　
へ
　
の
　
旅
　
と
　
か
　
つ
　
て
　
の
　
尾
　
道
　
行
　
き
　
は
、
　
謙
　
作
　
自
　
身
　
も
　
口
　
に
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第
　
三
　
章

大

　

山

　

の

　

自

　

然

　

と

　

の

　

関

　

わ

　

り

　

に

　

お

　

け

　

る

　

謙

　

作

　

像

第

一

　

節

大

山

の

外

的

自

然

と

謙

作

関

8
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1

＼

謙
　
作
　
が
　
京
　
都
　
を
　
出
　
て
　
か
　
ら
　
大
　
山
　
に
　
至
　
る
　
ま
　
で
　
に
　
は
、
　
京
　
都
　
生
　
活

の
　
始
　
ま
　
り
　
が
　
そ
　
う
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
よ
　
う
　
に
'
　
数
　
多
　
く
　
の
　
地
　
名
　
と
、
　
自
　
然

描
　
写
　
が
　
な
　
さ
　
れ
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
れ
　
は
　
謙
　
作
　
が
　
よ
　
り
　
多
　
く
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然

に
　
触
　
れ
　
へ
　
外
　
的
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
入
　
り
　
込
　
ん
　
で
'
　
「
　
半
　
病
　
人
　
」
　
で
　
あ
　
る

自
　
身
　
の
　
心
　
と
　
身
　
体
　
を
　
癒
　
そ
　
う
　
と
　
願
　
い
、
　
積
　
極
　
的
　
に
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
向

か
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
も
　
の
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

嵐
　
山
　
か
　
ら
　
亀
　
山
　
ま
　
で
　
の
　
保
　
津
　
川
　
の
　
景
　
色
　
は
　
美
　
し
　
か
　
っ
　
た
。

が
、
　
そ
　
れ
　
よ
　
り
　
も
　
彼
　
は
　
青
　
々
　
と
　
し
　
た
　
淵
　
を
　
見
　
る
　
と
'
　
そ
　
れ
　
に

浸
　
っ
　
て
　
見
　
た
　
か
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
四
　
の
　
十
一
)

こ
　
こ
　
で
　
謙
　
作
　
は
、
　
「
　
青
　
々
　
と
　
し
　
た
　
」
　
川
　
と
　
い
　
う
　
外
　
的
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に

「
　
浸
　
っ
　
て
　
見
　
た
　
い
　
」
　
と
　
願
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
旅
　
の
　
途
　
中
　
の
　
城
　
の

崎
　
の
　
温
　
泉
　
で
　
そ
　
の
　
願
　
い
　
を
　
か
　
な
　
え
　
へ
　
温
　
泉
　
に
　
つ
　
か
　
っ
　
て
　
気
　
分
　
を
　
和

ら
　
げ
、
　
心
　
と
　
身
　
体
　
を
　
癒
　
し
　
て
　
い
　
る
。

城
　
崎
　
で
　
は
　
彼
　
は
　
三
　
木
　
屋
　
と
　
い
　
ふ
　
の
　
に
　
宿
　
っ
　
た
。
　
(
　
中
　
略
　
)

宿
　
へ
　
着
　
く
　
と
　
彼
　
は
　
飯
　
よ
　
り
　
も
　
先
　
づ
　
湯
　
だ
　
っ
　
た
。
　
直
　
ぐ
　
前
　
の

御
　
所
　
の
　
湯
　
と
　
い
　
ふ
　
の
　
に
　
行
　
く
。
　
大
　
理
　
石
　
で
　
囲
　
っ
　
た
　
湯
　
槽
　
の
　
中

09



＼

一

ノ

に
　
は
　
立
　
っ
　
て
　
彼
　
の
　
乳
　
ま
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
強
　
い
　
湯
　
の
　
香
　
に
、
　
彼
　
は

気
　
分
　
の
　
和
　
ぐ
　
の
　
を
　
覚
　
え
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
四
　
の
　
十
一
)

謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
旅
　
の
　
途
　
中
、
　
四
　
の
　
十
一
で
、
　
京
　
都
　
で
　
繰
　
り
　
返
　
し
　
行

な
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
古
　
美
　
術
　
鑑
　
賞
　
を
　
再
　
び
　
行
　
な
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
こ

で
　
も
　
ま
　
た
、
　
古
　
美
　
術
　
の
　
中
　
に
　
自
　
然
　
を
　
眺
　
め
　
へ
　
そ
　
の
　
自
　
然
　
の
　
内
　
に
　
謙

作
　
が
　
入
　
り
　
込
　
ん
　
で
　
い
　
く
　
と
　
同
　
時
　
に
、
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
に
　
そ
　
の
　
自
　
然
　
を
　
取

り
　
込
　
み
　
へ
　
眺
　
め
　
る
　
側
　
の
　
謙
　
作
　
と
・
'
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
側
　
の
　
古
　
美
　
術
　
と
　
が

一
体
　
と
　
な
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
は
　
へ
　
こ
　
の
　
古
　
美
　
術

鑑
　
賞
　
に
　
お
　
け
　
る
、
　
眺
　
め
　
る
　
側
　
と
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
側
　
と
　
の
一
体
　
化
、
　
主

客
　
融
　
合
　
の
　
方
　
法
　
で
　
も
　
っ
　
て
　
へ
　
旅
　
の
　
途
　
中
　
に
　
眼
　
に
　
す
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に

も
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
迫
　
っ
　
て
　
い
　
く
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

上
　
井
　
へ
　
赤
　
崎
　
へ
　
御
　
来
　
屋
。
　
彼
　
は
　
汽
　
車
　
の
　
窓
　
か
　
ら
　
飽
　
ず
　
外
　
の

景
　
色
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
来
　
た
。
　
盛
　
夏
　
の
　
力
　
と
　
い
　
ふ
　
や
　
う
　
な
　
も
　
の
　
が
　
感

ぜ
　
ら
　
れ
'
　
彼
　
は
　
近
　
頃
　
に
　
珍
　
し
　
く
　
元
　
気
　
な
　
気
　
持
　
に
　
な
　
っ
　
た
。
　
二

尺
　
程
　
に
　
延
　
び
　
て
　
密
　
生
　
し
　
た
　
稲
　
が
　
風
　
も
　
な
　
い
　
の
　
に
　
強
　
い
　
熱
　
と
　
光

と
　
の
　
中
　
に
　
揺
　
れ
　
て
　
見
　
え
　
た
。
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「
あ
　
あ
　
稲
　
の
　
緑
　
が
　
煮
　
え
　
て
　
ゐ
　
る
　
」
　
彼
　
は
　
克
　
奮
　
し
　
な
　
が
　
ら
　
思
　
っ

た
。
実
　
際
　
稲
　
の
　
色
　
は
　
濃
　
か
　
っ
　
た
。
　
強
　
い
　
熱
　
と
　
光
　
と
、
　
そ
　
れ
　
を
　
真

正
　
面
　
に
　
受
　
け
　
へ
　
押
　
合
　
ひ
'
　
へ
　
し
　
合
　
ひ
　
歓
　
喜
　
の
　
声
　
を
　
あ
　
げ
　
て
　
ゐ

る
　
の
　
が
、
　
謙
　
作
　
の
　
気
　
持
　
に
　
は
　
余
　
り
　
に
　
直
　
接
　
に
　
来
　
た
　
D
　
彼
　
は
　
今

更
　
に
　
か
　
う
　
云
　
ふ
　
世
　
界
　
も
　
あ
　
る
　
の
　
だ
　
と
　
思
　
っ
　
た
。
　
人
　
間
　
に
　
は
　
穴

倉
　
の
　
中
　
で
　
嵯
　
合
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
猫
　
の
　
や
　
う
　
な
　
生
　
活
　
も
　
あ
　
る
　
か
　
は
　
り

こ
　
も
　
か
　
う
　
云
　
ふ
　
生
　
活
　
も
　
あ
　
る
　
の
　
だ
　
と
　
思
　
っ
　
た
。
　
今
　
日
　
の
　
彼
　
に

は
　
さ
　
う
　
い
　
ふ
　
強
　
い
　
光
　
が
　
少
　
し
　
も
　
瞳
　
し
　
く
　
な
　
か
　
っ
　
た
。

(
　
四
　
の
　
十
　
二
　
)

謙

　

作

　

は

　

密

　

生

　

し

　

た

　

田

　

圃

　

の

　

稲

　

と

　

い

　

う

　

自

　

然

　

の

　

世

　

界

　

の

　

中

　

に

　

入

　

り

　

込

み
一
体
　
と
　
な
　
る
　
こ
　
と
　
で
'
　
「
　
歓
　
喜
　
の
　
声
　
」
　
を
　
「
　
直
　
接
　
に
　
」
　
感
　
じ
　
る

こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
「
　
歓
　
喜
　
の
　
声
　
」
　
と
　
は
'
　
生
　
命
　
の

「
　
歓
　
喜
　
の
　
声
　
」
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
初
　
め
　
て
　
の
　
子
　
の
　
死

や

　

直

　

子

　

の

　

過

　

失

　

と

　

い

　

っ

　

た

　

事

　

件

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

へ

　

再

　

び

　

自

　

身

　

の

　

内

　

な

　

る

も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
に
　
苦
　
し
　
み
　
へ
　
精
　
神
　
的
　
に
　
も
　
肉
　
体
　
的
　
に
　
も
　
衰
　
弱
　
し
、
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、
　
ー

′
し

乱
　
れ
　
て
　
ゐ
　
る
　
高
　
原
　
の
　
細
　
い
　
路
　
を
　
二
　
人
　
は
　
急
　
が
　
ず
　
登
　
っ
　
て
　
行
　
っ

た
。
放
　
牧
　
の
　
牛
　
や
　
馬
　
が
、
草
　
を
　
食
　
ふ
　
の
　
を
　
止
　
め
　
へ
　
立
　
っ
　
て
　
此

方
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
ゐ
　
た
。
所
　
々
　
に
　
大
　
き
　
な
　
松
　
の
　
木
　
が
　
あ
　
り
、
高
　
い

枝
　
で
　
蝉
　
が
　
力
一
杯
　
噴
　
い
　
て
　
ゐ
　
た
。
空
　
気
　
が
　
澄
　
ん
　
で
　
山
　
の
　
気
　
は

感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
た
　
が
、
登
　
り
　
故
　
に
　
却
　
々
　
暑
　
か
　
っ
　
た
。
そ
　
し
　
て
　
背
　
後

に
　
遥
　
か
　
海
　
が
　
見
　
え
　
出
　
す
　
と
、
　
二
　
人
　
は
　
所
　
々
　
で
一
服
　
し
　
な
　
が
　
ら

行
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
四
　
の
　
十
　
三
　
)

途
　
中
　
分
　
け
　
の
　
茶
　
屋
　
に
　
立
　
ち
　
寄
　
り
'
よ
　
う
　
や
　
く
　
蓮
　
浄
　
院
　
ま
　
で
　
辿
　
り
　
着

い
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
そ
　
こ
　
で
　
大
山
　
の
　
豊
　
か
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
囲
　
ま
　
れ
　
た
　
生

活
　
を
　
始
　
め
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
が
　
最
　
後
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
先
　
に
　
選
　
ん
　
だ
　
こ
　
の
　
大
　
山
　
と
　
い
　
う

土
　
地
　
は
'
尾
　
道
　
の
　
よ
　
う
　
に
　
東
　
京
　
の
　
幻
　
影
　
を
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
'
人
,
々
　
の

賑
　
や
　
か
　
な
　
生
　
活
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
も
　
の
　
は
　
な
　
い
。
そ
　
こ
　
に
　
あ
　
る
　
の
　
は
'
自

然
　
の
　
中
　
で
　
自
　
然
　
と
　
共
　
生
　
し
　
て
　
生
　
き
　
て
　
い
　
る
　
人
　
々
　
の
、
謙
　
虚
　
な
　
生
　
活

の
　
営
　
み
　
だ
　
け
　
で
　
あ
　
る
。
謙
　
作
　
の
　
滞
　
在
　
先
　
で
　
あ
　
る
　
蓮
　
浄
　
院
　
は
'
　
馬
　
の

売
　
り
　
買
　
い
　
に
　
熱
　
心
　
な
　
坊
　
主
　
に
、
焚
　
妻
　
が
　
い
　
て
　
生
　
臭
　
で
　
も
　
何
　
で
　
も
　
食
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さ
　
せ
　
て
　
く
　
れ
　
る
　
わ
　
り
　
に
　
開
　
け
　
た
　
寺
　
で
　
あ
　
り
'
　
「
　
叡
　
山
　
に
　
つ
　
ぐ
　
天

台
　
の
　
霊
　
場
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
三
　
)
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
大
　
山
　
を
　
期
　
待
　
し
　
て
　
い
　
た

謙
　
作
　
は
　
「
　
い
　
さ
　
さ
　
か
　
落
　
脆
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
す
　
る
。
　
ま
　
た
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
女
,
戻

の
　
事
　
件
　
や
、
　
禅
　
の
　
講
　
習
　
会
　
を
　
め
　
ぐ
　
っ
　
て
　
の
　
い
　
ざ
　
こ
　
ざ
　
な
　
ど
、
　
人
　
間

の
　
日
　
常
　
生
　
活
　
の
　
雑
　
音
　
か
　
ら
　
謙
　
作
　
は
　
完
　
全
　
に
　
は
　
離
　
れ
　
ら
　
れ
　
な
　
い
　
の
　
で

は
　
あ
　
る
　
が
、
　
そ
　
の
　
か
　
わ
　
り
　
に
、
　
大
　
山
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
の
　
静
　
け
　
さ
　
に
　
謙

作
　
は
　
癒
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

か
　
つ
　
て
　
雨
　
後
　
の
　
曙
　
光
　
や
'
　
船
　
上
　
に
　
お
　
い
　
て
　
の
　
闇
　
夜
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
広

大

　

な

　

自

　

然

　

に

　

目

　

を

　

向

　

け

　

て

　

い

　

た

　

謙

　

作

　

が

　

へ

　

こ

　

の

　

大

　

山

　

の

　

静

　

的

　

な

　

自

然
　
の
　
中
　
で
　
は
'
　
小
　
さ
　
な
　
動
　
植
　
物
　
ば
　
か
　
り
　
に
　
目
　
を
　
向
　
け
　
て
　
い
　
る
　
点
　
に

注
　
意
　
し
　
た
　
い
。

線
　
へ
　
登
　
る
　
石
　
段
　
に
　
腰
　
か
　
け
　
て
　
ゐ
　
る
　
と
'
　
よ
　
く
　
前
　
を
　
大
　
き
　
な
　
購

艇
　
が
　
十
　
間
　
程
　
の
　
所
　
を
　
往
　
っ
　
た
　
り
　
来
　
た
　
り
　
し
　
た
。
　
両
　
方
　
に
　
強
　
く

勉
　
を
　
張
　
っ
　
て
　
地
　
上
　
三
　
尺
　
ば
　
か
　
り
　
の
　
高
　
さ
　
を
　
真
　
直
　
ぐ
　
に
　
飛
　
ぶ
.

そ
　
し
　
て
　
或
　
る
　
所
　
で
　
向
　
き
　
を
　
変
　
へ
　
る
　
と
　
又
　
真
　
直
　
ぐ
　
に
　
帰
　
っ
　
て
　
来

る
.
　
翁
　
翠
　
の
　
大
　
き
　
な
　
眼
　
へ
　
黒
　
と
　
黄
　
の
　
段
　
だ
　
ら
　
染
　
め
、
　
細
　
く
　
ひ
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き
　
し
　
ま
　
っ
　
た
　
腰
　
か
　
ら
　
尾
　
へ
　
の
　
強
　
い
　
線
、
　
　
-
　
　
み
　
ん
　
な
　
美
　
し
　
い
。

殊
　
に
　
そ
　
の
　
如
　
何
　
に
　
も
　
し
　
っ
　
か
　
り
　
と
　
し
　
た
　
動
　
作
　
が
　
謙
　
作
　
に
　
は
　
よ

く
　
恩
　
は
　
れ
　
た
。
　
彼
　
は
　
人
　
間
　
の
　
小
　
人
　
へ
　
　
-
　
　
例
　
へ
　
ば
　
水
　
谷
　
の
　
や

う
　
な
　
人
　
間
　
の
　
動
　
作
　
と
　
こ
　
れ
　
を
　
較
　
べ
、
　
ど
　
れ
　
だ
　
け
　
か
　
此
　
小
　
さ
　
な

輯
　
艇
　
の
　
方
　
が
　
上
　
等
　
か
　
知
　
れ
　
な
　
い
　
気
　
が
　
し
　
た
。
　
(
　
中
　
略
　
)

彼
　
は
　
石
　
の
　
上
　
で
　
二
　
疋
　
の
　
断
　
腸
　
が
　
後
　
足
　
で
　
立
　
上
　
っ
　
た
　
り
、
・
跳

ね
　
た
　
り
、
　
か
　
ら
　
ま
　
り
　
合
　
っ
　
た
　
り
'
　
軽
　
快
　
な
　
動
　
作
　
で
　
遊
　
び
　
戯
　
れ

て
　
ゐ
　
る
　
の
　
を
　
兄
　
へ
　
自
　
ら
　
も
　
快
　
活
　
な
　
気
　
分
　
に
　
な
　
っ
　
た
。

彼
　
は
　
又
　
此
　
所
　
に
　
来
　
て
　
鶴
　
領
　
が
　
駈
　
け
　
て
　
歩
　
く
　
小
　
鳥
　
で
'
　
決
　
し

て
　
跳
　
ん
　
で
　
歩
　
か
　
な
　
い
　
の
　
に
　
気
　
が
　
付
　
い
　
た
。
　
さ
　
う
　
云
　
へ
　
ば
　
烏
　
は

歩
　
い
　
た
　
り
、
　
跳
　
ん
　
だ
　
り
　
す
　
る
　
と
　
思
　
っ
　
た
　
o

よ
　
く
　
見
　
て
　
ゐ
　
る
　
と
　
色
　
々
　
な
　
も
　
の
　
が
　
総
　
て
　
面
　
白
　
か
　
っ
　
た
。
　
彼

は
　
阿
　
弥
　
陀
　
堂
　
の
　
森
　
で
　
葉
　
の
　
真
　
申
　
に
　
黒
　
い
　
小
　
豆
　
粒
　
の
　
や
　
う
　
な
　
実

を
一
　
つ
　
づ
　
つ
　
載
　
せ
　
て
　
ゐ
　
る
　
小
　
さ
　
な
　
潅
　
木
　
を
　
見
　
た
。
　
掌
　
に
　
大
　
切

さ
　
う
　
に
　
そ
　
れ
　
を
一
　
つ
　
載
　
せ
　
て
　
ゐ
　
る
　
様
　
子
　
が
、
　
彼
　
に
　
は
　
如
　
何
　
に

も
　
信
　
心
　
深
　
く
　
恩
　
は
　
れ
　
た
。

9



人
　
と
　
人
　
と
　
の
　
下
　
ら
　
ぬ
　
交
　
渉
　
で
　
日
　
々
　
を
　
浪
　
費
　
し
　
て
　
来
　
た
　
や
　
う

な
　
自
　
身
　
の
　
過
　
去
　
を
　
顧
　
み
　
へ
　
彼
　
は
　
更
　
に
　
広
　
い
　
世
　
界
　
が
　
展
　
け
　
た
　
や

ぅ
　
に
　
感
　
じ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
四
　
の
　
十
　
四
　
)

謙
　
作
　
の
　
眺
　
め
　
る
　
蛸
　
艇
　
へ
　
断
　
腸
、
鶴
　
錦
　
へ
　
潅
　
木
　
な
　
ど
　
は
　
ど
　
れ
　
も
　
小
　
さ

な
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
　
の
　
に
、
謙
　
作
　
の
　
眼
　
を
　
通
　
し
　
て
　
描
　
か
　
れ
　
た
　
そ
　
の
　
姿
　
や

動
　
作
　
は
　
非
　
常
　
に
　
大
　
き
　
く
　
迫
　
っ
　
て
　
き
　
て
　
い
　
る
。
ま
　
た
　
こ
　
の
　
小
　
さ
　
な
　
蛸

艇
　
の
　
動
　
作
　
と
'
そ
　
れ
　
に
　
対
　
し
　
大
　
き
　
な
　
人
　
間
　
の
　
動
　
作
　
と
　
を
　
比
　
べ
,
小

さ
　
な
　
晴
　
艇
　
の
　
方
　
に
　
価
_
値
　
を
　
見
　
出
　
だ
　
し
　
て
　
い
　
る
。
謙
　
作
　
は
　
こ
　
れ
　
ら
　
の

小
　
さ
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
接
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
で
、
小
　
さ
　
な
　
存
　
在
　
の
　
も
　
つ
　
尊
　
さ

と
　
謙
　
虚
　
さ
　
を
　
知
　
り
、
　
「
　
更
　
に
　
広
　
い
　
世
　
界
　
」
　
を
　
知
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
た

の
　
で
　
あ
　
る
。
謙
　
作
　
は
　
以
　
後
　
へ
　
こ
　
の
　
阿
　
弥
　
陀
　
堂
　
で
　
眼
　
に
　
す
　
る
　
小
　
さ
　
な

動
　
植
　
物
　
に
　
積
　
極
　
的
　
に
　
癒
　
し
　
を
　
求
　
め
　
よ
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
る
。
竹
　
さ
　
ん
　
の

女
　
房
　
の
　
痴
　
情
　
の
　
争
　
い
　
を
　
知
　
り
、
心
　
が
　
乱
　
れ
　
た
　
際
　
に
　
も
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
こ

を
　
訪
　
れ
　
て
　
い
　
る
。

午
　
後
　
彼
　
は
　
阿
　
弥
　
陀
　
堂
　
へ
　
行
　
き
、
其
　
線
　
で
一
時
　
間
　
程
、
凝
　
然

と
　
し
　
て
　
ゐ
　
た
。
子
　
供
　
か
　
ら
　
母
　
を
　
憶
　
ふ
　
時
、
よ
　
く
　
1
　
人
、
母
　
の

79



ー

　

ノ

′
し

墓好噺噂

謙
　
作
　
に

っ
　
て
　
癒

こ
　
の
　
阿

う
　
な
　
」

し
　
て
　
い上にそが美s

s

蝣

-

i

-

I

へ
　
出

ん
　
だ

賜
　
な

声
　
が

と
　
っ

さ

　

れ

弥

　

陀

不
　
二

る
　
。

暗

　

い

に

　

畳

か
　
け
　
た
　
が
'
　
同
　
じ
　
気
　
持
　
で
、
　
此
　
所
　
へ
　
来
　
る
　
事
　
を
　
彼
　
は

。
　
人
　
は
　
殆
　
ど
　
来
　
ず
'
　
代
　
り
　
に
　
小
　
鳥
　
へ
　
晴
　
蛤
、
　
蜂
、
　
蟻
、

ど
　
が
　
沢
　
山
　
其
　
所
　
に
　
は
　
遊
　
ん
　
で
　
ゐ
　
る
。
　
時
　
々
、
　
山
　
鳩
　
の

近
　
い
　
立
　
木
　
の
　
中
　
か
　
ら
　
聴
　
え
　
て
　
来
　
た
。

て
　
こ
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
よ
　
る
　
癒
　
し
　
は
、
　
母
　
の
　
追
　
憶
　
に
　
よ

た
　
場
　
合
　
と
　
問
　
等
　
の
　
も
　
の
　
な
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
ま
　
た

堂
　
か
　
ら
　
の
　
帰
　
り
　
道
　
で
'
　
「
　
総
　
て
　
が
　
死
　
ん
　
で
　
了
　
つ
　
た
　
や

門
　
院
　
と
　
い
　
う
　
荒
　
寺
　
で
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
を
　
眼
　
に

89

庫
　
裏
　
の
　
長
　
い
　
土
　
間
　
に
　
大

一
　
畳
　
程
　
の
　
深
　
い
　
水
　
滑
　
の

、
半
　
分
　
は
　
屋
　
外
　
に
　
出
　
て
　
ゐ
　
て

れ
　
か
　
ら
　
浪
　
々

山
　
砂
　
の
　
溜
　
ま

し
　
く
、
　
総
　
て

が

　

独

　

り

　

い

　

き

と

　

溢

つ
　
た

が

　

死

れ

　

て

　

ゐ

　

た

底

　

の

　

方

　

ま

ん
　
で
　
了
　
つ

と
　
生
　
き
　
て

き

　

な

　

な

　

が

　

L

　

が

　

あ

　

り

　

へ

　

そ

　

の

舛
　
が
　
あ
　
っ
　
た
。
　
半
　
分
　
は
　
屋
　
内

、
寛
　
か
　
ら
　
来
　
る
　
山
　
の
　
清
　
水
　
が
、

。
　
杉
　
の
　
枝
　
を
　
漏
　
れ
　
る
　
夏
　
の
　
陽

で
　
緑
　
色
　
に
　
射
　
込
　
み
　
へ
　
非
　
常
　
に

M
l

た
　
や
　
う
　
な
　
此
　
寺
　
で
、
　
此
　
所
　
だ
　
は×

ゐ
　
た
。
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
七
　
)
　
　
2
5



田
-
I
n
°

作
　
が
　
大
　
山
　
で
　
の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
　
目
　
に
　
す
　
る
　
外
　
的
　
自
　
然
　
は
、
　
こ
　
の
　
よ

う
　
に
　
「
　
総
　
て
　
が
　
死
　
ん
　
で
　
了
　
つ
　
た
　
や
　
う
　
な
　
」
　
静
　
的
　
な
　
も
　
の
　
と
、
　
そ
　
の

中
　
に
　
あ
　
っ
　
て
　
「
　
い
　
き
　
く
　
と
　
生
　
き
　
て
　
ゐ
　
」
　
る
　
動
　
的
　
な
　
も
　
の
　
と
　
の
.
1
7

っ
　
を
　
持
　
ち
　
合
　
わ
　
せ
　
て
　
い
　
る
。
謙
　
作
　
は
　
自
　
然
　
の
　
持
　
つ
　
静
　
的
　
な
　
死
　
を
　
も

感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
一
面
　
と
'
　
動
　
的
　
な
　
生
　
を
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
一
面
　
と
　
を
　
へ
　
こ

の
　
大
　
山
　
で
　
の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
　
知
　
り
　
得
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

大
　
き
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
あ
さ
　
っ
　
て
、
小
　
さ
　
な
　
存
　
在
　
で
　
あ
　
り
　
な
　
が

ら
　
も
、
　
生
　
き
　
生
　
き
　
と
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
虚
　
さ
　
を
　
忘
　
れ
　
な
　
い
、
自
　
然
　
の
　
体
　
現

者
　
で
　
あ
　
る
　
動
　
植
　
物
　
に
　
触
、
れ
　
る
　
こ
　
と
　
で
'
自
　
然
　
の
　
持
　
つ
　
静
　
的
　
な
　
死
　
の

一
面
　
と
　
動
　
的
　
な
　
生
　
の
一
面
　
を
　
知
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
つ
　
い
　
に
　
終
　
末
　
の
　
大

山
　
山
　
上
　
へ
　
第
　
四
　
の
　
十
　
九
　
に
　
お
　
い
　
て
'
広
　
大
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
l
　
体
　
と

な
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
謙
　
作
　
は
　
そ
　
こ
　
で
、
　
「
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
溶
　
込

ん
　
で
　
行
　
く
　
」
　
際
　
の
　
「
　
不
　
思
　
議
　
な
　
陶
　
酔
　
感
　
」
　
を
　
感
　
じ
、
ま
　
た
　
明
　
け
　
方

の
　
曙
　
光
　
の
　
中
　
で
'
　
「
　
中
　
国
一
の
　
高
　
山
　
で
'
輪
　
郭
　
に
　
張
　
切
　
っ
　
た
　
強
　
い

線
　
を
　
持
　
つ
　
此
　
山
　
の
　
陰
　
を
、
そ
　
の
　
儀
、
平
　
地
　
に
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
」
　
「
　
稀

有
　
」
　
の
　
体
　
験
　
を
　
し
　
「
　
或
　
る
　
感
　
動
　
を
　
受
　
け
　
」
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
　
が
、
　
こ
　
の

99
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.
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節
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、
l
ノ

′
も

み
　
て
　
い
　
く
。
　
謙
　
作
　
が
　
大
　
山
　
に
　
向
　
か
　
う
　
途
　
中
、
　
立
　
ち
　
寄
　
っ
　
た
　
茶
　
屋
　
の

老
　
人
　
は
'
　
「
　
謙
　
作
　
達
　
が
　
入
　
っ
　
て
　
来
　
た
　
の
　
も
　
気
　
付
　
か
　
ぬ
　
風
　
」
　
　
「
　
置
　
物

の
　
や
　
う
　
に
　
尚
　
皆
　
の
　
方
　
へ
　
背
　
を
　
向
　
け
　
た
　
ま
　
ま
　
」
　
で
、
　
謙
　
作
　
と
　
こ
　
れ
　
と

い
　
っ
　
た
　
交
　
渉
　
は
　
持
　
た
　
な
　
い
。
　
し
　
か
　
し
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
を
　
ひ
　
と
　
め

見
　
た
　
時
　
か
　
ら
　
つ
　
よ
　
く
　
関
　
心
　
を
　
示
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
ま
　
ず
　
謙
　
作
　
は
、
　
立
　
ち

上

　

が

　

っ

　

た

　

老

　

人

　

の

　

姿

　

に

　

「

　

風

　

雨

　

に

　

さ

　

ら

　

さ

　

れ

　

た

　

山

　

の

　

枯

　

木

　

の

　

や

　

う

な
　
感
　
じ
　
」
　
を
　
抱
　
く
。
　
そ
　
し
　
て
　
再
　
び
　
静
　
か
　
に
　
腰
　
を
　
下
　
ろ
　
し
、
　
眼
　
前
　
の

景
　
色
　
を
　
じ
　
っ
　
と
　
眺
　
め
　
て
　
い
　
る
　
老
　
人
　
に
　
対
　
し
'
　
謙
　
作
　
は
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
に

思
　
い
　
を
　
め
　
ぐ
　
ら
　
せ
　
て
　
い
　
る
。

一
　
体
　
此
　
老
　
人
　
は
　
何
　
を
　
考
　
へ
　
て
　
ゐ
　
る
　
の
　
だ
　
ら
　
う
.
　
(
　
中
　
略
　
)

老
　
人
　
は
　
山
　
の
　
老
　
樹
　
の
　
や
　
う
　
に
、
　
或
　
ひ
　
は
　
苔
　
む
　
し
　
た
　
岩
　
の
　
や
　
う

に
'
　
此
　
景
　
色
　
の
　
前
　
に
　
只
　
其
　
所
　
に
　
置
　
か
　
れ
　
て
　
あ
　
る
　
の
　
だ
。
　
そ
　
し

て
　
若
　
し
　
何
　
か
　
考
　
へ
　
て
　
ゐ
　
る
　
と
　
す
　
れ
　
ば
'
　
そ
　
れ
　
は
　
樹
　
が
　
考
　
へ
、

岩
　
が
　
考
　
へ
　
る
　
程
　
度
　
に
　
し
　
か
　
考
　
へ
　
て
　
ゐ
　
な
　
い
　
だ
　
ら
　
う
。

(
第
　
四
　
の
　
十
　
三
　
)

始
　
め
　
に
　
謙
　
作
　
は
'
　
老
　
人
　
の
　
外
　
見
　
を
　
「
　
風
　
雨
　
に
　
さ
　
ら
　
さ
　
れ
　
た
　
山
　
の
　
枯

201
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-

　

　

-

　

"

　

蝣

　

　

　

-

′
t

い
　
た
　
頃
　
の
　
彼
　
に
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。

松
　
が
　
叫
　
び
、
　
草
　
が
　
噴
　
い
　
て
　
ゐ
　
る
　
高
　
原
　
の
　
薄
　
暮
　
を
一
人
　
へ
　
す
　
う

っ
　
と
　
進
　
ん
　
で
　
行
　
く
　
へ
　
さ
　
う
　
あ
　
り
　
た
　
か
　
っ
　
た
。
　
現
　
在
　
銀
　
座
　
を
　
歩

き
　
な
　
が
　
ら
、
　
さ
　
う
　
云
　
ふ
　
気
　
拝
　
で
　
居
　
た
　
か
　
っ
　
た
。
　
(
中
　
略
　
)
　
こ
　
れ

は
　
何
　
で
　
も
　
寒
　
山
　
詩
　
か
　
何
　
か
　
に
　
あ
　
る
　
の
　
だ
　
と
　
信
　
行
　
か
　
ら
　
聞
　
い
　
た
D

今
　
の
　
彼
　
に
　
は
　
賓
　
に
　
理
　
想
　
的
　
な
　
心
　
の
　
境
　
地
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。

(
　
第
　
二
　
の
　
十
　
四
　
)

こ
　
こ
　
に
　
描
　
か
　
れ
　
た
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
あ
　
っ
　
て
'
　
謙
　
作
　
は
　
小
　
さ
　
く
　
弱
　
々
　
し

い
　
存
　
在
　
で
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
へ
　
茶
　
屋
　
の
　
前
　
に
　
広
　
が
　
る
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
に
　
対

し
　
て
'
　
枯
　
木
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
老
　
人
　
も
　
小
　
さ
　
く
　
弱
　
々
　
し
　
い
　
存
　
在
　
で
　
あ
　
る
。

謙
　
作
　
は
　
求
　
め
　
続
　
け
　
て
　
い
　
た
　
「
　
理
　
想
　
的
　
な
　
心
　
の
　
境
　
地
　
」
　
を
、
　
こ
　
の
　
老

人
　
の
　
姿
　
に
　
重
　
ね
　
合
　
わ
　
せ
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

そ
　
れ
　
で
　
は
　
謙
　
作
　
が
、
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
の
　
内
　
面
　
に
　
思
　
い
　
を
　
め
　
ぐ
　
ら
　
せ
　
る

う
　
ち
　
に
、
　
枯
　
木
　
で
　
は
　
な
　
く
、
　
山
　
の
　
老
　
樹
　
や
'
　
苔
　
む
　
し
　
た
　
岩
　
と
　
喰
　
え

る
　
よ
　
う
　
に
　
変
　
化
　
し
　
た
　
の
　
に
　
は
'
　
ど
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
意
　
味
　
が
　
あ
　
る
　
の
　
か
。

謙

　

作

　

は

　

車

　

夫

　

か

　

ら

　

聞

　

い

　

た

　

話

　

へ

　

か

　

つ

　

て

　

こ

　

の

　

茶

　

屋

　

に

　

住

　

み

　

へ

　

強

　

盗
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1

、

I

′
も

た
　
悟
　
り
　
の
　
境
　
地
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
印
　
象
　
が
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
へ
　
老
　
樹
　
の
　
持
　
つ
、

枯
　
木
　
よ
　
り
　
大
　
き
　
く
　
力
　
強
　
い
　
印
　
象
、
　
岩
　
の
　
持
　
つ
'
　
石
　
よ
　
り
　
も
　
さ
　
ら
　
に

頑
　
丈
　
で
　
強
　
い
　
印
　
象
　
が
　
感
　
じ
　
ら
　
れ
　
る
。
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
の
　
力
　
に
　
打
　
ち
　
の

め
　
さ
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
な
　
く
、
　
枯
　
れ
　
る
　
こ
　
と
　
な
　
く
　
生
　
き
　
延
　
び
　
へ
　
強
　
く
　
大
　
き

な
　
老
　
樹
　
と
　
な
　
る
　
強
　
さ
、
　
長
　
い
　
時
　
間
　
を
　
経
　
て
　
苔
　
む
　
す
　
岩
　
の
　
頑
　
丈
　
さ
　
を

謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
の
　
内
　
面
　
に
　
感
　
じ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に

あ

　

り

　

な

　

が

　

ら

　

も

　

へ

　

決

　

し

　

て

　

自

　

然

　

の

　

力

　

に

　

負

　

か

　

さ

　

れ

　

な

　

い

　

強

　

さ

　

と

　

い

っ
　
た
　
も
　
の
　
は
'
　
志
　
賀
　
直
　
哉
　
の
　
中
　
編
　
小
　
説
　
『
　
或
　
る
　
男
　
へ
　
其
　
姉
　
の
　
死
　
』

の
'
　
主
　
人
　
公
　
の
　
兄
　
の
　
姿
　
に
　
み
　
る
_
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
こ
　
の
　
兄
　
は
　
「
　
死

に

　

反

　

抗

　

も

　

し

　

な

　

い

　

代

　

り

　

へ

　

又

　

そ

　

れ

　

に

　

も

　

決

　

し

　

て

　

打

　

ち

　

負

　

か

　

さ

　

れ

　

な

い
　
」
　
強
　
さ
　
を
　
持
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
の
　
強
　
さ
　
の
　
う
　
ち
　
に
　
「
　
死
　
に
　
反
　
抗
　
も

し
　
な
　
い
　
」
　
謙
　
虚
　
さ
　
も
　
持
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
こ
　
の
　
謙
　
虚
　
さ
　
に
　
通
　
じ
　
る
　
も
　
の

を
、
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
の
　
強
　
さ
　
の
　
内
　
に
　
も
　
感
　
じ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。

長
　
い
　
年
　
月
　
を
　
自
　
然
　
と
　
共
　
に
　
生
　
き
、
　
苔
　
む
　
し
　
て
　
い
　
く
　
岩
　
や
　
老
　
樹
　
に
　
は

自
　
然
　
に
　
対
　
す
　
る
　
謙
　
虚
　
さ
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
印
　
象
　
を
　
も
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
ら
　
れ
　
る
。

ま
　
た
、
　
先
　
に
　
挙
　
げ
　
た
　
平
　
野
　
謙
　
の
　
指
　
摘
　
に
　
あ
　
る
　
よ
　
う
　
に
、
　
時
　
任
　
謙
　
作
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と

　

い

　

う

　

名

　

前

　

に

　

込

　

め

　

ら

　

れ

　

て

　

い

　

る

　

「

　

時

　

の

　

流

　

れ

　

に

　

謙

　

遜

　

で

　

あ

　

り

　

た

い
　
男
　
」
　
　
「
　
運
　
命
　
と
　
い
　
う
　
も
　
の
　
に
　
謙
　
遜
　
で
　
あ
　
り
　
た
　
い
　
と
　
希
　
う
　
男
　
」
　
　
(

注
　
4
2
　
)
　
と
　
い
　
う
　
意
　
味
　
が
　
示
　
す
　
と
　
お
　
り
、
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
　
て
、
　
ま
　
た
　
自

然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
運
　
命
　
に
　
対
　
し
　
て
、
　
強
　
さ
　
を
　
持
　
ち
　
つ
　
つ
　
も
　
謙
　
虚
　
さ
　
を
　
失

わ
　
な
　
い
　
老
　
人
　
の
　
姿
　
は
、
　
謙
　
作
　
が
　
最
　
終
　
的
　
に
　
め
　
ざ
　
し
　
た
　
理
　
想
　
の
　
姿
　
で

あ
　
っ
　
た
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

さ
　
ら
　
に
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
が
、
　
茶
　
屋
　
に
　
集
　
ま
　
っ
　
た
　
人
　
々
　
と
　
言
　
葉
　
を
　
交
　
わ

す
　
こ
　
と
　
も
　
な
　
く
、
　
傍
　
ら
　
で
　
遊
　
び
　
戯
　
れ
　
る
　
猫
　
の
　
親
　
子
　
に
　
目
　
を
　
注
　
ぐ
　
こ

と
　
も
　
な
　
く
　
へ
　
た
　
だ
一
人
　
じ
　
っ
　
と
　
黙
　
っ
　
て
　
自
　
然
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
い
　
る
　
姿
　
は

人
　
間
　
を
　
越
　
え
　
た
、
　
ま
　
さ
　
に
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら

れ
　
る
。
　
こ
　
れ
　
以
　
後
　
の
　
大
　
山
　
で
　
の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
謙
　
作
　
が
　
こ
　
の
　
老

人
　
と
　
関
　
わ
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
な
　
い
　
の
　
だ
　
が
'
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の

の
　
老
　
人
　
の
　
姿
　
に
　
強
　
く
　
影
　
響
　
を
　
受
　
け
　
へ
　
謙
　
作
　
自
　
身
　
も
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の

の
　
と
　
な
　
る
　
べ
　
く
　
へ
　
　
「
　
小
　
鳥
　
や
　
轟
　
や
　
木
　
や
　
草
　
や
　
水
　
や
　
石
　
や
'
　
色
　
々
　
な
」

(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
六
　
)
　
自
　
然
　
を
　
じ
　
っ
　
く
　
り
　
と
　
眺
　
め
　
る
　
生
　
活
　
を
　
始
　
め
　
る
　
の

で
　
あ
　
る
。
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竹
　
さ
　
ん
　
に
　
ふ
　
り
　
か
　
か
　
っ
　
た
　
こ
　
の
　
不
　
幸
　
は
'
　
彼
　
が
　
自
　
ら
　
引
　
き
　
起
　
こ
　
し

た

　

も

　

の

　

で

　

は

　

な

　

く

　

へ

　

謙

　

作

　

の

　

場

　

合

　

と

　

同

　

じ

　

く

　

へ

　

運

　

命

　

の

　

悪

　

意

　

と

　

い

え
　
よ
　
う
。
　
竹
　
さ
　
ん
　
に
　
は
、
　
こ
　
の
　
運
　
命
　
の
　
悪
　
意
　
を
　
受
　
け
　
入
　
れ
　
る
　
寛
　
容

,
i
b
　
と
、
　
運
　
命
　
の
　
悪
　
意
　
に
　
対
　
し
　
て
、
自
　
分
　
の
　
感
　
情
　
を
　
殺
　
し
　
へ
　
放
　
し
　
を

与

　

え

　

ら

　

れ

　

る

　

強

　

さ

　

が

　

あ

　

る

　

O

　

謙

　

作

　

は

　

こ

　

の

　

よ

　

う

　

な

　

竹

　

さ

　

ん

　

を

　

「

　

超

越
　
」
　
し
　
た
　
人
　
間
　
と
　
し
　
て
　
理
　
解
　
す
　
る
　
よ
　
う
　
に
　
な
　
る
。
　
こ
　
の
、
　
全
　
て
　
を

乗
　
り
　
越
　
え
　
た
　
人
　
間
　
と
　
い
　
う
　
も
　
の
　
は
'
　
前
　
に
　
述
　
べ
　
た
　
分
　
け
　
の
　
茶
　
屋
　
の

老
　
人
　
に
　
も
　
共
　
通
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
「
　
人
　
と
　
人
　
と
　
人
　
と
　
の
　
関
　
係
　
」
　
を
　
乗
　
り

越
　
え
、
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
生
　
き
　
る
　
老
　
人
　
に
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
は
　
非
　
常
　
に
　
近
　
い
　
存

在
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作
　
自
　
身
　
も
　
こ
　
の
　
老
　
人
　
に
　
惹
　
か
　
れ
　
な
　
が
　
ら
、

近

　

づ

　

き

　

た

　

い

　

と

　

願

　

い

　

な

　

が

　

ら

　

も

　

へ

　

い

　

ま

　

だ

　

超

　

越

　

す

　

る

　

に

　

到

　

っ

　

て

　

な

い
。
　
だ
　
か
　
ら
　
こ
　
そ
　
依
　
然
　
と
　
し
　
て
　
竹
　
さ
　
ん
　
を
　
変
　
わ
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
と
　
み
　
る

考
　
え
　
に
　
変
　
化
　
が
　
な
　
い
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。

そ
　
れ
　
で
　
は
　
へ
　
こ
　
の
　
超
　
越
　
し
　
た
　
竹
　
さ
　
ん
　
と
'
　
超
　
越
　
で
　
き
　
な
　
い
　
謙
　
作

と

　

が

　

へ

　

実

　

際

　

に

　

言

　

葉

　

を

　

交

　

わ

　

す

　

場

　

面

　

を

　

見

　

て

　

い

　

き

　

た

　

い

　

〇

　

二

　

人

　

が

と
　
も
　
に
　
登
　
場
　
す
　
る
　
の
　
は
'
　
第
　
四
　
の
　
十
　
六
　
の
　
1
　
場
　
面
　
の
　
み
　
で
　
あ
　
る
.
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「
　
路
　
傍
　
に
　
山
　
水
　
を
　
引
　
い
　
た
　
手
　
洗
　
石
　
が
　
あ
　
り
　
へ
　
其
　
所
　
だ
　
け
　
路
　
幅
　
が
　
磨

く
　
な
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
所
　
」
　
で
　
も
　
　
「
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
仕
　
事
　
を
　
見
　
な
　
が
　
ら
一
服
　
す

る
　
」
　
の
　
が
　
常
　
で
　
あ
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
が
'
　
竹
　
さ
　
ん
　
と
　
交
　
わ
　
し
　
た
　
以
　
下
　
の
　
言

葉
　
に
　
注
　
目
　
し
　
た
　
い
。
　
水
　
屋
　
の
　
屋
　
根
　
に
　
す
　
る
　
折
　
板
　
を
　
作
　
る
　
た
　
め
　
へ
　
沢

山
　
の
　
水
　
楢
　
の
　
幹
　
を
　
切
　
っ
　
て
　
い
　
る
　
竹
　
さ
　
ん
　
に
　
対
　
し
　
謙
　
作
　
は
、
　
「
　
こ
　
ん

な
　
立
　
派
　
な
　
木
　
を
　
無
　
闇
　
と
　
伐
　
っ
　
て
　
了
　
ふ
　
の
　
は
　
勿
　
鰻
　
な
　
い
　
話
　
ぢ
　
や
　
な
　
い

か
　
」
　
と
　
述
　
べ
　
る
。
　
そ
　
れ
　
に
　
対
　
し
　
竹
　
さ
　
ん
　
は
　
「
　
ま
　
あ
　
な
　
る
　
べ
　
く
　
人
　
の

行
　
か
　
な
　
い
　
や
　
う
　
な
　
所
　
か
　
ら
　
伐
　
っ
　
て
　
来
　
る
　
ん
　
で
　
す
　
」
　
と
　
答
　
え
　
る
　
が
、

謙
　
作
　
は
　
さ
　
ら
　
に
　
「
　
さ
　
う
　
木
　
の
　
多
　
い
　
山
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
.
ら
　
惜
　
し
　
い
　
も
　
の

だ
　
ね
　
」
　
と
　
述
　
べ
　
る
　
o
　
こ
　
れ
　
に
　
対
　
し
　
て
　
も
　
竹
　
さ
　
ん
　
は
　
「
　
水
　
屋
　
の
　
屋
　
根

に
　
す
　
る
　
位
、
　
知
　
れ
　
た
　
も
　
ん
　
で
　
す
　
よ
　
」
　
と
　
答
　
え
　
る
。
　
以
　
上
　
の
　
二
　
人
　
の

会
　
話
　
を
一
見
　
す
　
る
　
と
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
よ
　
り
　
謙
　
作
　
の
　
方
　
が
'
　
木
　
に
　
よ
　
っ
　
て

表
　
わ
　
さ
　
れ
　
る
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
'
　
謙
　
虚
　
な
　
態
　
度
　
で
　
あ
　
る
　
か
　
に
　
み
　
え
　
る
。

し
　
か
　
し
　
本
　
当
　
の
　
意
　
味
　
で
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
　
謙
　
虚
　
な
　
態
　
度
　
で
　
接
　
し
　
て
　
い
　
る

の
　
は
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
方
　
で
　
あ
　
る
。
　
「
　
竹
　
さ
　
ん
　
は
　
煙
　
草
　
を
　
喫
　
ひ
　
了
　
る
　
と
、

足
　
で
　
踏
　
消
　
し
　
」
　
と
　
い
　
う
　
行
　
為
　
に
　
現
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
よ
　
う
　
に
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
は

引
ご
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自
　
然
　
を
　
利
　
用
　
し
　
っ
　
つ
　
も
、
　
自
　
然
　
を
　
侵
　
す
　
こ
　
と
　
な
　
く
　
生
　
活
　
し
　
て
　
い
　
る

人
　
間
　
で
　
あ
　
る
。
　
大
　
山
　
で
　
生
　
活
　
す
　
る
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
態
　
度
　
に
　
は
、
　
自
　
然
　
と

の
　
結
　
び
　
つ
　
き
　
へ
　
自
　
然
　
と
　
人
　
間
　
と
　
の
　
共
　
生
　
を
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
ら
　
れ
　
る
。
　
そ

し

　

て

　

こ

　

の

　

木

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

表

　

わ

　

さ

　

れ

　

る

　

自

　

然

　

を

　

め

　

ぐ

　

る

　

会

　

話

　

に

　

お

　

い

て
　
謙
　
作
　
は
　
自
　
然
　
を
　
眺
　
め
　
て
　
い
　
る
　
の
　
み
　
で
、
　
自
　
然
　
と
　
の
　
結
　
び
　
つ
　
き
、

共
　
生
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
態
　
度
　
は
　
見
　
ら
　
れ
　
な
　
い
。
　
ま
　
た
、
　
先
　
に
　
述
　
べ
　
た
　
分
　
け

の
　
茶
　
屋
　
の
　
老
　
人
　
は
　
「
　
枯
　
木
　
」
　
　
「
　
老
　
樹
　
」
　
に
　
喰
　
え
　
ら
　
れ
　
て
　
お
　
り
　
へ
　
自

然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
へ
　
木
　
(
　
樹
　
)
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
と
　
い
　
っ
　
た
　
観
　
が
　
あ
　
る
。
　
同
　
じ

大
　
山
　
と
　
い
　
う
　
自
　
然
　
の
　
中
　
で
'
　
自
　
然
　
と
　
化
　
し
　
て
　
生
　
き
　
る
　
老
　
人
、
　
自
　
然

と

　

共

　

に

　

生

　

き

　

る

　

竹

　

さ

　

ん

　

へ

　

そ

　

の

　

よ

　

う

　

な

　

二

　

人

　

を

　

理

　

想

　

と

　

し

　

な

　

が

　

ら

も
　
へ
　
自
　
然
　
と
一
体
　
に
　
は
　
な
　
れ
　
な
　
い
　
謙
　
作
　
と
　
い
　
っ
　
た
'
　
三
　
段
　
階
　
の
　
自

然
　
に
　
対
　
す
　
る
　
人
　
間
　
の
　
態
　
度
　
を
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。

最
　
後
　
に
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
と
　
謙
　
作
　
と
　
が
　
言
　
葉
　
を
　
交
　
わ
　
す
　
こ
　
の
　
場
　
面
　
に
　
は

次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
自
　
然
　
描
　
写
　
が
　
あ
　
る
。

濡
　
れ
　
て
、
　
苔
　
の
一
杯
　
に
　
つ
　
い
　
た
　
手
　
洗
　
石
　
の
　
ふ
　
ち
　
に
　
何
　
か
　
分

か
　
ら
　
な
　
い
'
　
見
　
馴
　
れ
　
な
　
い
　
息
　
が
　
ウ
　
ヨ
　
く
　
逼
　
廻
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
。

2
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考
　
え
　
る
。
　
さ
　
ら
　
に
　
竹
　
さ
　
ん
　
は
、
　
嫁
　
を
　
殺
　
し
　
た
　
奴
　
に
　
覗
　
わ
　
れ
　
は
　
し
　
な

い
　
か
　
と
　
皆
　
に
　
心
　
配
　
さ
　
れ
　
て
　
お
　
り
、
　
再
　
び
　
運
　
命
　
の
　
悪
　
意
　
に
　
苦
　
し
　
め
　
ら

れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
そ
　
れ
　
に
　
対
　
し
'
　
「
　
不
　
快
　
な
　
気
　
」
　
　
「
　
腹
　
立

た
　
し
　
い
　
気
　
持
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
を
　
抱
　
き
、
　
寺
　
を
　
離
　
れ
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
仕
　
事
　
場

を
　
離
　
れ
　
て
　
大
　
山
　
の
　
山
　
へ
　
と
　
登
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
0

以
　
上
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
も
　
謙
　
作
　
と
　
同
　
じ
　
く
、
　
運
　
命
　
の
　
悪
　
意
　
に

苦
　
し
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
の
　
だ
　
が
'
　
謙
　
作
　
と
　
異
　
な
　
る
　
点
　
は
'
　
自
　
然
　
に
　
身
　
を
　
任

せ
'
　
自
　
然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
運
　
命
　
に
　
身
　
を
　
任
　
せ
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と
　
で
　
あ
　
ろ
　
う
。

竹
　
さ
　
ん
　
は
'
　
茶
　
屋
　
の
　
老
　
人
　
の
　
様
　
に
　
自
　
身
　
が
　
自
　
然
　
そ
　
の
　
も
　
の
　
と
　
い
　
っ

た
　
存
　
在
　
で
　
は
　
な
　
い
　
が
'
　
自
　
然
　
と
　
共
　
に
'
　
自
　
然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
運
　
命
　
に
　
従

い
　
な
　
が
　
ら
　
生
　
き
　
る
　
こ
　
と
　
で
'
　
自
　
然
　
か
　
ら
　
の
　
恵
　
み
　
を
　
受
　
け
　
て
　
い
　
る
。

謙
　
作
　
は
、
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
こ
　
の
　
自
　
然
　
と
　
共
　
に
　
生
　
き
　
る
　
姿
、
　
自
　
然
　
の
　
与
　
え

る
　
運
　
命
　
に
　
従
　
う
　
超
　
前
　
と
　
し
　
た
　
態
　
度
　
に
　
強
　
く
　
影
　
響
　
を
　
受
　
け
　
へ
　
ま
　
た
　
こ

れ
　
ま
　
で
　
の
　
自
　
身
　
の
　
姿
　
を
　
ふ
　
り
　
か
　
え
　
っ
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
、
　
茶
　
屋
　
の

老
　
人
　
や
　
竹
　
さ
　
ん
　
が
　
自
　
然
　
と
　
向
　
き
　
合
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
よ
　
う
　
に
、
　
謙
　
作
　
自
　
身

も
　
自
　
然
　
と
　
向
　
き
　
合
　
う
　
べ
　
く
'
　
大
　
山
　
の
　
頂
　
上
　
へ
　
と
　
旅
　
立
　
っ
　
て
　
い
　
く
。
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第
　
三
　
節

大

山

謙

作

の

内

自

然
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彼
　
は
　
青
　
空
　
の
　
下
、
　
高
　
い
　
所
　
を
　
悠
　
々
　
舞
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
鳶
　
の
　
姿
　
を

仰
　
ぎ
、
　
人
　
間
　
の
　
考
　
へ
　
た
　
飛
　
行
　
機
　
の
　
醜
　
さ
　
を
　
思
　
っ
　
た
。
　
彼
　
は
　
三

四
　
年
　
前
　
自
　
身
　
の
　
仕
　
事
　
に
　
対
　
す
　
る
　
執
　
着
　
を
　
海
　
上
　
を
、
　
海
　
中
　
を
、

空
　
中
　
を
　
征
　
服
　
し
　
て
　
行
　
く
　
人
　
間
　
の
　
意
　
志
　
を
　
賛
　
美
　
し
　
て
　
ゐ
　
た
　
が
、

不
　
知
、
　
全
　
で
　
反
　
対
　
な
　
気
　
持
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
ゐ
　
た
　
D
　
人
　
間
　
が
　
鳥
　
の
　
や

う
　
に
　
飛
　
び
、
　
魚
　
の
　
や
　
う
　
に
　
水
　
中
　
を
　
行
　
く
　
と
　
い
　
ふ
　
事
　
は
　
果
　
た
　
し

て
　
自
　
然
　
の
　
意
　
志
　
で
　
あ
　
ら
　
う
　
か
。
　
か
　
う
　
い
　
ふ
　
無
　
制
　
限
　
な
　
人
　
間
　
の

欲
　
望
　
が
　
や
　
が
　
て
　
何
　
か
　
の
　
意
　
味
　
で
　
人
　
間
　
を
　
不
　
幸
　
に
　
導
　
く
　
の
　
で
　
は

な
　
か
　
ら
　
う
　
か
。
　
大
　
智
　
に
　
お
　
も
　
ひ
　
あ
　
が
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
人
　
間
　
は
　
何
　
時

か

　

そ

　

の

　

為

　

め

　

酷

　

い

　

罰

　

を

　

被

　

る

　

事

　

が

　

あ

　

る

　

の

　

で

　

は

　

な

　

か

　

ら

　

う

　

か

と
　
思
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
四
　
)

こ
　
こ
　
で
　
謙
　
作
　
は
'
　
か
　
つ
　
て
　
自
　
分
　
が
　
支
　
持
　
し
　
て
　
い
　
た
　
人
　
間
　
の
　
意
　
志
、

そ
　
の
　
人
　
間
　
の
　
意
　
志
　
が
　
生
　
み
　
出
　
す
　
文
　
明
　
や
　
科
　
学
　
の
　
発
　
展
　
を
　
否
　
定
　
し
　
て

い
　
る
。
　
こ
　
れ
　
は
　
謙
　
作
　
の
　
思
　
想
　
が
　
前
　
篇
　
の
　
頃
　
の
　
も
　
の
　
と
　
多
　
い
　
に
　
異
　
な

っ
　
て
　
い
　
る
、
　
と
　
い
　
う
　
よ
　
り
　
も
　
ま
　
さ
　
に
　
逆
　
転
　
し
　
て
　
い
　
る
　
こ
　
と
　
を
　
示
　
す

も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
続
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
は
、
　
人
　
間
　
全
　
体
　
か
　
ら
　
自
　
分
　
自
　
身
　
へ
　
と

811



1

1

L

・

そ
　
の
　
思
　
い
　
を
　
め
　
ぐ
　
ら
　
し
　
て
　
い
　
る
。
　
謙
　
作
　
が
　
繰
　
り
　
返
　
し
　
考
　
え
　
る
　
こ
　
と

は
、
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
の
　
人
　
生
　
に
　
お
　
け
　
る
　
人
　
間
　
関
　
係
　
の
　
こ
　
と
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
で

あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
の
　
大
　
山
　
生
　
活
　
で
　
の
　
は
　
じ
　
め
　
て
　
の
　
感
　
想
　
は
　
「
　
永
　
年
　
人
　
と

人
　
と
　
人
　
と
　
の
　
関
　
係
　
に
　
疲
　
れ
　
切
　
っ
　
て
　
了
　
つ
　
た
　
謙
　
作
　
に
　
は
　
此
　
所
　
の
　
生
　
活

は
　
よ
　
か
　
っ
　
た
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
四
　
)
　
と
　
い
　
う
　
も
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
他

に
　
も
、
　
自
　
身
　
の
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
を
　
「
　
人
　
と
　
人
　
と
　
の
　
下
　
ら
　
ぬ
　
交
　
渉
　
で
　
日
　
々

を
　
浪
　
費
　
し
　
て
　
来
　
た
　
や
　
う
　
」
　
に
　
感
・
じ
　
て
　
い
　
る
。
　
煩
　
わ
　
し
　
い
　
人
　
間
　
関
　
係

か
　
ら
　
解
　
き
　
放
　
た
　
れ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
過
　
去
　
の
　
自
　
分
　
の
　
対
　
人
　
間
　
関
　
係
　
を
　
思

い
,
　
ま
　
た
　
対
　
自
　
然
　
関
'
係
　
や
　
外
　
部
　
の
　
も
　
の
　
と
　
の
　
関
　
係
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
も
　
振

り
　
返
　
っ
　
て
　
い
　
る
。

嘗
　
つ
　
て
　
さ
　
う
　
い
　
ふ
　
人
　
間
　
の
　
無
　
制
　
限
　
な
　
欲
　
望
　
を
　
賛
　
美
　
し
　
た
　
彼

の
　
気
　
持
　
は
　
何
　
時
　
か
　
は
　
滅
　
亡
　
す
　
べ
　
き
　
運
　
命
　
を
　
持
　
っ
　
た
　
此
　
地
　
球
　
か

ら
　
殉
　
死
　
さ
　
せ
　
ず
　
に
　
人
　
類
　
を
　
救
　
出
　
さ
　
う
　
と
　
い
　
ふ
　
無
　
意
　
識
　
的
　
な
　
意

志
　
で
　
あ
　
る
　
と
　
考
　
へ
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
当
　
時
　
の
　
彼
　
の
　
眼
　
に
　
は
　
見
　
る
　
も
　
の

聞
　
く
　
も
　
の
　
総
　
て
　
が
　
さ
　
う
　
云
　
ふ
　
無
　
意
　
識
　
的
　
な
　
人
　
間
　
の
　
意
　
志
　
の
　
現

は
　
れ
　
と
　
し
　
か
　
感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
男
　
と
　
い
　
ふ
　
男
、
　
総
　
て
　
そ

91
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、

ヽ

タ

ノ

′
し

の
　
為
　
め
　
焦
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
と
　
し
　
か
　
恩
　
へ
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
　
第
一

に
　
彼
　
自
　
身
　
へ
　
そ
　
の
　
仕
　
事
　
に
　
対
　
す
　
る
　
執
　
着
　
か
　
ら
　
苛
　
立
　
ち
　
焦
　
る
　
自

分
　
の
　
気
　
持
　
を
　
さ
　
う
　
解
　
す
　
る
　
よ
　
り
　
他
　
は
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
四
　
)

こ
　
の
　
よ
　
う
　
に
、
　
謙
　
作
　
は
　
か
　
つ
　
て
　
人
　
間
　
に
　
滅
　
亡
　
の
　
運
　
命
　
を
　
与
　
え
　
る
　
自

然
　
に
　
対
　
し
'
　
抵
　
抗
　
し
　
よ
　
う
　
と
　
し
　
て
　
い
　
た
。
　
そ
　
の
　
手
　
段
　
と
　
し
　
て
　
彼
　
は

仕

　

事

　

と

　

い

　

う

　

も

　

の

　

を

　

考

　

え

　

へ

　

自

　

身

　

を

　

対

　

外

　

的

　

に

　

生

　

か

　

す

　

た

　

め

　

に

　

も

仕
　
事
　
に
　
対
　
し
　
執
　
着
　
し
　
焦
　
り
　
苛
　
立
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
こ
　
と
　
は
'
　
尾
　
道
　
滞
　
在
　
中

の
　
彼
　
に
　
み
　
る
　
こ
　
と
　
が
　
で
　
き
　
る
。
　
し
　
か
　
し
　
大
　
山
　
に
　
至
　
っ
　
て
　
謙
　
作
　
の
　
こ

れ
　
ら
　
の
　
思
　
想
　
は
一
八
　
〇
　
度
　
逆
　
転
　
し
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
心
　
境
　
に
　
あ
　
る
。

然
　
る
　
に
　
今
　
へ
　
彼
　
は
　
そ
　
れ
　
が
　
全
　
く
　
変
　
っ
　
て
　
居
　
た
。
　
仕
　
事
　
に
　
対

す
　
る
　
執
　
着
　
も
、
　
そ
　
の
　
為
　
め
　
苛
　
立
　
つ
　
気
　
拝
　
も
　
あ
　
り
　
な
　
が
　
ら
、
一

方
　
遂
　
に
　
人
　
類
　
が
　
地
　
球
　
と
　
共
　
に
　
滅
　
び
　
て
　
了
　
ふ
　
も
　
の
　
な
　
ら
　
ば
　
へ
　
喜

ん
　
で
　
そ
　
れ
　
も
　
甘
　
受
　
出
　
来
　
る
　
気
　
持
　
に
　
な
　
っ
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
彼
　
は
　
仏
　
教

の
　
事
　
は
　
何
　
も
　
知
　
ら
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
が
、
　
浬
　
盤
　
と
　
か
　
寂
　
滅
　
為
　
楽
　
と
　
か

い
　
ふ
　
境
　
地
　
に
　
は
　
不
　
思
　
議
　
な
　
魅
　
力
　
が
　
感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
た
。
　
　
　
(
　
同
　
)
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こ

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

へ

　

大

　

山

　

の

　

外

　

的

　

自

　

然

　

と

　

そ

　

の

　

中

　

に

　

生

　

き

　

る

　

動

　

植

　

物

と
　
比
　
較
　
し
　
て
　
人
　
間
　
を
　
思
　
い
、
　
自
　
身
　
の
　
人
　
間
　
関
　
係
　
を
　
思
　
い
　
へ
　
ま
　
た
　
対

自
　
然
　
関
　
係
　
を
　
思
　
い
、
　
対
　
外
　
的
　
な
　
も
　
の
　
と
　
の
　
関
　
係
　
に
　
思
　
い
　
を
　
め
　
ぐ
　
ら

せ
　
た
　
謙
　
作
　
は
'
　
も
　
っ
　
と
　
も
　
身
　
近
　
な
　
人
　
間
　
関
　
係
　
の
　
相
　
手
　
で
　
あ
　
る
　
直
　
子

を
　
思
　
う
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

旅
　
の
　
出
　
が
　
け
　
に
　
謙
　
作
　
は
'
　
手
　
紙
　
は
　
得
　
た
　
ぬ
　
や
　
う
　
に
、
　
便
　
が

な
　
け
　
れ
　
ば
　
無
　
事
　
と
　
思
　
っ
　
て
　
ゐ
　
て
　
い
　
い
。
　
と
　
云
　
ひ
　
置
　
い
　
て
　
来
　
た
。

そ

　

し

　

て

　

ゐ

　

る

　

所

　

を

　

知

　

ら

　

せ

　

な

　

か

　

っ

　

た

　

か

　

ら

　

へ

　

直

　

子

　

か

　

ら

　

の

　

便

も
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
わ
　
け
　
だ
　
が
、
　
今
　
日
　
お
　
由
　
か
　
ら
　
竹
　
さ
　
ん
　
の
　
話
　
を
　
聴

く
　
と
、
　
急
　
に
　
手
　
紙
　
を
　
書
　
く
.
気
　
に
　
な
　
っ
　
た
。
　
出
　
発
　
前
　
と
　
同
　
じ
　
自

分
　
を
　
直
　
子
　
に
　
考
　
へ
　
さ
　
せ
　
て
　
置
　
く
　
事
　
が
　
可
　
哀
　
さ
　
う
　
に
　
な
　
り
、
　
且

つ
、
　
そ
　
れ
　
は
　
よ
　
く
　
な
　
い
　
こ
　
と
　
に
　
思
　
は
　
れ
　
て
　
来
　
た
。

こ
　
こ
　
で
　
謙
　
作
　
は
、
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
の
　
問
　
題
　
に
　
対
　
し
'
　
寛
　
大
　
に
　
な
　
れ
　
な

か
　
っ
　
た
　
気
　
拝
　
を
　
よ
　
う
　
や
　
く
　
純
　
化
　
で
　
き
　
た
　
こ
　
と
　
を
'
　
直
　
子
　
に
　
手
　
紙
　
で

知
　
ら
　
せ
　
よ
　
う
　
と
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

兎
　
に
　
角
　
謙
　
遜
　
な
　
気
　
持
　
か
　
ら
　
来
　
る
　
喜
　
び
　
(
　
対
　
人
　
的
　
な
　
意
　
味
　
で
　
は

221



ー
ノ

な
　
い
　
が
　
)
　
を
　
感
　
ず
　
る
　
や
　
う
　
に
　
な
　
っ
　
た
。
　
今
　
恩
　
へ
　
は
　
こ
　
れ
　
は
　
旅

に
　
出
　
る
　
時
　
か
　
ら
　
漠
　
然
　
望
　
ん
　
で
　
ゐ
　
た
　
も
　
の
　
で
'
　
恩
　
ひ
　
が
　
け
　
な
　
く

来
　
た
　
変
　
化
　
で
　
は
　
な
　
い
　
が
'
　
案
　
外
　
早
　
く
　
へ
　
自
　
然
　
に
　
そ
　
の
　
気
　
持
　
に

入
　
れ
　
た
　
事
　
を
　
大
　
変
　
梼
　
し
　
く
　
感
　
じ
　
て
　
ゐ
　
る
。
　
お
　
前
　
に
　
対
　
し
　
て
　
も

今
　
ま
　
で
　
の
　
自
　
分
　
は
　
あ
　
れ
　
で
　
仕
　
方
　
が
　
な
　
か
　
っ
　
た
。
　
後
　
悔
　
し
　
て
　
も

お
　
互
　
い
　
始
　
ま
　
ら
　
な
　
い
　
事
　
だ
。
　
然
　
し
　
こ
　
れ
　
か
　
ら
　
は
　
お
　
互
　
い
　
に
　
安

心
　
し
　
た
　
い
。
　
お
　
前
　
も
　
二
　
人
　
の
　
間
　
に
　
決
　
し
　
て
　
不
　
安
　
を
　
感
　
じ
　
て
　
貰

ひ
　
た
　
く
　
な
　
い
。
　
(
　
中
　
略
　
)
　
そ
　
し
　
て
　
お
　
前
　
に
　
は
　
色
　
々
　
な
　
意
　
味
　
で

本
　
銃
　
に
　
安
　
心
　
し
　
て
　
黄
　
ひ
　
た
　
い
。
　
実
　
際
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
の
　
事
　
も
　
馬
　
鹿

々
　
々
　
し
　
い
　
と
　
い
　
ふ
　
事
　
は
　
よ
　
く
　
知
　
っ
　
て
　
ゐ
　
る
　
の
　
だ
　
が
'
　
病
　
気
　
の

や
　
う
　
に
一
ト
　
通
　
り
　
の
　
経
　
過
　
を
　
と
　
ら
　
ね
　
ば
　
駄
　
目
　
な
　
も
　
の
　
だ
。
　
今

の
　
私
　
は
　
本
　
統
　
に
　
そ
　
の
　
経
　
過
　
を
　
と
　
り
　
終
　
っ
　
た
。
　
も
　
う
　
何
　
の
　
心
　
配

の
　
種
　
も
　
な
　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
六
　
)

未
　
松
　
と
　
話
　
し
　
合
　
っ
　
た
　
時
　
か
　
ら
一
年
　
数
　
か
　
月
　
に
　
し
　
て
、
　
よ
　
う
　
や
　
く
　
謙

作
　
は
　
「
　
自
　
身
　
の
　
内
　
に
　
住
　
む
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
」
　
か
　
ら
　
解
　
放
　
さ
　
れ
　
る
　
の

で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
、
　
直
　
子
　
と
　
の
　
関
　
係
　
を
　
含
　
む
　
自
　
身
　
の
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
の

3
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争
　
階
　
を
　
「
　
あ
　
れ
　
で
　
仕
　
方
　
が
　
な
　
か
　
っ
　
た
　
」
　
の
　
だ
　
と
　
思
　
え
　
る
　
よ
　
う
　
に
'

「
　
憂
　
な
　
し
　
と
　
い
　
ふ
　
境
　
涯
　
」
　
に
　
至
　
り
　
着
　
い
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ

の
　
境
　
涯
　
に
　
辿
　
り
　
着
　
く
　
ま
・
で
　
に
、
　
外
　
部
　
の
　
何
　
か
　
と
　
戦
　
っ
　
た
　
り
　
し
　
た
　
わ

け
　
で
　
は
　
な
　
い
。
　
た
　
だ
　
「
　
病
　
気
　
の
　
や
　
う
　
に
一
ト
　
通
　
り
　
の
　
経
　
過
　
を
　
と
　
」

る
　
よ
　
う
　
に
、
　
自
　
身
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
欲
　
求
　
に
、
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
従

い
　
続
　
け
　
て
　
き
　
た
　
ま
　
で
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
か
　
つ
　
て
、
　
「
　
憂
　
な
　
し
　
と
　
い

ふ
　
境
　
涯
　
」
　
に
　
至
　
る
　
に
　
は
'
　
「
　
時
　
が
　
自
　
然
　
に
　
僕
　
の
　
気
　
拝
　
を
　
其
　
所
　
ま
　
で

持
　
っ
　
て
　
行
　
っ
　
て
　
呉
　
れ
　
」
　
る
　
と
　
願
　
っ
　
て
　
い
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
　
が
、
　
そ
　
の
　
通

り
　
「
　
自
　
然
　
に
　
そ
　
の
　
気
　
持
　
に
　
入
　
れ
　
た
　
」
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
対
　
人
　
間

関
　
係
　
に
　
お
　
い
　
て
'
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
の
'
　
時
　
に
　
身
　
を
　
任
　
せ
　
る
　
方
　
法
　
で
　
調

和
　
を
　
導
　
き
　
へ
　
解
　
放
　
さ
　
れ
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
は
　
対
　
人
　
間
　
関

係
　
に
　
お
　
け
　
る
　
こ
　
の
　
方
　
法
　
を
'
　
自
　
然
　
と
　
の
　
関
　
わ
　
り
　
に
　
お
　
い
　
て
　
も
　
用
　
い

る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
前
　
篇
　
に
　
お
　
い
　
て
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
抵
　
抗
　
し
、
　
対
　
立
　
し
　
続

け
　
て
　
き
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
よ
　
り
　
純
　
粋
　
で
　
広
　
大
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
を
　
求
　
め
　
て
　
大

山

　

に

　

登

　

り

　

へ

　

こ

　

れ

　

ま

　

で

　

瞬

　

時

　

瞬

　

時

　

で

　

し

　

か

　

感

　

じ

　

ら

　

れ

　

な

　

か

　

っ

　

た

　

外

的
　
自
　
然
　
と
　
の
一
体
　
化
　
を
　
完
　
全
　
に
　
自
　
分
　
の
　
も
　
の
　
に
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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C
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d

大
　
山
　
に
　
登
　
る
　
途
　
中
、
　
体
　
調
　
不
　
良
　
か
　
ら
　
連
　
れ
　
の
　
人
　
々
　
と
　
離
　
れ
　
た
　
謙

作
　
は
、
　
ま
　
だ
　
暗
　
い
　
早
　
暁
　
の
　
大
　
山
　
に
　
お
　
い
　
て
、
　
次
　
の
　
よ
　
う
　
な
　
自
　
然
　
体

験
　
を
　
す
　
る
。
疲
　
れ
　
切
　
っ
　
て
　
は
　
い
　
る
　
が
、
　
そ
　
れ
　
が
　
不
　
思
　
議
　
な
　
陶
　
酔
　
感
　
と
　
な

っ
　
て
　
彼
　
に
　
感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
た
。
　
彼
　
は
　
自
　
分
　
の
　
精
　
神
　
も
　
肉
　
体
　
も
'
　
今

此
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
　
溶
　
込
　
ん
　
で
　
行
　
く
　
の
　
を
　
感
　
じ
　
た
。
　
そ
　
の

自
　
然
　
と
　
い
　
ふ
　
の
　
は
　
芥
　
子
　
粒
　
程
　
に
　
小
　
さ
　
い
　
彼
　
を
・
無
　
限
　
の
　
大
　
き
　
さ

で
　
包
　
ん
　
で
　
ゐ
　
る
　
気
　
体
　
の
　
や
　
う
　
な
　
眼
　
に
　
感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
な
　
い
　
も
　
の
　
で

あ
　
る
　
が
、
　
そ
　
の
　
中
　
に
　
溶
　
け
　
て
　
行
　
く
、
　
　
-
　
　
そ
　
れ
　
に
　
還
　
元
　
さ
　
れ

る
　
感
　
じ
　
が
　
言
　
葉
　
に
　
表
　
現
　
出
　
来
　
な
　
い
　
程
　
の
　
快
　
さ
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
(

中
　
略
　
)
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
に
　
溶
　
込
　
む
　
此
　
感
　
じ
　
は
　
彼
　
に
　
と
　
っ
　
て
　
必
　
ず

し
　
も
　
初
　
め
　
て
　
の
　
経
　
験
　
で
　
は
　
な
　
い
　
が
、
　
此
　
陶
　
酔
　
感
　
は
　
初
　
め
　
て
　
の

経
　
験
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
(
　
中
　
略
　
)
　
彼
　
に
　
は
　
そ
　
れ
　
に
　
抵
　
抗
　
し
　
よ
　
う
　
と

す
　
る
　
気
　
持
　
は
　
全
　
く
　
な
　
か
　
っ
　
た
'
　
そ
　
し
　
て
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
溶
　
込

ん
　
で
　
行
　
く
　
快
　
感
　
だ
　
け
　
が
、
　
何
　
の
　
不
　
安
　
も
　
な
　
く
　
感
　
ぜ
　
ら
　
れ
　
る
　
の

で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
九
　
)
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謙
　
作
　
は
　
か
　
つ
　
て
　
尾
　
道
　
で
　
体
　
験
　
し
　
た
'
　
大
　
き
　
な
　
自
　
然
　
に
　
吸
　
い
　
込
　
ま
　
れ

る
　
の
　
に
　
抵
　
抗
　
し
　
た
　
時
　
と
　
は
　
対
　
照
　
的
　
に
、
　
「
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
」
　
溶
　
け

込
　
ん
　
で
　
い
　
く
　
こ
　
と
　
で
　
「
　
不
　
思
　
議
　
な
　
陶
　
酔
　
感
　
」
　
　
「
　
言
　
葉
　
に
　
出
　
来
　
な
　
い

程
　
の
　
快
　
さ
　
」
　
を
　
感
　
じ
　
て
　
い
　
る
。
　
そ
　
の
一
方
　
で
、
　
死
　
を
　
思
　
わ
　
せ
　
る
　
「

永
　
遠
　
に
　
通
　
ず
　
る
　
路
　
に
　
踏
　
出
　
し
　
た
　
や
　
う
　
な
　
事
　
を
　
考
　
へ
　
」
　
る
　
が
、
　
彼
　
は

「
　
少
　
し
　
も
　
死
　
の
　
恐
　
怖
　
を
　
感
　
じ
　
」
　
ず
、
　
「
　
若
　
し
　
死
　
ぬ
　
な
　
ら
　
此
　
億
　
死
　
ん

で
　
も
　
少
　
し
　
も
　
憾
　
む
　
と
　
こ
　
ろ
　
は
　
な
　
い
　
と
　
思
　
」
　
う
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
が

こ
　
こ
　
で
　
死
　
を
　
恐
　
れ
　
な
　
い
　
の
　
は
、
　
大
　
山
　
の
　
生
　
活
　
に
　
お
　
い
　
て
　
死
　
を
　
感
　
じ

さ
　
せ
　
る
　
静
　
的
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
触
　
れ
　
た
　
こ
　
と
　
で
'
　
死
　
に
　
対
　
し
　
て
　
親
　
近

感
　
を
　
抱
　
く
　
よ
　
う
　
に
　
な
　
っ
　
た
　
の
　
で
　
は
　
な
　
い
　
か
　
と
　
考
　
え
　
ら
　
れ
　
る
。
　
謙
　
作

は

　

か

　

つ

　

て

　

抵

　

抗

　

し

　

て

　

き

　

た

　

へ

　

自

　

然

　

の

　

与

　

え

　

る

　

死

　

の

　

運

　

命

　

に

　

対

　

し

　

て

も
'
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
受
　
け
　
入
　
れ
　
ら
　
れ
　
る
　
境
　
地
　
に
　
至
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。

短
　
い
　
眠
　
り
　
に
　
落
　
ち
、
　
や
　
が
　
て
　
目
　
を
　
覚
　
ま
　
し
　
た
　
謙
　
作
　
を
　
包
　
む
　
の
　
は
'

「
　
慈
　
愛
　
を
　
含
　
ん
　
だ
　
色
　
」
　
の
　
外
　
的
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
っ
　
た
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
は

大
　
山
　
の
　
曙
　
光
　
の
　
中
　
で
'
　
広
　
大
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
一
体
　
と
　
な
　
り
、
　
そ
　
の

中
　
で
　
彼
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
は
　
浄
　
化
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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謙
　
作
　
は
　
不
　
図
　
へ
　
今
　
見
　
て
　
ゐ
　
る
　
景
　
色
　
に
、
　
自
　
分
　
の
　
ゐ
　
る
　
此
　
大
　
山

が
　
は
　
っ
　
き
　
り
　
と
　
影
　
を
　
映
　
し
　
て
　
ゐ
　
る
　
事
　
に
　
気
　
が
　
つ
　
い
　
た
。
　
影
　
の

輪
　
郭
　
が
　
中
　
の
　
海
　
か
　
ら
　
陸
　
へ
　
上
　
っ
　
て
　
来
　
る
　
と
'
　
米
　
子
　
の
　
町
　
が
　
急

に
　
明
　
る
　
く
　
見
　
え
　
出
　
し
　
た
　
の
　
で
　
初
　
め
　
て
　
気
　
付
　
い
　
た
　
が
'
　
そ
　
れ
　
は

停
　
止
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
な
　
く
　
へ
　
恰
　
度
　
地
　
引
　
網
　
の
.
や
　
う
　
に
　
手
　
繰
　
ら
　
れ
　
て

来
　
た
。
　
地
　
を
　
嘗
　
め
　
て
　
過
　
ぎ
　
る
　
雲
　
の
　
影
　
に
　
も
　
似
　
て
　
ゐ
　
た
。
　
中
　
国

一
　
の
　
高
　
山
　
で
、
　
輪
　
郭
　
に
　
張
.
切
　
っ
　
た
　
強
　
い
　
線
　
を
　
持
　
つ
　
此
　
山
　
の
　
陰

を
'
　
そ
　
の
　
儀
　
へ
　
平
　
地
　
に
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
の
　
を
　
稀
　
有
　
の
　
事
　
と
　
し
　
へ

そ
　
れ
　
か
　
ら
　
謙
　
作
　
は
　
或
　
る
　
感
　
動
　
を
　
受
　
け
　
た
。
　
(
　
第
　
四
　
の
　
十
　
九
　
)

大
　
き
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
の
　
中
　
に
'
　
抵
　
抗
　
す
　
る
　
こ
　
と
　
な
　
く
　
へ
　
謙
　
虚
　
に
　
「
　
な

る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
」
　
溶
　
け
　
込
　
ん
　
で
　
い
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
自
　
然
　
の
　
与
　
え
　
る
　
恵

み
　
と
　
も
　
い
　
え
　
る
　
「
　
稀
　
有
　
」
　
の
　
体
　
験
　
を
　
L
　
へ
　
　
「
　
或
　
る
　
感
　
動
　
を
　
受
　
け
　
」

る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
謙
　
作
　
は
　
こ
　
の
　
大
　
山
　
の
　
影
　
の
　
姿
　
に
'
　
自
　
身
　
と
　
外
　
的
　
自

然
　
と
　
が
　
融
　
合
　
し
一
体
　
と
　
な
　
っ
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
知
　
る
。
　
こ
　
の
　
影
　
に
　
お
　
い
　
て

は
、
　
謙
　
作
　
の
　
姿
　
と
　
大
　
山
　
の
　
姿
　
と
　
は
　
ひ
　
と
　
つ
　
と
　
な
　
っ
　
て
　
お
　
り
、
　
区
　
別

す
　
る
　
こ
　
と
　
は
　
出
　
来
　
な
　
い
　
か
　
ら
　
で
　
あ
　
る
。
　
ま
　
た
　
こ
　
の
　
大
　
山
　
の
　
影
　
の
　
姿
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㌔
.
ノ

ノ
(

は
'
　
謙
　
作
　
が
　
謙
　
作
　
自
　
身
　
の
　
目
　
で
　
見
　
た
　
も
　
の
　
で
、
　
謙
　
作
　
の
　
精
　
神
　
が
　
至

り
　
着
　
い
　
て
　
描
　
い
　
た
　
姿
　
で
　
あ
　
る
。
　
そ
　
の
　
大
　
山
　
の
　
影
　
の
　
姿
　
は
　
謙
　
作
　
の
　
至

り
　
着
　
い
　
た
　
境
　
地
　
を
　
表
　
し
　
た
　
も
　
の
　
な
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
の
　
欲

求
　
に
　
従
　
い
、
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
時
　
に
　
身
　
を
　
任
　
せ
　
て
'
　
謙
　
虚
　
に
　
自
　
然
　
に

従
　
っ
　
た
　
謙
　
作
　
は
、
　
「
　
憂
　
な
　
し
　
と
　
い
　
ふ
　
境
　
涯
　
」
　
、
　
こ
　
れ
　
ま
　
で
　
の
　
こ
　
と

は

　

そ

　

れ

　

は

　

そ

　

れ

　

で

　

よ

　

し

　

と

　

思

　

え

　

る

　

境

　

地

　

へ

　

ま

　

た

　

死

　

と

　

生

　

を

　

も

　

問

　

題

に
　
し
　
な
　
い
　
境
　
地
　
に
　
辿
　
り
　
着
　
い
　
た
　
の
　
で
　
あ
　
る
0

大
　
山
　
山
　
上
　
か
　
ら
　
半
　
死
　
半
　
生
　
で
　
蓮
　
浄
　
院
　
に
　
辿
　
り
　
着
　
い
　
た
　
謙
　
作
　
は
、

夢
　
の
　
中
　
で
　
「
　
精
　
神
　
的
　
に
　
も
　
肉
　
体
　
的
　
に
　
も
　
自
　
分
　
が
　
浄
　
化
　
さ
　
れ
　
た
　
と
　
い

ふ
　
こ
　
と
　
を
　
切
　
り
　
に
　
感
　
じ
　
て
　
ゐ
　
る
　
」
　
　
(
　
第
　
四
　
の
　
二
　
十
　
)
　
。
　
彼
　
の
　
内
　
な

る
　
自
　
然
　
も
　
ま
　
た
　
へ
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
一
　
体
　
と
　
な
　
り
　
浄
　
化
　
さ
　
れ
　
た
　
の
　
で
　
あ

る
。
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
作
　
の
　
元
　
に
　
訪
　
れ
　
た
　
直
　
子
　
も
'
　
「
　
助
　
か
　
る
　
に
　
し
　
ろ
　
へ

助
　
か
　
ら
　
ぬ
　
に
　
し
　
ろ
、
　
兎
　
に
　
角
、
　
自
　
分
　
は
　
此
　
人
　
を
　
離
　
れ
　
ず
'
　
何
　
所
　
ま

で
　
も
　
此
　
人
　
に
　
随
　
い
　
て
　
行
　
く
　
の
　
だ
　
」
　
　
(
　
同
　
)
　
と
、
　
謙
　
作
　
と
　
和
　
解
　
L
　
へ

一
体
　
と
　
な
　
れ
　
た
　
こ
　
と
　
を
　
か
　
ん
　
じ
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
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し
　
か
　
し
、
　
東
　
京
　
で
　
の
　
生
　
活
　
を
　
続
　
け
　
る
　
こ
　
と
　
の
　
出
　
来
　
な
　
く
　
な
　
っ
　
た

謙
　
作
　
は
　
第
　
二
　
の
　
「
　
転
　
身
　
」
　
の
　
旅
　
で
　
京
　
都
　
に
　
赴
　
く
。
　
近
　
代
　
都
　
市
　
東
　
京

と
　
趣
　
を
　
異
　
に
　
す
　
る
　
京
　
都
　
の
　
町
　
で
、
　
謙
　
作
　
は
　
豊
　
か
　
な
　
自
　
然
　
や
　
古
　
美
　
術

に
　
触
　
れ
、
　
失
　
わ
　
れ
　
つ
　
つ
　
あ
　
っ
　
た
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
を
　
回
　
復
　
さ
　
せ
　
る
。
　
こ

の
　
古
　
美
　
術
　
の
　
鑑
　
賞
　
に
　
お
　
い
　
て
　
謙
　
作
　
は
、
　
眺
　
め
　
る
　
側
　
の
　
主
　
体
　
で
　
あ
　
る

謙
　
作
　
と
、
　
眺
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
側
　
の
　
客
　
体
　
で
　
あ
　
る
　
古
　
美
　
術
　
と
　
が
　
融
　
合
　
L
　
へ

一
体
　
と
　
な
　
る
　
方
　
法
　
を
　
獲
　
得
　
す
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
こ
　
の
　
京
　
都
　
に
　
お
　
い
　
て

謙
　
作
　
は
　
妻
　
と
　
な
　
る
　
直
　
子
　
を
　
発
　
見
　
し
'
　
結
　
婚
　
に
　
至
　
る
　
の
　
だ
　
が
'
　
彼
　
女

の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
で
　
あ
　
る
　
「
　
母
　
性
　
的
　
な
　
る
　
も
　
の
　
」
　
と
　
「
　
女
　
性
　
的
　
な
　
る

も
　
の
　
」
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
謙
　
作
　
の
　
内
　
な
　
る
　
自
　
然
　
は
　
充
　
た
　
さ
　
れ
、
　
彼
　
は
　
こ
　
れ

ま
　
で
　
の
　
人
　
生
　
に
　
な
　
い
　
程
　
の
　
幸
　
福
　
な
　
日
　
々
　
を
　
送
　
る
　
の
　
で
　
あ
　
る
。
　
し
　
か

し
　
始
　
め
　
て
　
の
　
子
　
の
　
死
　
へ
　
直
　
子
　
の
　
過
　
失
　
に
　
よ
　
っ
　
て
　
再
　
び
　
自
　
身
　
の
　
内
　
に

住
　
む
　
も
　
の
　
と
　
の
　
争
　
闘
　
に
　
苦
　
し
　
め
　
ら
　
れ
　
る
　
謙
　
作
　
は
、
　
第
　
三
　
の
、
　
そ
　
し

て

　

最

　

後

　

の

　

「

　

転

　

身

　

」

　

の

　

旅

　

と

　

な

　

る

　

大

　

山

　

へ

　

の

　

旅

　

へ

　

と

　

旅

　

立

　

つ

　

の

　

で

あ
　
る
　
。

大
　
山
　
に
　
お
　
い
　
て
、
　
死
　
を
　
も
　
感
　
じ
　
さ
　
せ
　
る
　
静
　
的
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
、

031



そ
　
の
　
中
　
で
　
生
　
き
　
生
　
き
　
と
'
　
そ
　
し
　
て
　
謙
　
虚
　
に
　
そ
　
の
　
生
　
を
　
楽
　
し
　
む
　
小
　
動

物
　
に
　
触
　
れ
、
　
ま
　
た
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
　
共
　
生
　
し
　
な
　
が
　
ら
　
謙
　
虚
　
に
　
生
　
き
　
る
　
人

々
　
に
　
触
　
れ
　
た
　
こ
　
と
　
で
、
　
謙
　
作
　
自
　
身
　
も
　
ま
　
た
、
　
外
　
的
　
自
　
然
　
に
　
対
　
し
　
謙

虚
　
に
、
　
そ
　
し
　
て
　
な
　
る
　
が
　
ま
　
ま
　
に
　
生
　
き
　
る
　
こ
　
と
　
を
　
身
　
に
　
つ
　
け
、
　
終
　
末

の
　
大
　
山
　
で
'
　
広
　
大
　
な
　
外
　
的
　
自
　
然
　
と
一
体
　
に
　
な
　
り
'
　
そ
　
の
　
中
　
で
　
内
　
な

る
　
自
　
然
　
を
　
浄
　
化
　
さ
　
れ
　
る
　
の
　
で
　
あ
.
る
。
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河
上
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太
郎

谷
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徹
三

小
林
秀
雄

芥
川
龍
之
介

太
宰
治

織
田
作
之
助

中
野
重
治

中
村
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夫

本
多
秋
五

本
多
秋
五

本
多
秋
五

須
藤
松
雄

三
好
行
雄

蓮
貴
重
彦

「
解
説
」
　
(
旺
文
社
文
庫
　
『
暗
夜
行
路
』
　
へ
　
昭
和
四
十
年
十
一
月
)

「
解
説
-
志
賀
直
哉
研
究
棟
史
-
」
　
(
　
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
　
志
賀
直

哉
』
　
有
精
堂
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
主
題
考
-
「
内
な
る
自
然
」
の
確
立
・
「
外
な
る
自
然
」
と
の
調

和
-
」
　
(
　
『
一
冊
の
辞
座
　
志
賀
直
哉
』
　
有
精
堂
'
昭
和
五
十
七
年
十
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
そ
の
美
と
道
徳
」
　
(
　
『
新
女
苑
』
'
昭
和
十
三
年
六
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
覚
書
」
　
(
　
『
文
芸
』
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
十
三
年
1
　
月
)

「
志
賀
直
哉
論
」
　
(
　
『
改
造
』
'
昭
和
十
三
年
二
月
)

「
歯
車
」
　
(
昭
和
二
年
十
月
)

「
如
是
我
聞
」
　
(
　
『
新
潮
』
　
へ
　
昭
和
二
十
三
年
三
月
～
七
月
)

「
可
能
性
の
文
学
」
　
(
　
『
改
造
』
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
雑
談
」
　
(
大
正
文
学
研
究
全
編
　
『
志
賀
直
哉
研
究
』
　
河
出
書

房
、
昭
和
十
九
年
六
月
)

『
志
賀
直
哉
論
』
　
(
文
芸
春
秋
新
社
、
昭
和

『
　
「
白
樺
」
　
派
の
文
学
』
　
(
講
談
社
'
昭
和

十
九
年
四
月
)

十
九
年
七
月
)

「
志
賀
直
哉
に
お
け
る
自
覚
の
問
題
」
　
(
　
『
文
学
』
'
昭
和
四
十
五
年
二
月
)

『
志
賀
直
哉
　
上
下
』
　
(
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
一
月
)

『
志
賀
直
哉
の
文
学
　
[
増
訂
新
版
]
　
』
　
(
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
　
1
　
年
六
月
)

「
仮
構
の
　
(
私
)
　
-
　
『
暗
夜
行
路
』
　
志
賀
直
哉
」
　
(
　
『
作
品
論
の
試
み
』
　
至
文

堂
'
昭
和
五
十
二
年
五
月
)

「
廃
棄
さ
れ
る
偶
数
-
志
賀
直
哉
　
『
暗
夜
行
路
』
　
を
読
む
」
　
(
　
『
国
文
学
』
'

昭
和
五
十
一
年
三
月
)
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江
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ォ
州
蝣
:
t
盤
編

阿
川
弘
之

鶴
田
欣
也

斎
藤
恵
子

遠
藤
祐

テ
ッ
ド
・

『
志
賀
直
哉
　
近
代
と
神
話
』
　
(
文
芸
春
秋
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
の
深
層
」
　
(
　
『
女
が
読
む
日
本
近
代
文
学
　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

批
評
の
試
み
』
　
新
曜
社
へ
　
平
成
四
年
三
月
)

『
　
「
暗
夜
行
路
」
　
を
読
む
　
世
界
文
学
と
し
て
の
志
賀
直
哉
』
　
(
新
曜
社
'
平
成

八
年
八
月
)

「
解
説
」
　
(
岩
波
文
庫
　
『
暗
夜
行
路
』
'
平
成
六
年
七
月
)

「
序
」
　
(
　
『
　
「
暗
夜
行
路
」
を
読
む
　
世
界
文
学
と
し
て
の
志
賀
直
哉
』
　
新
曜
社

平
成
八
年
八
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
」
　
(
　
『
　
「
暗
夜
行
路
」
　
を

読
む
　
世
界
文
学
と
し
て
の
志
賀
直
哉
』
　
(
新
曜
社
、
平
成
八
年
八
月
)

『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
第
三
一
巻
　
志
賀
直
哉
集
』
　
補
注
五
〇
　
(
角
川
書
店
、

昭
和
四
十
六
年
　
1
　
月
)

「
ふ
れ
合
う
リ
ズ
ム
　
-
　
志
賀
直
哉
の
　
『
和
解
』
　
と
　
『
暗
夜
行
路
』
　
に
お
け
る

グ
ー
セ
ン
　
自
然
と
自
己
」
　
(
　
『
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
読
む
　
日
本
文
学
に
お
け
る
自
然
・
生
命

萩
原
孝
雄

遠
藤
祐

テ
ッ
ド
・

グ
ー
セ
ン

須
藤
松
雄

佐
伯
彰
一

・
自
己
』
　
新
曜
社
、
平
成
八
年
一
月
)

「
　
『
暗
夜
行
路
』
　
に
お
け
る
子
宮
の
(
脱
)
形
而
上
学
」
　
(
　
『
「
暗
夜
行
路
」
を
読

む
　
世
界
文
学
と
し
て
の
志
賀
直
哉
』
　
新
曜
社
へ
　
平
成
八
年
八
月
)

『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
第
三
一
巻
　
志
賀
直
哉
集
』
　
頭
注
八
　
(
角
川
書
店
'
昭

和
四
十
六
年
一
月
)

「
ふ
れ
合
う
リ
ズ
ム
　
ー
　
志
賀
直
哉
の
　
『
和
解
』
　
と
　
『
暗
夜
行
路
』
　
に
お
け
る

自
然
と
自
己
」
　
(
　
『
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
読
む
　
日
本
文
学
に
お
け
る
自
然
・
生
命

・
自
己
』
　
新
曜
社
へ
　
平
成
八
年
一
月
)
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『
志
賀
直
哉
の
文
学
　
(
増
訂
新
版
)

「
　
『
或
る
女
』
　
と
　
『
暗
夜
行
路
』
　
」

』(

(
桜
楓
社
'
昭
和
五
十
　
1
　
年
六
月
)

『
解
釈
と
鑑
賞
』
　
昭
和
三
十
二
年
八
月
)
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『
日
本
近
代
文
学
大
系
　
第
三
一
巻
　
志
賀
直
哉
集
』
　
補
注
二
八
　
(
角
川
書
店
、

昭
和
四
十
六
年
一
月
)

『
志
賀
直
哉
の
文
学
　
(
増
訂
新
版
)
　
』
　
(
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
　
1
　
年
六
月
)

「
ふ
れ
合
う
リ
ズ
ム
　
-
　
志
賀
直
哉
の
　
『
和
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